









































ロードス島伝説５




至高神の聖女








水野　良





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第Ⅰ章　スカード解放







　　　　１




　ロードスという島がある。

　アレクラスト大陸の南に浮かぶ辺境の島だ。

　大陸の住人は呪われた島と呼ぶ。激しい戦乱が繰り返され、怪物が跳ちよう梁りようする魔境が各所に存在するゆえ。

　そして現在のロードスは、まさにその名の通りの状況にあった。モス地方の迷宮から、異界の住人〝魔神デーモン〟が解放され、ロードスの存亡をかけた戦いが続いているためだ。

　魔神に対し、モス地方の諸王国は団結し、連合騎士団を組織した。また他の国々からは〝百の勇者〟と呼称される義勇兵が結集している。そして大地の妖よう精せいドワーフ族、森の妖精エルフ族も人間に協力し、数多くの戦士を派遣したのである。

　魔神に勝利する態勢は整ったかと思われた。

　その中心には一人の若者がいた。亡国スカードの王子にして風エアド竜ラゴンにまたがる天空の騎士、百の勇者を束ねる〝栄光の勇者〟と呼ばれた若者が……

　だが、その若者はもはやいない。

　魔神が解放されたのは、スカード王である父が彼をしてロードスの統一王にせんと欲したためであると知り、すべてを捨てるしかなくなったのだ。

　彼は我こそが魔神の王であると宣言し、スカードの王城に赴く。自分に向けられる人々の怒りと憎しみが、魔神を滅ぼすための結束力となることを願って。そして父と妹の姿をしたものの正体を暴かんとして……

　そして伝説の彼方かなたへと去っていったのだ。




「魔神解放の真相は、すでに噂として皆も知っているとおりだ。すべては、スカード国王と皇太子による謀略であったのだ……」

　ハイランド国王にして、モス公国の公王でもあるマイセンが、ヴェノン王国第二の都市マスケトの城じよう塞さいに集結したモス諸王国の騎士と勇者隊の義勇兵を前にして声を限りに演説を行っている。

　勇者隊の将軍職に任じられた若者こそが魔神解放の首謀者であったとの噂は、すでにモス全域に広まっている。ロードス全土にまで及ぶのも、おそらく時間の問題だろう。

　マイセンの演説は、その噂を公式に肯定するものだった。

「魔神を率いるスカード王が勝利をしても、魔神を滅ぼすために集結したスカードの皇太子の軍勢が勝利をしても、ロードスはスカード王家の血を受け継ぐ人間の支配するところとなる。不覚にも、わしはその謀略に加担させられるところであった。スカード王が我が妹を妻としたことも、スカードの皇太子が我が娘を妻としようとしたことも、すべてはハイランドとモスの力を利用せんがためだったのだ──」

　その演説を聴きながら、

「父上もつらいだろうね」

　と、ハイランドの双子の王子の一人、フロイが隣にいる弟のリーゼンに話しかけた。

　二人は父王の背後で、神妙な表情を装っている。だが、聴衆は誰も自分たちのほうを向いていない。

「父上だけじゃない。これからの戦いは、すべての人にとって、つらいものになるよ」

　双子の王子のもう一人、リーゼンがそう言って、ため息をついた。

「魔神王の強大さは先日、目にしたとおりだ。本当に勝てるかどうかもわからない。もしも勝てたとしても、得られるものは何もない……」

　魔神との戦いは、最初から絶望的なものだった。

　大地の妖精ドワーフ族の集落であった石の王国は全滅し、鏡の森のエルフ族も襲撃され、大勢のエルフが命を落としている。

　人間もロードス各地で魔神の犠牲となり、死んでいる。そして魔神を滅ぼそうとする人間と、魔神を利用しようとする人間とのあいだで争いさえ起こったのだ。

　しかし最近になって、ようやく希望のようなものが見み出いだせるようになった。

　それが、ナシェルだった。

　ロードス各地から集まった勇者たちを束ね、赤髪の傭よう兵へいベルドや白き騎士ファーンといった英雄たちをもまとめえる若者。

　彼ならば、このロードスを治め、千年の平和をもたらせると、人々は期待した。

　だが、その希望は失われ、ふたたび絶望だけが残った。それでも、魔神との戦いは続けるしかない。

「魔神どもを滅ぼして、唯一、勝利を得られるのが、ナシェルを破滅に追い込んだあの仮面の魔法戦士とはね」

　口惜しいかぎりだよ、とフロイは吐き捨てるように言う。

「しかも、魔神を滅ぼすために、僕たちはあの仮面の魔法戦士の力を必要としているんだから。忌々しいかぎりだよ」

　双子の兄の言葉に、リーゼンが小さく相あい槌づちを打った。

「魔神との戦いで、罪を背負っている人間はいくらだっている。スカード王ブルークはその筆頭だし、父上だってそうだ。僕たちだって、完全には無実だと言えない。ナシェルがこの島を統一していたら、国のひとつぐらいもらおうと思っていたからね。あいつと出会って、野心を抱いた者は一人残らず有罪だよ。だけど、裁かれたのは、あいつ一人だ。あいつだけは何の野心も抱いてなかったというのに」

　彼らは、ナシェルとは従兄弟いとことなる。

　しかも、妹のラフィニアがナシェルと婚約までしているから、義兄弟となるはずだった。

　その妹は、ナシェルが帰る場所を用意しておきますと言い残して、薬草師のタトゥス一人を伴い、いずこかへと旅だっていった。

　彼女は最愛の若者が帰還してくることを微み塵じんも疑っていないようだ。

　そうだといいと、双子も妹のために心の底から思っている。

「それにしても、ナシェルの奴やつも大変な役目を押しつけてくれたものだね」

　リーゼンが苦笑を洩もらした。

　二人は、勇者隊の将軍職をナシェルから託されている。

　今では彼らこそが〝栄光の勇者〟なのである。

　ナシェルが苦心してひとつにまとめた勇者隊だったが、フロイとリーゼンはそれを二分することに決めた。

　補佐役として、フロイにはファーン、フレーベ、ニースが、リーゼンにはベルド、フラウス、ウォートがそれぞれついてくれることになった。

　一方、モス連合騎士団は公王マイセンのもと、ハイランドのジェスター、ハーケーンのバーラン、ヴェノンのアロンドの三人の王子が将軍として統率している。

　それら五つの軍団の総勢が今、マスケトの街に集結していた。兵士まで入れれば、数万もの大軍である。

　マイセン王の演説により、人々は偽りの真相を知らされ、スカード王ブルークと皇太子ナシェルに対する憎悪が膨れあがるはずであった。

　その憎悪こそが魔神を打倒するための力となる。それゆえ、ただちにスカードへの進攻を行うと直前の軍議では決している。

　ニース高司祭が降臨させた大地母神マーファの浄化を受け、魔デー神モン王ロードの力も衰えていることが期待できるし、スカードの領民たちの命が危ういという事情もある。

　魔神王は、自らの正体が暴かれたとたん、味方になっていた人間の騎士、兵士をことごとく惨殺した。領民も同じ運命をたどっているかもしれないのだ。

　進攻開始は、明日と決まっている。

　モス諸王国の騎士たちも、百の勇者たちも、魔神を滅ぼすまで故郷には戻らないと、それぞれが信じるものに誓いを立てるよう、モス公王は呼びかけることになっている。

「……いったい何人が故郷に帰ってこられるかな」

　フロイがひとりごとのようにつぶやいた。

「さあね、神々でさえ、分からないと思うよ」

　リーゼンが苦笑まじりに応じた。

「それに、僕たち二人には帰れる故郷なんてないからね」

　そうだった、とフロイは相槌を打つ。

「死んだらそれまでだし、もしも生き残っても……」

　ハイランドの王位は長兄ジェスターが継ぐし、これ以上、分割できるほどには王家の直轄地は広くない。

「魔神との戦いが終わって、もしもまだ命があったら……」

　フロイが静かに弟を見つめた。

　ナシェルは最後の言葉として、自分たちに生きるよう求めている。

　だが、生き延びて英雄となるわけにもゆかないのだ。それでは、ハイランドを継ぐ兄の権威を傷つけることになるから。

　難しい要求だと、二人は頭を抱えている。

「アレクラスト大陸にでも渡ってみる？」

　リーゼンがそう問い返した。

　それが兄の言いたいことだと察したからである。

「それが一番だと思うだろ」

　フロイが笑顔になる。

「遺跡荒らしでもして、自由気ままに生きてゆくほうが、きっと僕らには向いているよ……」

　他人を利用したり、利用されたりといった生き方はもう御免だと思う。

　それがナシェルの最後の言葉に対する返答になるかどうかはしれないが……
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　マスケトの街には、夜が訪れていた。

　昼間に、モス公王マイセンの演説があり、スカード解放の戦のための最後の準備が整えられた。

　夕方頃にそれが終わると、街路から人の姿は噓のように消え去った。

（なんて静かなのかしら……）

　マスケト城下にある宿屋の一室で、至高神ファリスに仕える神官戦士フラウスは、不思議な気持ちで窓の外を見つめている。

　この街を留守にしていたのは、わずか十日ほどのこと。そのときは魔神から解放された直後ということもあって、城下は沸いていた。酒場はどこも大盛況で、夜遅くまで嬌きよう声せいが絶えることはなかった。

　それなのに今日は、夜の街へ繰りだそうとする騎士や兵士、勇者たちの姿はほとんどない。

　明日から魔神との決戦がはじまるためだろうか。

　ハイランドの王城での魔神王との壮絶な戦いは、すでに噂となって広まっている。魔神王は邪神にも匹敵する存在だと……

　そんな強敵を相手にするのだ。

　間違いなく、大勢の人間が命を落とすことになる。だからこそ誰も、馬鹿騒ぎをしたいとは思わないのだろう。

　今夜だけは愛する人と二人だけで、ゆっくりすごしたいという心境なのかもしれない。すべての戦士が、その思いがかなえられるわけではないにしても……

　だとしたら、自分は幸せかもしれないと、寝台で横たわっている赤髪の傭よう兵へいベルドに視線を転じながら、フラウスは思った。

　彼もまた静かだった。

　ナシェルを失ったことで、もっと荒れ狂うのではないかと不安に思っていたのだ。

　ベルドは自分がただの剣でしかなく、あの若者こそが唯一、自分を振るうことができると思っていたようなふしがある。

　ベルドばかりではない。大勢の人間が、あの若者にそれぞれの夢を──あるいは野心を託していた。

　ナシェルがロードスの統一王となっていたら、あるいは皆が言うように千年の平和が実現していたのかもしれない。

　汚名を一身に背負い、死地へと向かうナシェルを見て、フラウスにもあの若者の英雄性は感じられた。

　しかしフラウスはベルドこそが真の英雄であると信じている。今はまだ、彼の心のなかには、深い闇があるものの……

（魔神王を倒すのは、あなたしかいない）

　フラウスは心のなかで、ベルドに呼びかけた。

　その心の声が聞こえたかのように、ベルドが大きく寝返りを打った。

　そして唐突に、その両眼が開く。

「何か、感じたの？」

　フラウスは優しく微笑みかけた。

　ベルドはまるで野生の獣みたいなものだ。熟睡しているように見えても、異変を少しでも感じたとたん、即座に覚かく醒せいし、全力で行動できる。

　しかし、自分が隣にいて、何をしていてもまったく目覚める様子もない。そのことを、フラウスは嬉うれしく思っている。

　ただ単に、獣のつがいのような関係なのかもしれないが、それはそれでこの男に認められているという気になれる。
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　一度だけだが、フラウスはベルドから自分の肉体について、賞賛されたことがある。

　そのときも、不思議と卑ひ猥わいな感じはせず、素直に喜ぶことができた。

　聖女などと呼ばれているが、彼女は自分自身を清純だと思ったことはない。自分の肉体が男を惹ひきつけることは、幼い頃からなんとはなしに感じていた。

　自分は聖職者であると同時に、女なのだと今では自覚している。

　それを教えてくれたのも、このベルドという男だった。

　至高神ファリスへの信仰と、男を愛するという感情は、彼女のなかではいささかも矛盾していない。

　教団がその権威を守るために決めた戒律を尊重する気は微み塵じんもない。神の意志に従うことだけが、彼女にとっての信仰なのだ。

　自然であることを教義としているはずのニース高司祭が、教団を守るために自分の気持ちを抑えようとしているのを見ると不思議な気がしてならない。

　荒野の賢者のことが好きなら、彼のところへ押しかければいい、と思うのだ。

　もっとも、彼女とウォートとが男女の仲になるというのも想像できないところだが。

「魔神王に勝つには、あの漆黒の剣を奪うしかない……」

　ベルドが思いがけない言葉をかけてきた。

　夢のなかで考えをめぐらしていたのかもしれない。

「魔神王の剣は魔神王を滅ぼすために鍛えられたというのでしょ。今、仮面の魔法戦士とウォートとが、文献を調べているはず……」

「他に方法はあるまいよ」

　ベルドは、吐き捨てるように言った。

　彼はあの魔剣で斬りつけられ、傷を受けただけに、魂を砕く魔力があると確信しているのだろう。そしてそれは魔神王の魂でさえ例外ではないと。

「オレが奪ってみせる。命に代えても、な」

「あなたらしくない言葉だわ。自己犠牲なんか考えたこともないでしょう。ましてや、負けることを想定するなんて……」

　フラウスが笑いながら答えた。

「オレは負けたくないと思ったことなど一度もないよ。勝ちたいと思ったことさえないかもしれん。オレはただ命があるかぎり戦いつづけるだけだ。これまでも、そしてこれからも……」

「まさに、あなたこそが魔剣というわけね。戦うためだけに、存在しているのだとしたら」

　フラウスは思ったことを、そのまま口にした。

「オレも、そう思うときがある」

　意外なことに、ベルドはフラウスの言葉に深くうなずいた。

「オレは戦って勝利することで、自分の強さを確かめてきた。それがオレという人間のすべてだと思えたからな。だが、そのためにはより強い敵が、どこまでも必要になる。もしも魔神王を倒して命があったとして、オレはいったい誰と戦えばいい？」

「魔神王を倒したら十分でしょう。それとも、神に刃やいばを向けたいとでもいうの」

「もしも、神が肉体を取り戻したとしたら、そうするだろうな」

　ベルドの答に、フラウスは呆あきれたという顔をする。

「邪神が復活でもしたら、もちろん戦っていただくわ。でも、誰もそんなことを望んだりしないでしょうけど」

「まあ、そうだろうな」

　しかし、魔神王は解放されたのである。それが可能ならば、邪神の復活を望む者も現れるかもしれない。

（オレの知ったことではないがな）

　ベルドは心のなかで吐き捨てると、退屈したようにフラウスの腰に手を回した。

　求められたのかと思い、フラウスは自分のほうから彼の隣に寄り添っていった。

　だが、ベルドはその先へは進まなかった。

　顔が間近になったので、薄闇のなかでも表情がはっきりと見える。

「それこそ邪神でも復活しないかぎり、魔神王との戦いが、オレにとって最後の戦いになるだろう」

　声はいつもの調子だが、ベルドは意外に真顔に見えた。

「あなたにとって、意味のある戦いということ？」

「さすが、オレの女だな」

　フラウスの問いに、ベルドはにやりとした。

「そのとおり。オレにとって意味のある戦いは終わるということだ。だが、それから先も、オレは戦いつづけることだろう。それが意味のない戦いと分かっていてもだ……」

「わたしに、どうしろと？」

　ベルドが言った「オレの女」という言葉に、ひどく動揺を覚えながらも、フラウスはなんとか声を震わせずに済んだ。

「それを、おまえに考えさせてやると言っているんだ」

　ベルドは一瞬にして、不機嫌な顔になると、ごろりと向こうに寝返りをした。

　おまえの望むとおりに戦ってやる、と彼は言っているのだ。

（神よ……）

　フラウスは我が耳を疑った。

　あまりにも突然だったので、ベルドの言葉が真意だと思えなかったのである。

　待ち望んでいた言葉こそ、容易には信じられないものなのだろう。しかも、そんな言葉をふたつも続けられたのだ。

「ロードスを統一する王になってくれて？」

　フラウスは迷うことなく言った。

「オレにナシェルの代わりになれというのか？」

　フラウスの言葉に、背中を向けたままで、ベルドは答えた。

「そうは思っていない。あなたは彼にはなれないし、彼もまたあなたにはなれないのだから……」

「つまらん答だな」

　ベルドはそう言ったきり、すぐに寝息をたてはじめた。

（本当に、獣のよう……）

　フラウスは微笑もうとしたが、不覚にも目から熱いものを溢あふれさせてしまった。

　ベルドは誠実とはほど遠い男だが、噓を言うこともない。それは無精者だからだろうが、その言葉は信じられるということだ。

（わたしは、あなたの女だと思っていいのね。そしてあなたはわたしが受けた神の啓示に従うというのね）

　しかし、なぜベルドが突然、そんな気になったのか、フラウスには不思議だった。

　魔神王と戦い、己の強さの──人間の強さの限界を感じたからだろうか？　魔神王を倒したあとの無意味な戦いを憂えたためか？

　己を剣のようなものだと認めることで、ベルドの心のなかで、使い手を求める気持ちが生じていたのかもしれない。

（あなたのほうこそ、ナシェルの代わりをわたしに求めているのではなくて？）

　あの若者が無事だったら、ベルドという剣は、彼こそが手にしていたことだろう。

　ベルドやウォート、あるいはマイセン王がナシェルのなかに見た未来は、もはや実現することはない。

　ナシェルが逝ってしまったことは、心の底から悲しいが、それによってフラウスの未来像が失われたわけではない。

　ベルドこそがロードスを統べる英雄王にふさわしいのだから……

「あなたなら、きっと魔神王を倒せるわ。そのときこそ、あなたはこのロードスで比類なき英雄となる」

　フラウスは眠ったままの赤髪の傭よう兵へいに向かって、静かに呼びかけた。

　そのためなら、心も身体からだも、それこそ命さえも捧ささげてもいいと思っている。

　フラウスは感謝の祈りを至高神に捧げたあと、自らも眠りについた。

　ベルドの匂いとその体温を、肌に感じながら……
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　騎士たちも、戦士たちもそれぞれの想いを胸に一夜をすごした翌日──

　魔神の軍団とそして魔神王との決戦に挑むべくモスの連合騎士団とロードス諸国から集まった〝百の勇者〟は、マスケトの街から南の街道を通って、スカードを目指した。

　先遣は今回もアロンドが率いる〝竜ドラのゴンス鱗ケイル〟ヴェノン騎士団。

　アロンドは将来、スカード伯となることが決まっているだけに、自領解放のための戦いという大義名分がある。

　第二隊、第三隊は、フロイとリーゼンの勇者隊。

　そして公王マイセンとジェスター率いる本隊が続き、しんがりをバーランの部隊が務めた。

　バーランの隊は、スカードの王城グレインホールド攻めには加わらず、街道を確保し、先行する部隊への補給を担当する。

　正体が暴露した魔神がどのような戦法をとるかは予想もつかない。

　魔神を支配しているのが、スカード王ブルークだというのは表向きでしかなく、魔神王こそが魔神の真の支配者なのである。

　邪神にも匹敵するとされるこの異界の王が、どのような意図のもとに戦うかは、誰にも予測はつかないのだ。

　先遣隊は街道を慎重に進み、スカードとの境界で早々と野営をとった。

　魔神は夜の闇でこそ、その実力を発揮する。城攻めは明朝ということに決している。

　夜襲に備えて緊張した一夜を過ごしたあと、アロンドの率いる先遣隊は夜明けとともにスカード領内に入った。そして人家や農園をしらみつぶしに調べてゆく。

　スカードの住人たちは、確かにいた。

　だが、その姿は変わり果てていた。老人も子供も、男も女も、誰もが屍人ゾンビーになっていたのだ。そして醜悪なことに、彼らは人間であった頃と同じ生活を営んでいた。

　畑仕事をしたり、家事をしたりと……

　アロンド配下の騎士たちは、吐き気と戦いながら、不死アン生物デツドとなっていたスカードの住人たちを倒し、その場で荼毘だびにふしていった。

「わたしは一人の領民もいない領主となるのだな……」

　スカード領の調査を終えたあと、アロンド王子は側近の騎士にそうつぶやいたという。

「そして我々が敗北したとき、ロードス全土がこうなるのだ」

　とも……




　アロンド率いる騎士団がスカード領をくまなく調べているあいだに、ハイランドの双子の王子が将軍職を務める勇者隊は、スカードの王城グレインホールドを包囲していた。

「魔神の姿は見られなかったが、上級の死霊ネクロ魔術マンシーで造られた屍人──プアウゾンビーどもが徘はい徊かいしているよ。従者を従えた亡霊アンデツ騎士ドナイトまでいる」

　飛行の呪じゆ文もんや透視の呪文、それから遠見の呪文などを駆使して、城内の偵察を行ったあと、荒野の賢者と呼ばれる魔術師は、勇者隊の軍議の席でそう報告を行った。

「当然、死霊魔術の素材となったのは、スカードの騎士であり、兵士たちだ」

　プアウゾンビーは素材となった人間の能力を、さほど損なうことなく残している。普通のゾンビーとは比較にならない強さだ。

　そして亡霊騎士は、その従者であるワイトともども侮りがたい魔物である。

「この魔物どもは、肉体ばかりではなく、精神をも吸い取ろうとする。そしてもし、精神を残らず吸い取られたら、われわれも不死の者となるのだ。この世界に永遠に留とどまりたいと思うなら、試す価値はあるかもしれないね」

「また、そのような言い方を……」

　純白の神官衣を身にまとい、大地母神の聖印シンボルを額につけた黒髪の女性が、美しい弧を描く眉まゆをひそめながらたしなめる。

〝大地母神の愛まな娘むすめ〟〝女神の生まれ代わり〟〝竜を手て懐なずける者〟など、様々な呼び名で讃たたえられているマーファ教団の高司祭ニースである。

「しかし、それが事実だからね……」

　ウォートは苦笑を浮かべただけで、反省のようなものは見せなかった。

「魔法の恐ろしさを正しく人々に示すことが、わたしに残された役目でもある」

　ニースに小声で囁ささやいたあと、ウォートは更に発言を続けた。

「しかし、魔神どもに比べれば、不死生物など恐れる必要はない。我が勇者隊には、優れた聖職者も大勢いるゆえな」

　そしてウォートは、スカードの城門を〈分デイ解スイン消テグ去レート〉の呪文で消滅させると宣言した。

「モス連合騎士団の本隊が、まず突入する。百の勇者たる我らは分散して、城内を掃討してゆくだけでいい」

　ウォートはそう締めくくって、発言を終えた。

　その後を受けて、双子の王子がゆっくりと立ち上がる。

「今日の戦は、賢者殿が仰おつしやったとおりです。城攻めゆえ、騎士たちに任せておいて問題ないでしょう。しかしくれぐれも油断のないように。魔神が神出鬼没であることは、皆さんも御存じでしょうけど」

「城を占領したあと、騎士たちは守備につきます。皆さんは、素早く自分の部屋を確保してください。庭で夜営というのも、大変ですから」

　フロイとリーゼンが続けて発言した。

　まったく緊張感のない口調だが、勇者隊に参加している者の多くは、傭よう兵へいや遺跡荒らしを生業としていた冒険者たちなので、二人の気さくな話し方はむしろ歓迎されている。

　双子の王子は、早くから百の勇者として魔神と戦い、名声をあげていたこともあって、勇者隊の義勇兵たちは、最初から彼らのことは仲間であると思っていたし、そして今では将軍として認めている。

　それで軍議は解散となり、その場に残ったのは双子の王子とそれを補佐する六人だけになった。

「わたしたちも、部屋探しだけでいいの？」

　フラウスが苦笑まじりに、双子の王子に声をかけた。

「大部屋だとフラウスが困るだろ」

　フロイが軽口で応じた。

「それは、どういう意味かしら？」

　フラウスは動じた様子もなく訊たずねかえした。

「フラウスやニース高司祭には、戦死者の鎮魂をお願いします。亡霊騎士やワイトに精神を吸い尽くされて死んだ味方が、不死生物として転生しないために」

　双子の兄にかわって、リーゼンが真顔で言った。

「わかったわ」

　フラウスはうなずいて、ニース高司祭と目配せする。

　承知しましたと、ニースも軽い会釈で返す。

「わたしは、玉座の間に向かおうと思っている。わたしが行っても、あの若者の弔いにはならないだろうがね」

　自じ嘲ちようの笑いを口くち許もとに浮かべながら、ウォートが言った。

「ウォート！」

　ニースがあわてて彼の側そばに寄る。

「玉座に行くのなら、わたしも御一緒いたします。魔神王がいないとはかぎりませんし、あそこで行われた悲劇を、もう一度、心に刻みつけるためにも」

「だったら、全員で行けばいいんじゃないでしょうか？」

　リーゼンが遠慮がちに提案した。

　彼らは暗黙の了解で、魔神王ともう一度、戦うのは自分たちだと決めている。

　城内に魔神の姿が見えなくても、魔神王ひとりが残っている可能性が否定できない以上、彼らが一緒に行動しているほうが、無難であるはずだった。

「不死生物どもは、騎士団に任せて、玉座の間にまっすぐ向かいましょう。この場にいる全員が、あいつの最期を見届けたのですから」

　リーゼンの提案に対して、誰からも異論はでなかった。
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　戦いがはじまったのは、それから数刻後のことである。

　宣言通り、まず荒野の賢者が、全軍の見守るなか、グレインホールド城の城門を、〈分解消去〉の呪じゆ文もんで、文字通り消滅させた。

　それを合図に騎士たちが、突撃してゆく。

　スカードの騎士、兵士のプアウゾンビーが城壁の上から弓を射かけてくるなかを、全力で馬を走らせる。

　そして城内に突入し、待ち構えていた亡霊たちとの戦闘に入る。

　城内のあらゆるところで、モス連合騎士団の騎士とスカード騎士のプアウゾンビーとの戦いは繰り広げられた。

　屍人たちは恐怖を知らず、また亡霊騎士のように特殊な攻撃を仕掛けてくる者もいて、数においては優勢だったモス連合騎士団だったが、予想外に被害は出た。

　だが、魔神の姿がない以上、戦いの勝敗は明らかだった。

　勇者隊が城内に突入した頃には、戦いの趨すう勢せいは決していたのである。




　怒号と剣けん戟げきの音が響くなかを、赤髪の傭兵ベルドと白き騎士ファーンを先頭に、先刻の軍議のあと申し合わせた通り、勇者隊を指揮する八人は玉座の間を目指していた。

　あの広間で、ナシェルは魔神解放の最後の真相を暴き、そして魔神王が手にした漆黒の剣に貫かれ、帰らぬ人となったのだ。

「今考えてみても、あのときのナシェルの決断は、わたしにはわからないよ」

　ウォートは自分の隣を寄り添うように歩いている大地母神の高司祭に声をかけた。

「わたしは、あの若者に見限られたのだという気がしてならないよ。わたしたちの浅薄な野心を見透かされて、それを嘲あざ笑わらわれたのだと……」

「ナシェルはそんな若者ではありません。彼はただ魔神を滅ほろぼすために、自分が為し得る最良の行動を選択し、それを実行に移しただけだと思います。そしてブルーク王やリィーナ王女の姿をしたものの正体を確かめようとした。彼はそのすべてを果たして、風竜とともに天空の彼方かなたへ消えました。竜族にまつわる転生の伝承が本当なら、そう遠くない将来、帰ってくるはずです」

「そう思えば、気休めにはなるかな……」

　ウォートはまたも自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。

　その表情を見て、まるで最初に出会った頃のようだと、ニースは哀しく思った。

　彼は心を閉ざしてしまい、そこには自分のことはもはや欠片かけらもないのかもしれない。

　魔神王との戦いのとき、ニースは勇気を振り絞って彼に想いを告白し、ターバに来てほしいと願った。

　彼の知識は宮廷魔術師として王国に仕えずとも、人々の幸せのために役に立つのである。あの若者もそれを望んでくれていた。

　しかし、ウォートは自分自身を罰せずにはいられなかったのだ。

　彼は魔術の恐ろしさを見せつけるかのように、衆目のなかでアラニアの魔術師ギルドでは禁断とされている〈分解消去〉の呪文を使ってみせた。

　城門が消滅したとき、モス連合騎士団の騎士たちが洩もらしたのは歓声ではなく、呻うめき声だった。

　騎士たちにとって、城は難攻不落の要よう塞さいであるだけでなく、権力の象徴である。精神的なよりどころといってもいい。

　ウォートは魔術の前には城など無力だということを、あえて騎士たちに示してみせたのだ。

　これから先、モスの諸王国が宮廷魔術師を招き、人知を超えた魔術に手を出させぬための警告として──

　荒野の賢者の魔術は、魔神と同じように恐怖の対象として人々の記憶に残るだろう。そしてウォートはまさにそれを望んでいるのだ。

「魔神の臭いがするな……」

　玉座の間に近づいたとき、ベルドが狼のように鼻をひくつかせながら、つぶやくように言った。

「まさか、魔神王が！」

　フラウスがさすがに顔色を変える。

「だったら、手間がはぶけるんだがな」

　ベルドは不敵な笑みを浮かべる。

「そのときには、わかっているだろうな」

「ええ、承知しているつもりよ」

　フラウスはあわててうなずいた。

　ベルドは自分の手で魔神王の剣を奪い、魔神を倒すつもりでいる。

　命に代えても、とまで言ったのだ。

　彼にとって、魔神王との戦いは意味のある最後の戦いということになる。その後の戦いは無意味だからと、フラウスは昨夜、託されている。

　そして彼らは玉座の間の扉の前に着いた。

「開けるぞ」

　ドワーフ王フレーベが短く言って、両開きの扉を押し開いた。

　広間の中央には赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、奥に安置された玉座まで延びていた。

　そしてその玉座には、一人の男が座っていた。その両側には若い男女が立っている。

「ブルーク王、それにナシェルとリィーナ王女か」

　フレーベは、目を見開いた。

　彼ら三人が、すでにこの世の人ではないことは、この場にいる誰もが知っている。

「魔神の入れ替わりだというの？」

　フラウスが鎚鉾メイスを握りしめながら、自問するようにつぶやいた。

「違うと思うね。残念ながら」

　答えたのは、ウォートだった。

「おそらく、幻覚だよ。だが、それを操っている魔神が一体、玉座の影に潜んでいる」

「片づけてきていいか？」

　ベルドが鷹おう揚ように訊たずねる。

「後にしてくれないか？　わたしが期待していた魔神王の置き土産なのだから。せめて中身を開くまで、待ってもらいたいな」

「あまり長くは我慢できんぞ」

「わしもな」

　ベルドの言葉に、フレーベが相あい槌づちを打った。

　その瞬間──

「ようこそ、スカードへ」

　ブルーク王の声が響いた。

「間違いない、あの男の声だ」

　ベルドはつぶやくと、ゆっくりと玉座に向かって歩く。

　あわててフラウスがその隣に並ぶ。

　残る六人は二人の後に続いた。

「貴卿らも知るとおり、愚かなこのわしは、娘のリィーナを生いけ贄にえとして、魔神王とその軍団を解放した──」

　そのあいだにも、スカード王ブルークの幻影は話をつづける。

「魔神王は、生贄と血の繫つながりを持つ者の支配を受ける。そして魔神王はすべての魔神の絶対的な支配者なのだ──」

　虚うつろな声だと、フラウスは思った。幻覚と思うから、なおさらかもしれないが……

「だが、リィーナは、わしの本当の娘ではなかったのだ。妾しよう妃ひナターシャの不義の子であったのだ。愚かなわしは、十年以上もそのことに気がつかなかった──」

「もしも、そのことを知っていたなら、わたしは愛するナシェル兄様と一緒になれたのです──」

　ブルークの言葉を受け継いで、今度はリィーナ王女が話しはじめた。

　美しい黒髪の王女で、〝月の姫〟と呼ばれ、スカードの領民から愛されていた。

「どうせ兄様と一緒になれないならと、わたしは生いけ贄にえになることを承知したのです。そして我が身を魔神王に捧ささげました──」

「いつまで続けさせればいい？」

　リィーナ王女の言葉を聞きながら、ベルドがウォートに訊ねた。

　魔神王は、スカードの王家をこれ以上ないほどに侮辱しているのだ。彼らの愚かさゆえに、自分は解放されたのだと、哄こう笑しようしているのである。

「魔神王の伝言を聞くまでは堪こらえてくれないか？」

　ウォートの声にも、怒りがうかがえた。

　スカード王家の人々の懺ざん悔げにも似た告白はそれからしばらく続いた。

　彼らが最近になってようやく知りえた魔神解放の真相である。

「無能で非力なわたしには、魔神を滅ぼすとの誓いを果たすことができませんでした──」

　そして、ついにナシェルの幻影が話しはじめた。

「かくなるうえは、あなたがたに我が誓いを託すしかありません。魔神王は魔神の迷宮の最深部で、あなたがたが来るのを待っております。そこまで、辿たどり着ければですが──」

「ベルド！」

　ナシェルの声が途切れた瞬間、ウォートが叫び声をあげた。

　その声よりも早く、ベルドは疾風のごとく動いていた。




　数瞬の後、玉座の背後で幻覚を操っていた魔神は、赤髪の傭よう兵へいの剣で切り刻まれ、動きを止めた。

　同時に、唾だ棄きすべき幻影も消え去った。

「魔神王め！　人間を馬鹿にして!!」

　フラウスが怒りの叫びをあげる。

「魔神王の迷宮か……」

　ウォートはひとりごとのようにつぶやきながら、その場にいる全員の顔を見回した。

「どのような場所なのです？」

　ファーンが静かな声で訊ねる。

　しかし、彼も冷静なのではなく、無理をして装っていないと、騎士にあるまじき言動に走ってしまいそうなほどの怒りを覚えていた。

「魔法の罠わなと守ガーデ衛イアンの魔法生物に満ちた素晴らしい場所だよ。安全に進むには、正しい道をゆくしかないのだが、その道順を記した書物は、ブルークが持ち去り、今は手て許もとにない」

「魔神王と対決するためには、いろいろと苦労させられそうだね」

　冗談めかして、フロイが言った。

「それより、魔神の軍団はどこにいったのだろう。だいぶ数は減らしたけど、百や千は、まだ活動しているはずだけど？」

　リーゼンが誰に向かってではなく、質問を投げかける。

「魔神王の迷宮に潜んでいるものか。あるいは……」

「魔神王の迷宮への途中にある石の王国にたてこもっておるものか」

　リーゼンに答えようとしたウォートの言葉を、フレーベが受け取った。

「石の王国、魔神王の迷宮……」

　フラウスが言葉を繰り返す。

「魔神との決戦は、これからということね」

「そういうことだ……」

　フラウスの言葉に、ウォートは大きくうなずいてみせる。

「石の王国の大隧ずい道どうも、魔神王の迷宮も、ともに地の底で闇に包まれている。魔神に利があり、わたしたち人間には面倒なところだよ」

「石の王国の道案内は、わしがさせてもらおう」

　フレーベが申し出た。

「それでは魔神王の迷宮は、記憶のかぎり、わたしが誘導するとしよう」

　ウォートがふたたびうなずく。

「数に頼っても、魔神王に勝てるものではない。我々だけで十分……」

　だが、その言葉が終わるよりも先に、

「わたしも、御一緒させていただこう」

　そんな声とともに、ひとつの影が姿を現した。

　仮面の魔法戦士〝ロードスを憂う者〟であった。

「ようやく現れたか……」

　吐き捨てるようにベルドが言った。

「それで調べはついたのか？」

「真実の鏡で、遥はるか古代カスト王国ウールの時代まで遡さかのぼり、ようやくに」

　ベルドの問いに、仮面の魔法戦士は静かに答えた。

「はたして魔神王の剣は、魔神王を滅ぼすために鍛えられた物であった。あの漆黒の剣で斬りつければ、魔神王の魂を切り裂くこともできよう」

　魔法戦士の答を聞いて、ベルドはその顔に不敵な笑みを浮かべた。

「剣で斬ることができる相手ならな……」

　ベルドはフラウスの肩に手を置きながら、満足そうにうなずいた。

「戦いにはなるということだ」

「ええ、そのとおりよ」

　フラウスは微笑みながらうなずいた。

　ベルドにとって、それは自分のために剣を振るう最後の戦いなのだ。







　第Ⅱ章　大隧道を抜けて
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　ヴェノン王国領スカードは解放された。

　しかしそれはあくまで土地の解放でしかなかった。住人たちは皆殺しにされ、不死アン生物デツドと化していたからである。

　モス公国の連合騎士団は、不死生物となった住人たちを、その家屋ともども炎をもって浄化していった。

　これにより、魔神デーモンが支配する拠点は、残りふたつとなった。

　ひとつは大地の妖よう精せい族ドワーフの大隧ずい道どう。そしてもうひとつは、地下深くにある古代王国の遺跡、〝魔神王の迷宮〟である。

「……大隧道で戦力を消耗するのは得策ではない。大軍をもって大隧道の本道を突破し、魔神王のいる迷宮を目指すべきだ」

〝荒野の賢者〟の名で知られる魔術師ウォートが静かではあるが、よく響く声で提案した。

　スカードのかつての王城であったグレインホールドの玉座の間である。

　広間に集まっているのは、モス公王マイセンと連合騎士団の将軍や騎士隊長、そして勇者隊の代表者。

　今後の魔神との戦いの方針を決める軍議が開かれているのだ。

「大隧道に魔神が潜んでいるのは、周知の事実。賢者殿はその魔神を捨て置くと申されるのか？」

〝竜ドラのゴンス鱗ケイル〟ヴェノンの第三王子にして、スカード伯の称号を持つ、連合騎士団の三将軍の一人アロンドが、怒りを抑えた声でウォートに反論した。

「魔神王さえ倒せれば、残る魔神はロードスにとって脅威ではないと思うがね……」

「ロードスにとって脅威ではなくても、モスにとっては十分な脅威だ。危険にさらされるのは、モスの領民なのですぞ！」

「モスの領民ではなく、ヴェノンの領民なのではないかな？」

　アロンドの言葉に、やはり連合騎士団の将軍職にある〝竜ドラのゴン炎ブレス〟ハーケーンの第二王子バーランが苦笑で返す。

「今は、モスはひとつにまとまっております。ヴェノン王国の領民は、モス公国の領民ではありませんか？」

　アロンドはバーランを振り返ると憤然と答えた。

「正論ではありますね」

　連合騎士団のもう一人の将軍、〝竜ドラのゴン目アイ〟ハイランドの皇太子であるジェスターが、バーランに囁ささやいた。

「確かにな……」

　バーランはおもしろくなさそうに鼻を鳴らした。

「大隧道はまたロードス全土に地下道を延ばしていると聞いております。それらをすべて塞ふさぎ、魔神どもがロードス全土に散るのを抑えることも、我が国の信義かと存ずる」

「そのためには、大隧道に無数にある支道のすべてをしらみつぶしにしなければならない。そしてそこには魔神とその眷けん属ぞくが潜んでいるのだよ。いたずらに犠牲を増やすだけだと思うがね」

　ウォートは言ったが、それはすでに意見というよりただの感想といった口調だった。

　アロンドの意見は、現実的ではないが大義名分があり、反論するのは難しいと理解しているからである。また強硬に反論するほどの熱意もない。

　意見こそ述べたものの、それが採用されようが却下されようが、ウォートにはもはや何の関心もない。

　自らが犯した罪の償いとして、魔デー神モン王ロードを葬り去ることだけが、彼の目的である。そしてその戦いに、モス連合騎士団の戦力などあてにはしていない。

　スカード伯アロンドは、彼の自領から、魔神を一体残らず駆逐したいのだ。そして、新しい領民を移住させる。

　領主としては、当然の考えであろう。

　石の王国が魔神に滅ぼされ、特産品であったエール酒の製法も失われ、スカードがかつての繁栄を取り戻すことは難しい。

　だが、ヴェノン本国への納税の義務はなくなるから、穀倉地としての価値は十分にある。ヴェノン、マスケト、スカードと三つの都市を領することになったヴェノンは、リュッセンを併合したハーケーンと並んで、モス地方で最大の王国となった。

　ハイランドはモスの盟主の地位にはあるものの、魔神との戦いで消耗も激しく、領土が増えたわけでもない。

　戦いが終わり、マイセン王が崩御ということになれば、モスの連合は解消され、以前のとおりの戦乱の時代となるかもしれない。

　この軍議は、すでに戦後を睨にらんだ政治の場でもあるのだ。

　しかし、政治に対する関心も、もはやウォートのなかにはない。彼が心に描いていたロードス統一王国の夢は、ナシェルという若者が去ったときに消滅してしまっている。

　荒野の賢者は、自じ嘲ちようの笑みを浮かべながら、勇者隊の列の一番後ろにまで下がった。

（まだ魔神王を倒せると決まったものではないのに……）

　そんなウォートを横目で見ながら、至高神ファリスに仕える神官戦士のフラウスは、心のなかでつぶやいた。

「魔神王が倒せないときは、モスが滅ぶときですから、彼らには議論する意味さえないのでしょう……」

　フラウスの隣に立っていた大地母神マーファの高司祭ニースが小声で囁きかけてきた。

「わたしの心を読んだの？」

　フラウスが眉まゆをひそめながら訊たずねる。

「はっきりと顔に出ておりましたもの……」

　ニースは悪びれた様子もなく答えた。

「わたしには、ウォートの意見が正しいと思えるけど、あなたはどう思って？」

　フラウスはウォートが簡単に引き下がったのも不満なのだ。以前の彼ならヴェノンの王子の主張ぐらい、容易たやすく論破してみせただろう。

「わたくしは聖職者ですから……」

　政治のことは分かりませんと、ニースは遠慮がちに答えた。

　大地母神マーファの教団は、人間を平等だと説く。

　だから、国王や騎士、貴族といった支配者階級の存在に対しては本来、否定的である。その体制を打倒する意志こそないが、領主が圧政を行った場合には、住人たちの抵抗を助けることもある。

　自衛のための戦いは、マーファの教えにとって自然であるからだ。

（よくも言えるわ……）

〝大地母神の愛まな娘むすめ〟とまで讃たたえられるニースは、近い将来、マーファ教団の最高司祭になる女性なのだ。

　政治的な判断ができないはずがない。

　しかし、彼女はマーファ教団に忠実であることを自らに課しており、政治的なことに関わるつもりはないのだろう。

　そんなニースの生き方を否定するつもりはない。聖職者としては、そのほうが当然の生き方だからだ。

　しかしフラウスは今、教団でもなく教義でもなく、ファリス神から下された神託にのみ従って、行動している

　闇に閉ざされた英雄を、光のもとに導きだすこと──

　その英雄とは、魔神王を滅ぼす者に他ならない。そしてその名声をもって、このロードスを統一する。

　魔神が滅びたあと、ロードスの各地で紛争が起こるのは確実である。

　魔神の出現によって、諸王国は様々な矛盾や軋あつ轢れきを抱え込んでしまっているからだ。魔神という圧迫がなくなれば、それらが一斉に噴出することになる。

（魔神王を倒し、ロードスの混乱を鎮しずめられるのは、ベルドしかいない……）

　フラウスはそう確信している。

　そして、ベルドも彼女に従うことを約束してくれた。もはや、彼は無目的に剣を振るうだけの男ではない。光のもとへと、歩みだそうとしているのだ。




　軍議はその後もスカード伯アロンドを中心にして進み、彼の意見が概おおむね採択された。

　モス連合騎士団の半数をもって、大隧道に潜む魔神の軍団を掃討すると決したのである。

　ただ、アロンドが希望した勇者隊全軍の参加は、フロイとリーゼンの二人の強硬な反対によって見送られ、有志のみの参加となった。

　ただ志願者には、特別の褒賞が与えられ、また討ち取った魔神の首に対しての賞金も約束された。

　そのため、勇者隊のなかからも大勢の志願者が名乗りをあげたのである。
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　大隧道への進軍は明朝と決まり、軍議は終了した。人々は解散し、それぞれの隊へと戻っていった。

　そして戦の準備が各所ではじめられたのである。

「……珍しく沈んだ顔をしているのね」

　グレインホールド城の中庭を、赤髪の傭よう兵へいベルドとともに歩いていたフラウスは、中庭の隅で声を潜めて話し合うハイランドの双子の王子を見つけ、声をかけた。

「フラウスは、いつもどおりだね」

　フロイが皮肉っぽく返してきた。

　聖職者ということもあり、大半の人間がフラウスには敬語を使うのだが、この双子の王子は気安い口調で話しかけてくる。

「何か悩み事でもあって？」

「勇者隊の戦士たちが大勢、大隧道の掃除に参加することが気に入らないんだよ」

　フラウスの問いに、リーゼンが苦笑を浮かべながら答えた。

「お金が目当てでってこと？」

「理由なんかは、どうでもいいさ。ただ、アロンド王子やバーラン王子は、勇者隊を危険だと思いはじめている。そして父上も兄上も、それに反対しない……」

　フロイは憮ぶ然ぜんとした顔でつぶやく。

「勇者隊の戦力は、モス連合騎士団に匹敵していて、しかもその役割を終えようとしているだろ」

　勇者隊の戦士たちは、魔神と戦うためにロードス各地から集まってきた義勇兵である。魔神との戦いが終われば、解散するのが自然なのだ。

　しかし役割が終わったからといって、全員が元の暮らしに戻れるわけではない。彼らが徒党を組むようなことでもあれば、モスの諸王国にとっては大変な脅威となる。

「スカード伯が大隧道の掃討戦に彼らを参加させようとしたのは、その戦力を削そぎたかったからだと思っているのね？」

　フラウスが問うと、フロイは拗すねたような顔でうなずいた。

「僕たちだって、立場が違えばきっとそう考えたはずだからね」

　リーゼンが兄の言葉を補うように言った。

「だから、軍議のときに、あれほど強硬に反対したのね……」

　フラウスはうなずくと、横目でベルドをうかがう。

「でも、彼らの思いを、勇者隊の戦士たちは理解してくれなかったということかしら？」

「金のために戦う人間は、オレばかりではないということさ」

　ベルドは無関心そうに答えた。

「くだらん理由で戦をはじめる人間より、よほどまともだと思うしな」

「それは、そうかもしれないけど……」

　ベルドから期待した答が返ってこなかったので、フラウスはわずかに不満そうな表情を覗のぞかせた。

「こいつらは、勇者隊を解散させたほうがいいと思いはじめているのさ。魔神王の迷宮に挑むのも、志願者だけで十分だろうしな」

「そうなの？」

　ベルドの言葉に驚きつつ、フラウスは双子の王子を振り返った。

　二人は顔を見合わせてから、ゆっくりとうなずく。

「勇者隊の戦士たちも、そろそろ戦後のことを考えはじめている。僕たちとしては、報酬を受け取って、故郷に帰ってほしいのだけどね。戦が身に付いてしまった人間は、なかなかそこから抜けだせないから……」

「戦場に立つ覚悟ができた人間にとって、傭兵というのは魅力的な商売ってことだ」

　フロイの言葉に、ベルドが相あい槌づちを打つ。

「人間というのは、本当に罪深い生き物ね……」

　フラウスは深く、ため息をついた。

　彼女とて魔神戦争の後に争乱が起こることを心から歓迎しているわけではないのだ。

　ただ、それが避けられないと分かっているだけである。

　だからこそ、その争乱を鎮めるための英雄が必要となる。

（ベルドが起たてば、勇者隊の戦士たちも間違いなく集うはず……）

　魔神王を倒しもしていないのに、政治的な綱引きをはじめるモス公国の諸王国には、フラウスは完全に失望していた。

　祖国となる神聖王国ヴァリスを含めて、ロードスにあるすべての王国は、存在する価値などないとさえ思う。

「それで、フラウスたちはどうするのさ？　大隧道の掃討戦に参加するなら、褒賞を用意しておかないといけないんだけど……」

　フロイがなげやりに訊たずねた。

「わたしたちは……」

　参加する意志はないとフラウスは答えようとしたのだが、ベルドはそれを手で制した。

　そして彼は、

「勇者隊からは、どういった人間が参加するんだ？」

　と、双子に訊ねた。

「傭兵あがりの人間や遺跡荒らしの冒険者たちがほとんどだよ。部隊の大きさなら聖者様の御一行だね。それから、鉄の王フレーベと北のドワーフ族から派遣されてきた戦士たち。彼らが参加するのは、さすがに止めるつもりはないけどね。ファーン卿きようもフレーベ王に協力すると、言っている」

「フレーベ王やドワーフたちにとっては、自分の国を取り戻すための戦いですものね。ファーン卿は信義を重んじる聖騎士だし……」

「でも、石の王国は、もう滅んでしまったんだよ。フレーベ王も大隧道は廃はい墟きよにすると言っていた」

「フレーベ王にとっては、辛い選択だったでしょうね……」

　フラウスは言って、ベルドに目で問いかける。スカード伯の思惑に乗るのは腹立たしいが、フレーベ王の無念を晴らす手伝いはしたいと思ったのだ。

「魔神を倒せば、金も稼ぐことができる。遠慮する必要はないさ」

「そうね……」

　フラウスはため息まじりにうなずくと、自分たちも参加すると双子に申し出た。

「二人に戻ってもらわないと、魔神王と戦える人間が減るんだからね。絶対に、油断はしないでよ」

　フロイが不機嫌に言った。

「フレーベ王やファーン卿と一緒に行動してください。そのほうが、僕たちには安心ですから」

　リーゼンが兄に続いて言う。

　そしてうなずきあうと、双子は城の裏庭の方へと歩き去った。他人に聞かれたくない話が、まだあるのだろう。

「さすがの彼らも参っているようね……」

　二人の後ろ姿を見送りながら、フラウスがつぶやいた。

「あいつらも、勇者隊と同じ立場だからな。その存在は無視することはできず、しかも役割を終えようとしている……」

　王位継承権を持ち、百の勇者としての名声も高い。そして今は、勇者隊の将軍職の地位にある。

　そういう人間が存在しているということは、モス公国にとっても、ハイランド王国にとっても危険なのだ。

「でも、彼らの明るさは天性のものだわ。今は勇者隊を率いる重責で苦しんでいるけど、役目を終えたら、さっさとこの地方から出てゆくわよ。そして時代が、彼らを必要とするときがくるかもしれないし……」

　モス公国やハイランド王国がなくなれば、彼らは自由になれるのである。

　そして戦士としても為政者としても、彼ら双子の王子には非凡な資質がある。

「あいつらは無責任であることも、生き方のひとつだということを知っているからな」

「無責任って、誉め言葉だったの？」

　ベルドの言葉に、フラウスが呆あきれたという顔をする。

「オレにとっては、な」

　そしてベルドは、ドワーフ王のところへ行くぞ、とフラウスに声をかけた。

「ドワーフ王にも、白き騎士にも、無責任であることの価値を教えてやりたいものだ」

　ベルドは真顔で言うと、城に向かって歩きはじめた。

　フラウスは黙って彼に従ったが、内心では不満で一杯だった。ベルドこそ、責任という言葉の価値をもっと考えてほしいと思う。

　これからは、自身のためではなく、ロードスのために、戦わないといけないのだから。




　　　　３




　同じ頃、〝聖者〟の名で呼ばれる男が、グレインホールド城の一室で、スカード伯アロンドと二人だけの密談を行っていた。

「……この戦が終わったあと、ヴェノン王はわたしを国賓として迎えてくださるというのですな？」

「父上は聖者殿の奇跡にいたく感心しておられます。聖者殿がいなければ、魔神との戦いで勝利は覚束なかったでしょう」

　聖者の言葉に、スカード伯アロンドは微笑みながら答えた。しかし、心のなかでは唾だ棄きしたいような気分を味わっていた。

　目の前にいる男に、本能的な嫌悪感を覚えているのである。

　そしてそんな男を政治的な道具として使おうとする父も不快に思う。

　連合騎士団の将軍となって、アロンドはそれまでの自分が、いかに卑小だったかを思い知った。

　ヴェノン王国の第三王子という立場に生まれ、治めるべき領地は、自分の手で切り取らねばならなかった。

　それでアロンドは、従属国スカードを狙った。責任はないと思っているが、その結果として、魔神がロードスに解放されたわけである。

　モスが連合し、魔神の軍団と戦うなかで、アロンドは自分がより大きな舞台に立っていることを実感していた。

　そして先日まで、魔神との戦いの後には無限の可能性が広がっているようにも思えた。魔神と戦うために集結した軍団をもって、ロードスを征服するという……

　スカードのような小さな街ではなく、もっと大きな街の領主にもなれたのである。武勲しだいでは、一国の王になることさえ夢ではなかった。

　だが、仮面の魔法戦士の告発で、その可能性は消え失うせた。

　アロンドはふたたび、スカードという小さな領地に固執するしかなくなったのである。

　先刻の軍議でも、子供じみた理屈をこねて、自領とヴェノン王国の利益を守らねばならなかった。

　昔なら、自分のそういう役割に疑問を抱くことはなかっただろう。だが、連合騎士団の将軍という地位にある今では、まるで道化にでもなったような気分だった。

　そしてヴェノン王である父から密使が来て、魔神との戦いの後、〝聖者〟をヴェノンに迎えるようにとの命令を与えられた。

　父の意図はあきらかである。聖者の言葉は、恐るべき武器となるのだ。

　彼が告発すれば、誰であれ、たとえ一国の王であろうと、魔神の入れ替わりだと糾弾できる。そして真偽を証明するには、その人間を殺すしかないのである。

　聖者の言葉は、一滴の血を流すこともなく、他国を混乱させ、弱体化させることができるのだ。

　そうそう使える手段ではないが、手駒は多いにこしたことはない。そして他国にその手駒を使われる心配もない。

　アロンドの申し出に、聖者は文字通り飛びついてきた。

　父が彼に示した条件は破格だった。マスケトの郊外に荘園を与え、彼の誇りを満足させるような数々の特権も与えた。

　その申し出を受けたということは、彼の本性がただの俗物でしかないことを示しているのだが、本人はまったく自覚していない様子だった。聖者である自分には、相応の待遇だとでも思っているのだろうか。

　その自我が更に肥大していったらと思うと、アロンドは寒気すら覚える。

　それゆえ、

「──大隧道の掃討戦に、聖者殿の隊も参加していただきたい」

　という条件をアロンドは要求した。

　独断で付け加えた条件である。

　勇者隊のなかにあって、聖者の隊は最大の戦力を擁している。

　魔神の入れ替わりを見破る彼の奇跡の力に心酔して、あるいは打算から集まった戦士たちで、その数はゆうに百人を超えている。

（聖者殿には大隧道で倒れてくれたほうが、後々のためかもしれない）

　アロンドは、そうも思う。

　口では聖者に対する賛辞を並べながら、アロンドは心のなかで冷徹な計算を働かせていた。

（この俗物は、条件しだいで他国に寝返る危険がある）

　聖者と話しているあいだに、その疑惑はほとんど確信にまでなっている。

（大隧道で聖者を死なせたとあれば、父からは叱しつ責せきを受けようがな……）

　しかしそのほうが、ヴェノンのためだと思う。

　自分に残された領地は、ヴェノン領スカードでしかないのだから。それを守るためならあらゆる手段を尽くすつもりだった。

　たとえ卑小な人間だと思われようとも……
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　夜が明けて、モス連合騎士団と勇者隊は、大隧道への進軍を開始した。

　大隧道の掃討戦に参加しない部隊は、食糧や補給物資を輸送して本道を抜け、魔神王の迷宮を攻略するための拠点を設営する。掃討戦に参加する部隊は、五人から十人ほどの隊に分かれて、支道へと踏み入ってゆく。

　北のドワーフ族から派遣されてきた五人の戦士を従えたフレーベに同行して、フラウスはベルドとファーンのあいだに立ち、迷路のように入り組んだ石の王国を歩いている。

　魔神王の迷宮から解放された魔神たちは、まっさきにこの石の王国に襲いかかり、必死に抵抗するドワーフたちを皆殺しにしていったのだ。

　だが、鉄の王フレーベだけは生き残った。

　大隧道の外で上グレ位ータ魔ーデ神ーモンと戦っているところを、当時、スカードの皇太子だったナシェルに救われたのだ。

　そしてナシェルはスカードと石の王国のあいだで結ばれていた〝エールの誓い〟という盟約に基づいて、フレーベ王に最後まで魔神に対して共闘することを約束させたのである。

　その若者は、もはやいない。空色の鱗うろこの竜とともに、天空の彼方かなたへと去っている。そのときにも若者は、鉄の王に生きつづけることを願った。

　その言葉が今のフレーベに重くのしかかっていることは、側そばにいるだけで感じられた。民を失った王が一人で生きるということは、死ぬより辛つらいはずだ。だが、信義を重んじる大地の妖よう精せいにとって、若者が残した最後の言葉を裏切ることもできない。

　鉄の王フレーベは、深い苦しみの狭はざ間まにある。そしてその苦しみを癒すことは、誰にもできないのだ。

（彼の苦しみが和らぐのは、魔神をその手で屠ほふるときだけ……）

　フラウスは、心のなかでつぶやいた。

　だが、その魔神との戦いも、終わりのときが近づいている。

（魔神との戦いに勝利しても、彼を待っているのは永遠の苦しみでしかない……）

　それでも、彼には生きてほしいと、フラウスも願っている。

　失われたドワーフの民は、もう帰ってこない。だが、アラニアの地には、北のドワーフ族である鉄の王国があり、また人間たちに交じって暮らしているドワーフも大勢いる。

　ドワーフ族最強の戦士である彼の力は、この大地の妖精族にとって絶対に必要なのだ。このロードスが〝呪われた島〟と呼ばれているからには……

「嫌な臭いが、近づいてきやがる」

　そのとき、フラウスの左隣にいる赤髪の戦士が顔をしかめながら言った。彼の嗅きゆう覚かくは獣のように鋭敏なのだ。

　フラウスも鼻をきかせてみて、かすかな異臭を感じとった。

　腐臭のように思えた。

「屍人ゾンビーの臭いでしょうね……」

　フラウスは嫌悪感をあらわにしながらつぶやいた。

「下級の不死アン生物デツドなど倒しても、賞金がでるわけではないのだがな」

「ならば、貴公は下がって見物していればいい……」

　ファーンがベルドを振り返って言った。

「ああ、そうさせてもらう」

　ファーンは皮肉で言ったつもりだろうが、ベルドはあっさりとうなずいた。

「不死生物は邪悪で不浄な怪物です。偉大なるファリスはその存在を許しません」

　フラウスも不満そうに言ったが、ベルドにとって下級の不死生物との戦いなど、退屈でしかないことは分かっている。

[image: ]

「戦うのはいいが、臭いをもらってくるなよ」

　ベルドは冗談めかして言うと、その場にどっかりと腰を下ろした。

　その場に止まって待っていると、腐臭は次第に強くなってきて、やがて何かをひきずるような音も聞こえてきた。

　そして思ったとおりの怪物が姿を現した。

　負の生命力によって蠢うごめく腐敗した死体である。

　しかし、その死体は、人間のそれではなかった。大地の妖精族ドワーフの骸むくろだったのである。

　それに気づいた瞬間、フレーベをのぞいた五人のドワーフ戦士が、口々に怒りの叫びをあげた。フレーベだけはそれを覚悟していたように、わずかに眉まゆを動かしただけで無言のまま戦バトル斧アツクスを構えた。

　狭い場所で戦うことになるので、彼は今回、長大な矛ハル槍バードは用意していない。鎧よろいも真銀ミスリルの塊のような甲冑スーツではなく、普通の鎖チエイ鎧ンメイルである。

　だが、それで彼の戦士としての能力が制限されるわけではない。このドワーフ王ならば、たとえ素手で戦っても立ちはだかる敵を粉砕してゆくことだろう。

「この戦いは、彼らに任せたほうがいい……」

　敵の正体を知って、ファーンが静かに剣を鞘さやに収めた。

「ええ、そうね……」

　フラウスもうなずくことしかできなかった。

　おそらくベルドは、このことを予測していたのだ。死霊ネクロ魔術マンシーを得意とする魔神が存在していることは以前、この石の王国に潜入したナシェルから聞いている。

　それも、一体や二体ではないはずだ。

　彼らはグレインホールド城にいたスカードの騎士や領内の全住人を屍人としていたのである。しかも、攻め寄せてきた人間を嘲あざけるかのように、住人たちには、生前とまったく同じ暮らしをさせていた。

　この石の王国で殺されたドワーフたちが、不死生物に変えられていたとしても驚くには値あたいしない。

　だが、それを許すことなどできるはずがない。

　フラウスは魔神に対する怒りと憎しみで、心が破裂しそうだった。このまま魔神王の迷宮まで駆けて、魔神王と戦いたいという衝動さえ覚えた。




　石の王国の支道に入った騎士や勇者隊の戦士たちは、各所に潜んでいる魔神やその眷けん属ぞくと遭遇し、戦った。

　下級の不死アン生物デツドなどは、たいした敵ではない。

　しかし運悪く、下位レツサー魔神デーモンや上グレ位ータ魔ーデ神ーモンと遭遇する者もいた。

　魔神たちは闇に潜み、不意をついて攻撃をしかけてくる。魔神が存在していることに気がつく前に、強力な攻撃魔法を受けて全滅した隊もあった。

　ウォートが危き惧ぐしたとおり、犠牲者は大勢でた。だが、数の差は歴然としている。どこかの隊が苦戦していると、近くにいる隊が駆けつけ、戦いに加わってゆく。

　そうして魔神どもは一体ずつ屠ほふられていったのである──
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　フレーベ王の道案内でフラウスたちは効率よく支道を踏破していった。

　最初の一日だけで、十体を超える数の魔神を倒し、その何倍もの数の不死アン生物デツドを屠った。そして戦いに疲れると大隧道の外へと出て、十分な休息を取る。そして日が変わってから、また別の支道へと入った。

　そんな日々を繰り返して、五日目の出発を迎えたとき──

「今日で、終わらせる」

　と、フレーベが唐突に言った。

「終わらせるって何を？」

　フラウスは疑問に思って、フレーベに訊たずねてみる。

「石の王国の宮殿に踏み込むのだ。魔アー神クデ将ーモンがおるとしたら、おそらくそこよ」

　フレーベは宣言するように答えた。

「宮殿へと通じる道は、昨日までに掃除を終えたからの」

「あなたは最初から、そのつもりだったのね……」

　フレーベの覚悟が伝わってくるようだ、とフラウスは思った。

　宮殿といえば、彼が暮らしていた場所に他ならない。そこに踏み込んでゆくのは、自分の仕事だと思い定めていたのだろう。

　フレーベは昨日までと違い、真銀ミスリルの甲冑スーツに身を固め、巨大な矛ハル槍バードを手にしていた。

「宮殿への道は迷路となっており、容易には辿たどり着けない。だが、そこから石の王国の主要な場所へ兵を差し向けられるのだ」

「まさに、心臓部ということね……」

　フラウスは静かにうなずいた。

　魔神将がこの石の王国を守っているのだとすれば、間違いなくそこを拠点とするだろう。

　今日までのところ、大隧道に踏み入ったモスの騎士や勇者隊の戦士たちで、魔神将を見たという者はいない。石の王国の迷宮に阻まれ、宮殿へと辿り着けていないのだ。

〝聖者〟を頭とする隊が魔神将を倒さんと意気込んでいるという噂が流れているが、それが現実のものになることはない。

　今回ばかりは、赤髪の傭よう兵へいが魔神将の首を手にすることもないだろう。

　大隧道に戻ったフレーベは本道から支道へと入り、複雑な分岐をひとつずつ選びだしていった。

　フラウスには選んだ道はすべて本道の方に向かっているように思えたが、気がついたときには巨大な石柱が規則正しく並ぶ巨大な空洞へと出ていた。

「ここが、石の王国の？」

「そう、宮殿だ……」

　フラウスの言葉に、フレーベが苦渋の表情を見せながら言った。

「部族の守護者たるべき王の住まう場所。だが、その王は務めを果たすことができず、今ではこの様ざまよ……」

　フレーベが言って、鋭い視線を宙に向ける。

　フラウスもそれに倣うと、柱のあいだを漂う何体もの霊体が見えた。

「死スペ霊クター……」

　フラウスはつぶやくと、胸の前で至高神の聖印を切る。

　死霊どもが襲ってくる様子はなかった。あくまで、今のところはだろうが……

　肉体を持たぬ不死アン生物デツドの虚うつろな視線に見守られるなか、フラウスたちはフレーベを先頭に、柱のあいだを進んでゆく。やがてその奥に赤い光が見えた。

「永久とこしえの炉だ……。まだ燃えておったか」

　フレーベがつぶやく。

　代々の鉄の王はこの炉の守り手でもある。それは石の王国の象徴ともいうべきであり、真銀ミスリルはこの炉によってのみ鍛えられるのだ。

　永久の炉のある場所は台座となっており、巨大な金床が据えられている。玉座があるのは、その台座の下だ。

　魔神将は、玉座の前で悠然と立っていた。

　背中に四枚の翼を生やしており、両手には剣を携えている。

「リュッセンを支配していた魔神将と同じね」

　フラウスがベルドに囁ささやきかけた。

「死に際に、あなたに死のラスト呪いワードをかけた……」

　その呪いを受けたベルドは狂バー戦サー士カーのようになり、周囲の者を皆殺しにしようとしたのだ。それを阻止するため、荒野の賢者ウォートが魔法で彼の魂を凍らせた。

　フラウスは至高神に願い、ベルドを魔神の呪いと魔法の束縛から解放している。だが、同じことをもう一度、繰り返せるかどうか自信はない。

「呪いを受けたのは、油断していたからだ。フレーベ王は、用心しているだろうよ」

　魔神将は左右に亡霊アンデツ騎士ドナイトを近衛騎士のように従えており、死霊や南ジヤツク瓜オ頭ランタンどもが頭上を舞っている。

　リュッセンを支配していた同種の魔神将は毒や病気を攻撃の手段として使ってきた。だが、目の前の魔神は、死霊魔術の奥義で迎え撃つつもりなのだろうか。

「不死生物どもは、わたしたちに任せて。あなたがたは魔神将を……」

　フラウスがフレーベに声をかけた。

　だが、その瞬間、足下から塵ちりが舞いあがった。そして、その塵は意志を持っているように、フラウスたちの顔にまとわりついてくる。

　わずかにその塵を吸い込んだフラウスは、鼻や喉のどに焼けつくような痛みを感じた。

（この塵も、不死生物なんだわ……）

　小細工を使って、とフラウスは怒りを覚えた。その怒りで、彼女は精神を高めてゆく。

「至高神の名において、不浄なるものどもよ、去れ！」

　そして〈鎮ターンア魂ンデツド〉の呪文を唱えた。

　塵状の不死生物は一瞬にして消滅し、南瓜頭と死霊どもは怯おびえたように台座の向こうへと逃げてゆく。二体の亡霊騎士は、主人を護るのも忘れ、狂ったように襲いかかってきた。

　五人のドワーフ戦士が、それを迎え撃つ。

　鉄の王は、同族の戦士たちが切り開いた道を抜けて、魔神将と正対した。

「わたしたちが援護します。心おきなく戦って！」

　フラウスはフレーベに向かって叫んだ。

「感謝する！」

　フレーベは答えると、長大な矛槍をまるで棒きれのように軽々と振り回した。

　そして魔神将に斬りかかってゆく。

　不死生物の護衛のいなくなった魔神将は二本の剣を巧みに操って、ドワーフ王に反撃した。

　その攻撃を、フレーベは避けようともしなかった。その代わり、自分の攻撃も確実に命中させる。互いの命を削りあって、どちらが生き残るかを競うような戦い方であった。

　魔神の一撃が当たるごとに、フレーベが着る真銀の甲冑から青白い火花が散る。それには、ドワーフ王自身の血ち飛沫しぶきもまじっていた。

（命を捨てるつもりなの？）

　フラウスは疑いを抱き、フレーベを助けに入ろうとした。だが、ベルドに腕を摑つかまれ、引き留められた。

「あれが、ドワーフ王の戦い方だ。余計な手出しをするな」

　ベルドが不機嫌に言った。

「だけどベルド、魔神将には不死身とも思える生命力があるわ。それをいちばん知っているのは、あなたではなくて？」

「あのドワーフ王も、似たようなものさ。石の王国が滅ぼされたとき、あの鉄の王だけは、生き残った。それは目の前に姿を現した魔神を、すべて葬り去ったからだと聞いている。魔神将の一匹と撃ち合ったぐらいで、くたばるわけがないだろう」

　ベルドは平然と言い放った。

「心配なら、癒しの呪文でも唱えてやれ。必要とは思えんがな……」

「分かったわ……」

　フラウスはベルドの言葉を信じて、フレーベの戦いを見守ることにした。

　そして、そのとき亡霊騎士と戦っていたドワーフ戦士たちが、勝利の雄お叫たけびをあげた。

　フラウスは振り返って、亡霊騎士が倒されたのを確かめる。彼らもまた、北のドワーフ族から選よりすぐられた屈強の戦士なのだ。

　彼らは五人とも無傷ではなかったが、気にした様子さえなく、鉄の王を助けるため魔神将に向かっていった。

　ベルドも、さすがに彼らを止めるつもりはないらしく、深く腕組みをして大地の妖よう精せい族の戦いぶりを見物する。

　ドワーフたちは魔神将を取り囲み、まるで巨木を切り倒さんとするように、それぞれの武器を叩たたきつけてゆく。

　魔神将は剣で防戦しながら、口から猛毒の液体を吐きかけてドワーフたちに反撃する。その毒液を受けて、三人のドワーフ戦士たちが次々と倒れていったが、彼らは戦い方をまったく変えなかった。

　そして渾こん身しんの力をこめたフレーベの一撃が、ついに魔神将の片足を切断する。

　そのあとは、もはや戦いは一方的になった。

　フレーベと北のドワーフ族の二人の戦士は、苦しみもがく魔神将に容赦なく武器を振るいつづける。そして、魔神将が動きを完全に止めたあとも、その五体がバラバラになるまで攻撃の手を緩めなかった。

　石の王国の宮殿に腐臭が漂い、床は魔神の真っ黒な血で染まる。

　魔神将は滅んだのだ。

「死の呪いは唱えなかったようね」

　フラウスは、魔神の骸むくろが不審な動きを見せないか、長い時間、注意を払っていた。だが、その様子がないのを知ると、安あん堵どの息をつく。

　だが、念を入れて、魔神の骸や流れでた血に向かって〈消バニ滅ツシユ〉の奇跡を唱えて、不浄な汚物を完全に消し去った。

「魔神将の首まで消しやがって」

　ベルドが苦笑まじりに言うと、フラウスの尻しりを軽く叩いた。

「魔神将を倒したのはドワーフたちで、彼らは首など欲しがってはいないわ。この宮殿を取り戻したことで、その目的は達せられているのだもの……」

　フラウスは澄ました顔で答える。

「そうとも、わしは帰ってきた……」

　フラウスの言葉を耳にして、鉄の王は静かにうなずいた。そして、魔神の血に濡ぬれた矛槍を高く掲げるように構え、側そばにあった玉座に向き直る。

「廃はい墟きよに玉座は不要！」

　そう叫んだかと思うと、フレーベは長大な矛槍の斧おのの部分を叩きつけた。

　ドワーフ細工の粋を凝らした荘厳な玉座が、爆発でも起こしたのかと思うような大音響とともに砕け散ってゆく。

　鉄の王は、その玉座こそがまるで魔神将の本体だとでもいうように、粉々になるまで矛槍を振り下ろした。

　その破壊音は広大な地下迷宮の隅々にまで響き、掃討戦に参加した騎士や戦士たちの誰もが耳にすることになる。

　それはあたかも、この石の王国があげた慟どう哭こくのようだったと、多くの者が語っている……
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「今日は、これで五つめですぜ！」

〝従者〟である戦士が興奮した声で報告するのを、〝聖者〟は満足して聞いた。

　彼の隊は、魔神の首をすでに五つも挙げているということだ。

　そして自分たちこそが、石の王国のもっとも深くまで入りこんでいるという自負もある。

　この戦果は、ヴェノン王への十分な手土産になろう。

　魔神との戦いが終わったあと、しばらくのあいだはヴェノンの賓客になることを、聖者は承知している。

　しかし彼は〝ロードスの意志〟によって選ばれた人間である。魔神を滅ぼしたからといって、与えられた役割が終わったとは思っていない。

　彼は〝ロードスの守護者〟として、この島の全住人を導く使命があるはずだった。

　鏡像ドツペル魔神ゲンガーの正体を見抜くという能力など、彼に秘められた奇跡の片へん鱗りんでしかない。

（わたしには、隠された力がまだまだある。必要となったときに、その力は発揮されるのだ）

　鏡像魔神を見破る能力を発揮するまで、彼は人々に蔑さげすまれるだけの存在だった。

　それは、弱き人の心を知るための試練だったのだと今なら分かる。

（わたしの求愛を拒んだあの娘も、ロードスの意志が遣わしたのだろう）

　彼女だけは、鏡像魔神の入れ替わりではなかったのではないかと思いはじめている。

　なぜなら死んでも、その姿を変異させなかったから──

　彼女のことは、蔑まれた過去の自分の記憶と同様、次第に薄れはじめてきている。

　今の自分こそが、真の姿であるはずだ。

「それにしても、この辺りは、ずいぶん道が分かれていますね……」

　従者のなかでももっとも腕が立ち、しかも聖者である彼のことを神のごとく崇拝しているハサラという戦士が声をかけてきた。

「それこそ、ここが石の王国の最深部であることの証あかしでしょう。皆も心してください。魔神将が潜んでいるやもしれません」

　魔神王は四体の魔神将を従えていたらしいが、そのうちの三体までは赤髪の傭よう兵へいと呼ばれる戦士が倒してきた。

　しかし、それはたまたま聖者である彼の隊が、魔神将と出会わなかったからだと思っている。

　彼もまた、石の王国が慟哭するような物音は聞いていたが、それが魔神将を倒したあとに、ドワーフ王が自らの玉座を破壊しているのだとは考えもしなかった。

（わたしに従う者たちが、いかに優れた戦士であるかは、今日こそ明らかになるでしょう……）

　聖者は心のなかでつぶやいた。

　そのときである。

「魔神だ！」

　との声を、誰かがあげた。

「分かれ道に逃げこんでゆくぞ！」

「七人連れて追いかけなさい……」

　聖者は側近の一人に命じた。

「承知しやした」

　命じられた側近は勢いよく答え、近くにいた戦士たちの肩を叩たたいて七人を選び、魔神が姿を消した支道へと駆け込んでいった。

　そして、その直後──

「こちらにもいるぞ！」

「あちらにもだ！」

　と、二つの叫び声が相次いで起こった。

　そして魔神はやはり、分かれ道の奥へと逃げてゆく。

　聖者は更に二人の側近に命じて、魔神を追撃させた。

「これで魔神の首は、八つになりますか」

　聖者は、近衛隊長ともいうべき戦士のハサラに声をかけた。

「聖者様の仰おつしやるとおりでしたね。やはりここが石の王国の最深部なんでしょう……」

　そう言って、ハサラは聖者である彼に、尊敬の視線を向けた。

「魔神将が姿を現したときには、お願いしますよ。わたしたちには、ロードスの意志が働いています。勝利は約束されているのですから……」

「承知しております」

　ハサラは恭しく頭を下げた。

　聖者が示した鏡像魔神を見破る奇跡は、魔法ではない。そこには、神の力も、精霊の力も、万能の力である魔力マナも関係していないのだ。

　聖者は唯一にして無二の存在であり、魔法使いを超えた存在だと、戦士は信じている。

　聖者が自ら言うとおり〝ロードスの意志〟を具現化した存在なのだ。

　そういう人間の側そばに従うことに、彼は心の底からの喜びを感じている。

「聖者様のため、魔神将の首を挙げてみせましょう」

　ハサラは力強く言った。

　その後も、聖者隊の行く手には次々と魔神が姿を現した。

　それらすべての魔神の首を挙げんと聖者は隊を分けていった。

　聖者の側には、すでに十人ほどの戦士しか残っていない。

「これ以上、進むのは危険です。仲間たちが帰ってくるのを、ここで待ちましょう……」

　ハサラの提案に聖者は鷹おう揚ようにうなずいた。

　これだけの戦力で、最強の魔神に遭遇するのはさすがに不安がある。

　しかし、そのとき──

「ま、魔神だ！　大きいぞ!!」

　という声が、先行する戦士たちからあがった。

「まさか、魔神将というのか？」

　ハサラが厳しい表情になる。

　聖者は魔神王の姿は、その目で見ている。スカードの王女であったという黒髪の少女の姿であった。

　しかし、魔神将の姿は目にしたことはない。また、これまでの魔神将と同じ姿をしているともかぎらない。

「聖者様はお下がりください！　わたしたちが食い止めます」

　ハサラが声をかけてきた。

　聖者は無言でうなずくと、ハサラから松明たいまつを受け取って、進んできた道を一人、戻り始めた。

　今や、彼に従う者はいない。

　ハサラだけは護衛として同行させたかったが、姿を現したのが本物の魔神将なら、彼でなければ敵うまい。このまま歩いていれば、魔神どもを追いかけていった従者たちが、目的を達成して続々と帰ってくるはずだった。

「何も、心配することはない。わたしは、ロードスの意志に導かれし者なのだから……」

　聖者は声に出して言った。

　だが、その言葉を裏切るように、分かれ道のひとつから下級の魔神が姿を現した。

「誰かが討ち洩もらしたというのですか？」

　聖者は呻うめき声を洩らす。

　魔神は鋭い牙きばをむきだしにしながら、ゆっくりと聖者のほうに近づいてくる。

　逃げなければと、聖者は思った。

　しかし、背後からはハサラたちの怒号が聞こえてきている。魔神将を相手に壮絶な戦いを繰り広げているのだろう。

（分かれ道のどれかへ……）

　聖者は思ったが、どの分かれ道が安全かは、まったくわからなかった。

「こちらへ……」

　そのとき、分かれ道のひとつから、白い長衣を頭からすっぽりとかぶった人影が姿を現し、声をかけてきた。

　若い女性の声であった。

（大地母神の愛まな娘むすめ？）

　その声は、ニース高司祭のそれに似ているような気がした。

　聖者はニース高司祭こそが、自分の妃きさきとしてふさわしいのではないかと思いはじめている。

　窮地に陥った彼を、聖女である彼女が救いに来たのだとしたら、〝ロードスの意志〟もまた、ふたりが結ばれることを望んでいるのだろう。

　聖者は長衣の女性の後に続いて、分かれ道へと入っていった。

　大地母神マーファを降臨させて、ニースが魔神王を退散させたのを、聖者は自身の目で見ている。

　彼女と一緒なら、下級の魔神ごとき恐れる必要もない。

「感謝いたします、ニース高司祭……」

　分かれ道をしばらくのあいだ進んだあと、魔神が追いかけてこないのを確かめて、聖者は安あん堵どの息を洩らしながら、白衣の女性に声をかけた。

　しかし、女性はその呼びかけに答えることなく、そのまま奥へと進んでゆく。

　どこへ行くのだろうと疑問に思いながらも、聖者は彼女の後に従った。

　そして通路は円形に広がった部屋のような場所で行き止まったのである。

「ニース高司祭？」

　聖者はふたたび呼びかけてみる。

　その呼びかけに、白衣の女性はようやく振り返った。そして頭ず巾きんを静かに頭の後ろに下ろす。

　聖者が手にしている松明たいまつの光に照らされて、女性の顔がはっきりと見えた。

　若い娘の顔だった。しかし、大地母神の愛娘ではない。

「あなたは！」

　その顔に見覚えがあることに気づいて、聖者は驚きの声をあげた。

　彼がかつて愛を告白した娘であったのだ。

　だが、その娘は……

「あなたは、すでに死んだはず。わたしの能力を覚かく醒せいさせるために……」

　もしかして、鏡像魔神かと思い、聖者は娘を見つめた。

　しかし、その気配はまったく感じられなかった。

　娘は魔神の入れ替わりではない。

「それでは、なぜ？」

　聖者は声に出して自問してみる。

　そしてひとつの答を見つけた。

「もしかして、わたしをふたたび覚醒させるために……」

　そう考えると、すべてが納得いったので、聖者たる彼の心のなかで、その答は真実となった。

「そのとおりよ。わたしは、あなたを覚醒させる。真のあなたを思い出させる……」

　はたして、娘は優しく微笑んで答えた。

（やはり、そうだったか……）

　聖者は満足してうなずく。

　娘は〝ロードスの意志〟の使いであり、聖者である彼の新しい能力を覚醒させるのだ。

（今度は、どんな力なのだろう）

　聖者は期待をこめて思った。

　きっとそれは、〝ロードスの守護者〟たるに、ふさわしい能力であろう。

「思い出しなさい。あなたがわたしに告白した時を。わたしに拒絶されたあなたは、夜の森をさまよった……」

「そう、あなたは拒絶しなければならなかった。愛してもいない猟師のことを愛しているとも言わなければならなかった。すべてはわたしを覚醒させるため……」

「あなたは本当に、おもしろい人間だわ。あなたは、真実を生みだしてゆく。あなたの心のなかだけの……」

「何を言うのです。真実は、ひとつではありませんか？　わたしの心は唯一無二の真実だけを受け入れるのです」

　聖者の言葉に、娘は楽しそうな笑い声をあげた。

「ハイランドの玉座の間で、おまえを見て、本当に驚いたよ」

　娘は、口調をがらりと変えて言った。

「驚いた？」

　聖者は不思議そうに訊たずねかえす。

「ああ、驚いたとも。我が眷けん属ぞくが、まさか人間に入れ替わられていようとはな」

「人間に入れ替わられた？」

　娘が何を言おうとしているのか、聖者である彼にも、まったく理解できなかった。

「魔神は、人間に入れ替わります。しかし、人間にそのような能力は……」

「ない、と思っていた。わたしもな」

　娘は言って、妖よう艶えんな微笑みを浮かべた。

「姿を奪うのは、我が一族だけが有する能力だと。しかし、それは誤りだった。人間も我らと入れ替われる能力を持つ。狂気という名の能力をな……」

　その言葉とともに、娘はゆっくりと姿を変えていった。

　全裸の黒髪の少女の姿であった。

「あなたは……」

　聖者は目を見張って、変化した彼女を見つめた。

「魔神王だというのですか……」

　それだけを言うのがやっとで、聖者は言葉を失ってしまった。

　全裸の少女は、それには答えなかった。

　ただ、聖者の額に白い手を伸ばす。

　その手が触れた瞬間、聖者はすべてを思い出していた。

　娘に想いを告白した夜のことを。

　夜の森をさまよっていた彼は、顔のない魔神と遭遇した。そして彼の目の前で、魔神は彼の姿に変化していったのである。

　そして魔神は鋭い鉤かぎ爪づめを、彼の頭ず蓋がいへと振り下ろした──

「最後の瞬間、おまえは目の前の現実をすべて否定した。そしておまえの心のなかで、真実が生まれた……」

　自分が殺されるはずがないと、そのとき彼は思ったのだ。なぜなら、顔のない魔神になど会ったりはしなかったから……

　鏡像魔神は入れ替わった人間の精神の影響を多少なりとも受ける。そして、それが狂気であったとき……

「おまえが魔神の入れ替わりを見破れるのは当然ということだよ。なぜなら、おまえも魔神の入れ替わりだからだ」

　黒髪の少女は──魔神王は、宣告するように言うと、額に置いた手をゆっくりとはずした。

　その瞬間、聖者の顔は変化していた。

　目も鼻もないただ顔の横まで裂けた口を持つ魔神の姿に……




　追いかけていたはずの魔神が、戦っていたはずの魔神が、まるで朝日をあびた霧のように消えて、聖者隊の戦士たちは不審に思いながらも引き返して、行方しれずとなった聖者を探し求めた。

　しかし〝ロードスの意志〟を具現化した者を発見することはできなかった。

　ただ、不思議なことに、聖者の服を身に着けた鏡像魔神の死体が、円形の部屋のような場所で見つかったのである。

　しかし、その鏡像魔神を倒した戦士は決して名乗りでることはなかった。

　聖者が消えた真相について、一日、二日のあいだ、様々な憶測や噂が乱れ飛んだ。

　だが、三日もたつと、それらは噓のように消えてゆく。まるで聖者なる人物など最初から存在しなかったとでもいうように……

　大隧道での掃討戦は一週間におよび、数千もの死者や行方不明者をだして終結した。

　かくして魔神どもの拠点は、最後のひとつ〝魔神王の迷宮〟だけとなったのである。
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　大地の妖よう精せいドワーフ族の大隧ずい道どうでの掃討戦は終了した。

　モス連合騎士団と勇者隊からの志願兵は、魔アー神クデ将ーモンをはじめ、数百の魔神を討ち取ったが、犠牲もまた大きかった。

　数千人もの騎士、戦士が、大隧道から帰ってこなかったのである。

「戦力の減少もさることながら、時間を無駄にしたことのほうが問題だよ。マーファ女神によって浄化され、魔神王とて消耗していたろうに」

　荒野の賢者と呼ばれる魔術師が、冷ややかに言った。

　魔神デーモンの最後の拠点となった古代王国の遺跡〝魔神王の迷宮〟の攻略のために、大隧道の出口に設営された勇者隊の野営所である。

　その場にいるのは、勇者隊の二人の将軍であるハイランドの双子の王子フロイとリーゼンをはじめとして勇者隊の主だった者たちだ。

　いつもの顔ぶれのなかに、聖者とその側近の姿はない。

「過ぎたことを言っても、始まらないでしょ。それより、いかにして迷宮を攻略するかが問題なのではなくて？」

　至高神ファリスの神官戦士フラウスが、ウォートに言葉をかえす。

「迷宮の最深部へと赴き、魔神王から魂砕きの剣を奪い、それで魔神王を斬る。それだけだよ。策などたてようもない」

　ウォートは苦笑まじりに、フラウスに答えた。

「後あとは、いつ発たつかと誰が迷宮に入るかだね」

　ウォートが予想したとおり、大隧道での戦いはひどい消耗戦となった。

　生き残った人々は心身ともに疲れ果て、戦意を喪失している。勇者隊からの脱退を希望する者も大勢、現れているほどだ。

「迷宮にも、魔神はきっと潜んでいるのでしょうね……」

　フラウスは忌々しそうにつぶやく。

「そうじゃないなら、わたしたちだけでさっさと迷宮に入ってしまえばいいのだけど」

　魔デー神モン王ロードのもとに辿たどり着くまでに消耗してしまっては、目的の果たしようがない。

「勇者隊は、もう解散させたほうがいいと思うんだ」

「そしてあらためて、迷宮へと挑む百の勇者を募るんです」

　ハイランドの双子の王子フロイとリーゼンが相次いで発言した。

　おそらく二人で相談して決めたことだろう。

「魔神王を倒す名誉は、迷宮に挑んだ者だけに与えようというわけだね」

　ウォートが皮肉っぽく言った。

「そのとおりだよ。魔神王と戦い勝利した者だけが、真の英雄と呼ばれるんだ」

「勇者隊の一員であっただけでは、その名誉を与えるわけにはゆかないということです」

　双子の王子がそれぞれ、ウォートに答えた。

　度重なる戦で、勇者隊の数は半数以下に減った。しかし、まだ千人単位の戦力がある。

　それだけの数の戦士を勇者という称号と共に世に放つのは、モスの諸王国にとって危険なのだ。

　双子の王子の発言は、それを意識してのものである。

「連合騎士団のなかからも、有志を募ろうと思っている」

「そうして集まった百の勇者で、迷宮の最深部──魔神王の迷宮までの安全な道を切り開きます。皆さんは、後からゆっくり来てください」

　フロイとリーゼンはそう言ってから、まず赤髪の傭よう兵へいを、次いで白き騎士ファーンを見つめた。

　それから失われた石の王国のドワーフ王フレーベを、フラウスとニースの二人の聖女を、最後に荒野の賢者と呼ばれる魔術師に視線を巡らせる。

　この場にはいないが、もうひとり仮面をつけた魔法戦士も、彼らと行動をともにするはずだと、彼らは思っている。

　いつもは陽気な双子の王子だが、さすがに笑顔はなかった。

　自分たちの決定が意味するところを、二人は十分に自覚しているのだ。

「血路を開こうというの？」

　フラウスは双子に訊たずねた。

「いくら人数がいても、魔神王に勝てるわけがないからね」

「無駄な犠牲を増やすことはありませんから」

　しばらく間をおいてから、フロイとリーゼンは一同を見回しながら答えた。

　先発隊のほとんどが命を落とすだろうことを、二人は自覚しているのだ。

　しかし魔神王を討ち損じれば、たとえその他の魔神をすべて倒したとしても、ロードスは破滅なのだ。

「ロードスのために」

　双子の王子は、そう声を揃えた。

　そして彼らの言葉に、その場にいるすべての者は、力強くうなずいた。




「魔神王の迷宮に挑む者だけが、真に百の勇者を名乗ることができる。そして魔神王を倒した者だけが、真の英雄である……」

　カノンの自由騎士として知られる勇者隊の戦士が、共に戦ってきた仲間たちを前に、静かに言った。

　発言こそしなかったが、彼は先ほどまで双子の王子の開いた軍議に参加していた。

　その報告のため、仲間のところへ戻ってきたのである。

「ふざけるんじゃねぇ。これまでのオレたちの戦いが無意味だったとでもいうのか？」

　彼らのあいだでは、頭かしらと呼ばれている髭ひげ面づらの戦士が、憤然として言った。

「魔神王を倒さねば、ロードスは滅びるのだから、理屈には合っている」

「そいつを迷宮にまで追いつめたのは、オレたちが戦ってきたからじゃねぇのか？」

　頭は怒りをぶつけるように、自由騎士の胸をどんと突く。

「そのとおりだよ。だから、ここで降りても、これまで戦ってきた褒美はもらえる。一生とは言わないが、十年は遊んで暮らせるほどの額になる」

「降りろと言っているのか、このオレに？」

　頭は、自由騎士を睨にらみつけた。

「降りるべきだ。ここで死ぬ必要はない」

「おまえは、どうするんだ？」

「わたしは国も領地も捨てている。これまでの褒賞は、すでに家族に送った」

　頭の問いに自由騎士は答えた。

「残るってことじゃねぇか」

「わたしは、ある若者の想いを果たしたいのだ。その若者になら、永遠の忠誠を誓ってもいいと思ったから。その望みは、もはやかなわなくなったが……」

「誰だい、そいつは？」

　頭は不満そうに言って、おまえの頭はオレだぞ、と続ける。

「勇者隊は解散ということになる。だから、我々もここまでだ。今度の戦い、おそらく生きては帰れまい。頭には皆を連れ帰ってほしい……」

「オレは、まだ頭だ！　おまえが迷宮に行くというのなら、オレも行く。百の勇者の名と、魔神王殺しの英雄の誉も捨てる気はねぇ。これから生きていたって、そんな名誉とは無縁なんだからよ。どうせなら、極めてみてぇじゃねぇか」

「頭……」

　自由騎士は驚いたような顔で、頭かしらと呼んできた戦士の顔を見つめる。

「なんだよ、その顔は？　オレが名誉を求めたらおかしいのかよ。金だけが目当てなら、魔神の仕業と見せかけて、隊商でも襲っていたさ」

　頭はそう言って、ふたたび自由騎士の胸を、今度は軽くだが突いた。

「すべてを失うかもしれないんだぞ？」

「だが、すべてを手に入れられるかもしれねぇ。それに、おまえって奴やつは、妙な覚悟をしているからな。一人で行かせたら、すぐにくたばってしまいそうだ……」

　自由騎士は、静かな笑みを浮かべて、そして頭の胸を突き返した。

　頭は思わず尻しり餅もちをつく。

「頼りにしているからな」

　自由騎士は頭に手を差し伸べながら言った。

「まかせろよ」

　頭はにやりとしながら、自由騎士の手を取った。

「頭、僕たちも一緒に！」

　二人の若い戦士が、勢い込んで言った。

　しかし頭は、

「いや、おまえたちは残れ……」

　と、笑顔で答えた。

「どうして？」

　頭の答が意外だったらしく、二人の若者は信じられないという顔をする。

「理由は簡単だ。おまえたちじゃ、足手まといということだよ」

　頭は即座に答えた。

「これまで戦ってきて、僕たちだって強くなった。練習じゃ、頭とだって五分五分くらいじゃないか！」

「練習と実戦じゃ、違うっていうんだよ！」

　頭はむっとした顔をして怒鳴りかえした。

「正直に言ってやったら、どうだ？」

　頭と二人の若者のやりとりを見ていた自由騎士が、頭に声をかけた。

「……そんなこと、オレに言わせたいのかい？」

　頭は拗すねたような表情を、自由騎士に向ける。

「だったら、わたしから言おう」

　自由騎士はうなずくと、二人の若者の肩に手を置いた。

「おまえたちは、確かに強くなった。それは、わたしも認めている。だが、今度の戦いでは、おまえたちは力不足だ。わたしたちでさえ、生きて帰ってくるのは難しい。これまでのように、おまえたちを助けられるほどの余裕はない。なにより……」

　自由騎士はいったん言葉を切ると、一瞬だけ頭に視線を向ける。そして二人の若者をふたたびしっかりと見つめる。

「頭は、そしてわたしもだが、おまえたちには生きつづけてほしいと願っている。おまえたちはまだ若い。これからがある。わたしたちが命をかけて守ったこの島の行く末を託したいのだ。そして共に魔神と戦った記憶を後世に伝えてほしい」

「領主様……」

「頭……」

　二人の若者は目に涙を滲にじませながら、静かに首を縦に振った。

「生きて、帰ってきてください」

「絶対ですよ！」

「無論、そのつもりだ」

　自由騎士は、若者たちに笑顔でうなずく。

「ああ、帰るとも。金と名誉をひっさげてな。そして帰ったら、あの大地母神の愛まな娘むすめみたいな最高の女と暮らす」

　褒美の金と魔神王殺しの名誉さえあれば、どんな女でも夢中になるからな、と頭は二人の若者の髪を順にくしゃくしゃにしてゆく。

「わたしたちは、最後までついてゆきますよ」

　それまでのやりとりを無言で見守っていた戦神マイリーの神官が、自由騎士に声をかけた。

　彼は自由騎士が領主を務めていた村で、戦の神の教えを説いていた。修行の旅の途中で知り合った彼に、勇者の資質を感じて留とどまることに決めたのだ。

　そして今では、もう一人の粗野な戦士にも、まったく種類は異なるが、勇者の資質を見み出いだしている。

　彼らの武勲を見届けることこそが、自らの信仰の証あかしであることを、彼は今では確信している。たとえ〝喜びの野〟に行くことになっても後悔することはない。

「あなたを連れて帰らないと、族長に叱しかられてしまいます」

　仲間のもう一人、森の妖よう精せい族の精霊使いにして戦士がそう言って、静かにうなずく。自由騎士の領内にある森に集落を営んでいたエルフ族の一人だ。

　自由騎士となった領主の一族とは、何代も前からの知り合いである。

　領主の家系は、エルフ族の集落にたいし、十分な配慮を施してくれた。

　百年ほど前に大きな妖魔の群が、森に入りこんできたときには、騎士団の応援を頼み、追い払ってくれたのである。そのために、四代前の領主は、私財の多くを投げ打っている。

　私欲しか考えない人間が多いなかで、領主の一族は、真の騎士道を伝えてきた。

　だから、魔神と戦うべく、今の領主が百の勇者となったとき、エルフ族の集落も戦士を一人、派遣することを決めたのである。

　その使命を、彼は自ら望んで引き受けた。

　すでに千年近くを生き、彼は集落のなかでも長老の一人である。

　もう何十年かで古木が朽ちるように、命が消えよう。

　森において枯死した倒木が若木の苗床となるように、彼も最後の使命として若き命を守るという誓いをたてた。

　だが、彼が守りたいと思った若き命は、より若き命を守るために、命を賭かけようとしている。

　ならば、その意志を尊重しようと、森の妖精は静かに覚悟を決めた。




　魔神との最後の戦いは、二日後と決していた──
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　魔神王の迷宮は、この戦いのあと〝最も深き迷宮〟と呼ばれることになる。

　確かに、迷宮は地下にあるが、切り立った崖がけを背後にした急きゆう峻しゆんに造られていたゆえ、低地で暮らす人間にとっては、遥はるかな高みに位置している。

　それにもかかわらず、この呼び名が付けられたのは、迷宮の最深部〝魔神王の宮殿〟を目指した百の勇者にとって、それはまさに深しん淵えんへと挑むに等しいものだったからである。

　この戦いを伝える武勲詩では〝百の勇者〟と謳うたわれているが、志願した騎士や戦士は五百を数えた。

　それぞれ、五人から十人ずつの小隊を組んで、順に迷宮へと挑んでゆく。

　そして、その先陣をきったのは、ハイランドの双子の王子であった。彼らを慕うハイランドの騎士が五人と一人の吟遊詩人が行動を共にしていた。

「荒野の賢者が語ったところによると、この迷宮には様々な罠わながしかけられ、魔神だけでなく、守衛とされた魔法生物も潜んでいるそうだよ」

　双子の兄王子フロイが軽い口調で言った。

「ありがたいお言葉ですな」

　双子の王子が幼い頃、その教育係を務めていた老騎士が、渋い表情で応じた。

「先頭に立つ人間は、だから注意してということだよ。それから、全員、かたまって動くんじゃなく、あるていどの距離を置いたほうがいい」

　双子の弟王子リーゼンが笑いながら言った。

　先発隊の使命は、後続に正しい道順を伝えることである。迷宮と呼ばれるだけあって、道は複雑に枝分かれし、扉も数多く設置されている。

　出発する前、双子の王子は荒野の賢者ウォートから、いくつかの魔法の宝物を手渡されている。魔力を感知すると光を発して知らせる宝珠や魔法の灯あかりを発する水晶石などだ。

　それらの宝物を手渡すとき、荒野の賢者は期待しているよ、と双子に囁ささやいている。

　迷宮の最深部まで辿たどり着くことを、彼は期待しているのだ。

　ウォートは唯一、魔神王の迷宮に関する書物を読んだ人物である。

　遥か昔に一読しただけなのだが、優れた記憶力の持ち主だけに、貴重な手がかりをいくつも記した紙片を、各隊に配布している。

　もっとも、狡こう猾かつな魔神のことである。迷宮をそのままにしているとの保証はない。

　結局のところ、それぞれが持てる全知全能を駆使して、迷宮を突破してゆくしかないのだ。

　最初の分かれ道までは何事もなく進んだ。

「一歩ごとに、心臓が破裂しそうです……」

　自ら志願して先頭を歩いた騎士の一人が、そう言って額の汗を拭ぬぐった。

「小心者めが！」

　老騎士が厳しい口調で叱しつ咤たする。

「この迷宮では小心すぎるぐらいのほうが安全だよ」

　子供時代を思い出し、苦笑を洩もらしながら、フロイは老騎士を窘たしなめた。

「分かれ道ごとに、先頭を交替したほうがいいかもしれない。心臓が破裂して死んだりしたら、もったいないから」

　リーゼンが冗談めかして言う。

　だが、その言葉は解釈しだいでは残酷にも聞こえた。

　罠にかかって、あるいは怪物に襲われてこそ、命を落とす意味があると言っているのも同然だからである。

　何人かの騎士は、そのことに気づいて苦笑を洩らした。

「手て筈はずどおり、後続を呼んできてくれ」

　フロイの命令を二人の騎士が実行した。

　魔神王の迷宮の入口までもどり、分かれ道に達したことを知らせて、後続の隊を呼びこむのである。

　そして、それぞれの分かれ道を二隊が進んでゆく。安全が確認できたら、それを後続に知らせる。

　連絡がなかったら、その隊は全滅したということだ。

　その先に、危険があることの証あかしとなる。

　別の道を探すか、その危険を排除するかは、状況に応じて選択するよう、フロイとリーゼンは指示を出している。

　正しい答など、分かるわけがない。

　救いといえば、この迷宮が石の王国の大隧道ほどには広くはないということぐらいだ。

　双子の王子が最初に選んだ道は、さらにいくつかに枝分かれした。

　そして、ひとつの扉を開けた瞬間、部屋のなかから一体の魔神が姿を現し、襲いかかってきた。

　下位魔神であったが、不意を突かれた先頭の騎士が、深手を負わされた。

　フロイとリーゼンは剣を抜いて反撃を行い、瞬またたく間に魔神を討ち取った。
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「王子……」

　老騎士が息を飲んで、かつての教え子を見つめる。

「強くなられましたな……」

「あれだけ戦ってきたんだ。そりゃあ、強くもなるさ」

「でも、赤髪の傭よう兵へいや白き騎士には、ぜんぜん及ばないよ」

　フロイとリーゼンは老騎士に答えた。

　重傷を負った騎士はこれ以上、進ませるわけにはゆかないので、双子の王子は二人の騎士に命じて、負傷者を連れて帰らせた。

　その部屋はそこで行き止まりとなっていたので、双子はひとつ前の分かれ道まで戻って、別の道を選ぶことにする。

「いよいよ魔神が出てきましたか……」

　分かれ道で待機していた後続の隊の者が、厳しい表情でそう声をかけてきた。

　しかし、もうひとつの道を進んだ隊を待ち受けていたのは、さらに悲惨な運命だった。

　まっすぐな通路を歩いていたのだが、その廊下は途中から、ただの幻覚にすぎなかったのだ。

　実は、廊下は途中で終わっており、その向こうにあったのは断だん崖がいだった。

　先頭の者が悲鳴をあげて落ちてゆき、何事かと駆け寄った二人も犠牲となった。

　残された三人の戦士は、縄を結んだ石を投げることで、その仕掛けを確かめた。

　そして、フロイたちの待つ分かれ道まで帰ってきた。

「この先には何もない。そう、何もなかったんだ……」

　一人が呪いの言葉を吐くように言った。

「引き返そう……」

　フロイにはそう声をかけることしかできなかった。

　真っ先に迷宮に入り、先頭を進んでいたつもりだったが、選んだ道は行き止まりだった。

　そして他の道には別の隊が、すでに踏み入っている。そのため、双子は後続ということになってしまった。

　彼らがふたたび先頭に立つことができたのは、迷宮の階層をふたつばかり降りてからである。

　彼らの前を先行していた隊が、魔神の奇襲を受けて、全滅したからである。

　部屋に入った途端に〈暗ダー闇クネス〉の呪じゆ文もんをかけられ、暗視の能力を持つ魔神に襲われたのだ。

　その戦いの音や悲鳴は、双子にも聞こえた。急いで後続を呼び、助けに駆けつけたが、そのときにはもはや手遅れだった。

　フロイは光の水晶石を部屋に投げこみ、闇を打ち消してから、魔神との戦いに入った。

　部屋にいたのは、下位魔神が二体である。

　双子の王子は果敢に戦い魔神どもを屠ほふったが、同行の騎士の一人が喉のどを鉤かぎ爪づめで切り裂かれ絶命した。

　この部屋だけで、八人もの犠牲者が出たことになる。

　暗闇は初級の魔術で、魔術師ならほとんど誰もが使うことができる。

　だが、そんな魔法でさえ、使い方によっては、これほどの効果をあげる。そして魔神は体力だけではなく、知性においても人間に勝っているのだ。

　魔法ルーン使いマスターのいない隊にとって、魔神の唱える古代語魔法や暗黒魔法は致命的とも言えた。そして百の勇者に参加している魔法使いの数は五十人に満たない。

「十階層ある迷宮の、まだ三階層だというのにな……」

　戦死した者たちの冥めい福ふくを祈ってから、フロイが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「あと七階層。行けるところまで行くしかないよ」

　リーゼンが、同行の騎士たちを振り返って、励ますように言った。

「もとより、命は捨てる覚悟をしておりますぞ」

　老騎士が代表するように答えた。

　双子の王子は静かにうなずく。

　彼らも無論、同じ覚悟をしている。だが、ナシェルが最後に残した言葉も果たしたいとも思っていた。

　このままどこかに姿を消したら、誰もが死んだと考えてくれるだろう。北の大陸に渡ろう、と双子は相談して決めていた。

　だが、想像した以上に、魔神王の迷宮は深かった。

「最も深き迷宮……か」

　フロイは、そうつぶやいた。

　彼のこの言葉が、このあと迷宮の守衛との戦いで片手を失い、地上へと戻った一人の騎士によって伝えられる。

　そして、後世の人々に、魔神王の迷宮はその名で呼ばれることになるのだ。
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　いちばん最後に魔神王の迷宮へと入ったのは七人だった。

　至高神の聖女フラウス、赤髪の傭よう兵へいベルド、白き騎士ファーン、ドワーフ王フレーベ、荒野の賢者ウォート、大地母神の愛まな娘むすめニース……

　そしてもう一人、仮面の魔法戦士が迷宮に入る直前で、合流した。

　誰もが認める最強の戦士や魔法使いだ。

　彼らが、最後に入ったことの意義は明らかである。

　魔神王と戦い、討ち取る使命をフラウスたちは担っているのだ。

「迷宮の最深部で待ってくれている者がいたらいいけど……」

　フラウスはベルドに向かって囁ささやいたが、彼から返事はなかった。

　来るべき魔神王との戦いに集中しているのか、彼は朝からほとんど一言も発していない。

　双子の王子の隊を先頭に、五百人を超える勇者が迷宮へと挑んでいる。迷宮の最深部、魔神王の宮殿までの血路を開くためである。

　迷宮内での戦いの模様は、負傷して帰ってきた者たちからいくらか聞いている。

　予想したとおり、いや、それ以上に迷宮の踏破には犠牲が出ているようであった。

　地下五層に入るまでに半数以上の隊が全滅するか、戦闘能力を喪失して迷宮から退いている。

「迷宮の最深部に近づけば近づくほど守衛も強力になるし、罠わなも増えるからね……」

　フラウスの言葉が耳に入ったらしく、ウォートが声をかけてきた。

「でも、生き残っている隊は、精鋭と呼んでいいんじゃない？」

「その精鋭をもってしても、最深部にまで辿たどり着くのは至難の業わざだろうね」

　ウォートは冷たく言った。

「最悪の場合、何階層かはわたしたちが、単独で突破しないといけないかもしれないね」

　ナシェルを失って以来、ウォートの言葉にはいつも毒がある。

　フラウスはそれ以上、彼と討論する気になれず、口を閉ざした。

　彼はもはや誰も、自分自身をさえ信じる気持ちにはなれないのだろう。

　大地母神の愛娘という誰もが羨うらやむような女性と想いが通じたのに、それすらも彼は捨て去るつもりでいる。

（勝手にひねくれていたらいいんだわ）

　フラウスは心のなかでつぶやいた。

「真実の鏡を使って、わたしは百の勇者たちの戦いの詳細を見てきた……」

　そのとき、一行の最後尾を歩いている仮面の魔法戦士がぼそりとつぶやいた。

「どの部屋に、どの通路に怪物が潜んでいたか、罠が仕掛けられていたか分かっている。無事に迷宮の最深部まで案内できよう……」

「あなたなら、真実の鏡をもっと有意義に使えたのではなくて？」

　迷宮の隅々を鏡に映しだせば、迷宮の地図を作ることもできるし、罠はともかく魔神や守衛がどこに潜んでいたかも百の勇者たちに知らせることもできたはずなのだ。

　それだけのことで、犠牲者はもっと減っていたように、フラウスには思えるのだ。

「時間がなかったのだよ……。それに万が一、魔神王の姿を真実の鏡が捉とらえてしまってはおしまいだ。ハイランドの王城で何があったか、聖女殿は忘れたわけではあるまい」

「理由はいくらでもつけられるわ。わたしには、あなたが魔神王と百の勇者を共倒れにさせようとしているように思えるのだけど」

　フラウスは鋭い視線を魔法戦士に向ける。

　だが、その表情は仮面の下に隠れて、見えない。

「わたしのすべてを信用しろとは言わない。だが、わたしが魔神王を倒したいと思っていることだけは疑わないでほしい。双子の王子の言葉ではないが、わたしはロードスのためなら喜んで戦う」

「だから、〝ロードスを憂う者〟というわけね……」

　だが、この魔法戦士は、ナシェルを死地に追いやっている。

　あの若者が、ロードスに害を為す人物だとは、フラウスには思えない。

　この魔法戦士がいかなる意図のもと行動しているかは予測もつかない。

「残念だけど、あなたの協力は必要だものね。でも、それは魔神王を倒すまでよ」

「それで十分……」

　仮面の魔法戦士は仮面に隠されていない口くち許もとに微笑を浮かべた。

　だが、その微笑にどういう意味があるのかは分からない。

　フラウスは、ため息をついた。

「古代語魔法の使い手は、得体が知れないという点では魔神と同様だわ」

「オレには魔神のほうが扱いやすい。ただ、倒せばいいだけだからな」

　フラウスの言葉に、何を思ったかベルドが応じた。

「まったくね」

　フラウスがうなずく。

　人間の場合、敵もいれば味方もいる。そして、それはわずかな違いで分かれるものである。

（魔神王を倒したあと、誰がベルドの……わたしの敵になるのか）

　邪念とは承知しつつ、フラウスはふと考えた。

　今、この場に一緒にいる者とて、明日も味方だという保証はまったくないのである。

　仮面の魔法戦士は、どう動くだろうか？

　白き騎士も、神聖王国ヴァリスに対して忠誠を尽くすのなら、立ちはだかる可能性がある。

（ベルドの言うとおりだわ……）

　魔神は邪悪であり、迷うことなく倒せばいい。

　だが、人間を相手にした戦いは、そうではない。敵は邪悪ではなく、ただ立場を異にしているだけなのである。

（たとえ、そうでも……）

　戦いを避けることはできない。

　魔神王を倒しただけでは、魔神戦争は終わらない。魔神という重石がなくなったとたん、野心をむきだしにする人間が、かならず現れるはずなのだ。

（戦争を終わらせるには、ロードスをひとつにするしかない）

　それが、フラウスの答であり、神の啓示でもあるのだ。
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　魔神王の迷宮の近くには、モス連合騎士団のほとんど全軍が布陣していた。

　百の勇者たちが全滅したら、全軍をもって魔神王の迷宮へと進軍すると、モス公王マイセンは宣言している。

　もしも、敗れたときには、ロードスの諸王国へと急使を走らせる手て筈はずも整えた。

　魔神王を滅ぼした者に、モスの全領土を譲渡するとの書簡を手渡すのだ。

　それで、他国が兵を派遣するかどうかは分からない。

　他国の王たちにとって、この魔神戦争はモスの内戦という意識が、まだ残っているのだ。

「此こ度たびの戦いでは、我ら騎士団がいかに無力かを、民に知らしめる結果となったな」

　仮の玉座に腰を下ろし、切っ先を地面に突きたてた剣の柄に両手を置き、モス公王マイセンは、側そばに控えるモス連合騎士団の三将軍に声をかけた。

「勇者隊の活躍がなければ、魔神王をこの地に追いつめることさえできなかっただろう」

　マイセンの言葉に、三将軍は無言でうなずいた。

　騎士が戦うべき相手は、本来、敵対する騎士なのだ。

　魔物相手の戦いの訓練はしていない。

「我らには、守るべきものが多すぎるのです。一人の戦士として生きられるなら、わたしは迷うことなく、百の勇者に志願して、魔神王の迷宮に挑んだことでしょう」

　ハイランドの皇太子であるジェスターが悔しそうな表情を見せた。

　彼の双子の弟たちは今、迷宮のなかにいる。

　ジェスターは弟たちのことが心配でもあり、同時に羨うらやましくもある。彼らは宮廷を出奔したあと、ハイランドの名誉を回復するため、十分な活躍を示してくれた。

　そして勇者隊の将軍職をナシェルから引き継いだ後も、寄せ集めの軍を見事にまとめ、戦いにおいても堂々たる指揮を見せている。

　父マイセンが言ったとおり、民衆のあいだでは、連合騎士団より勇者隊の活躍のほうが、讃たたえられている。

「今もまた、我ら騎士団は後方に控えているわけだからな」

　竜の炎ハーケーンの第二王子バーランが、面白くなさそうに鼻を鳴らす。

「いくつかの戦いでは我らが先陣を務めております。決して勇者隊ばかりが戦ってきたわけではありません」

　竜の鱗ヴェノンの第三王子アロンドが、異論を唱えた。

「すべての戦いにおいて、先陣を務めるべきであったのかもしれん。少なくとも、民はそれを期待していたということだ」

　バーランがなげやりな口調でアロンドを諭す。

　アロンドは反論しようと口を開きかけたが、すぐに思い直した。

（勇者隊はすでに解散し、魔神王の迷宮に挑んだ百の勇者も、おそらくはほとんど全滅する……）

　だが、魔神王を倒して帰還した者は、真の英雄として民衆の圧倒的な支持を集めることになる。

　英雄となった男が、もしも野心を抱いたとしたら……

　国のひとつやふたつ、簡単に手に入れられるかもしれない。

　まして百の勇者の最後に迷宮へと入った隊のなかには、ヴァリスの次期国王と噂される白き騎士ファーンがいるのである。

　彼かの英雄がヴァリス王となり、魔神との戦いで弱体化したモスに戦を挑んできたとしたら……

（帰還した英雄たちは、魔神王と同じくらい危険なのではないか？）

　アロンドは手に汗が滲にじむのを意識した。

　しかし、英雄たちを謀殺するわけにもゆかない。もしも、それが発覚したら、民衆は蜂ほう起きし、他国には侵略の口実を与えることになる。

　魔神たちが滅びただけでは、戦争が終わらないかもしれないことを、アロンドは初めて意識した。

　マイセン王やバーラン王子は、そのことを憂慮しているのだろう。

「魔神王を倒しても、それは新たな魔神王を生みだすだけなのかもしれない……」

　アロンドがふと洩もらした言葉に、その場にいる全員の視線が集まった。

「い、いえ、深い考えがあっての発言ではないのです」

　アロンドはあわてて釈明した。

　だが、彼のその言葉は、未来を正しく言い当てていたのである。
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　地下十階層へと続く階段を発見したとき、双子の王子の側そばには、吟遊詩人のユーリーと傷ついた一人の騎士だけが残っていた。

　二人の教育係であった老騎士も、第七階層で擬態ミミツクの奇襲を受けて、戦死を遂げている。

「ここまでだよな」

　フロイが双子の弟に声をかけた。

　彼ら二人も無傷ではなかった。だが、もう一人の騎士に比べたら、遥はるかに軽傷である。

「それで、これからどうする？」

「後続を待つ──といっても、それが来るかどうかはわからないけどね」

　リーゼンの問いに答え、フロイは石の床にどっかりと腰を下ろした。

　正直に言って、もう一歩も動きたくない。

「いくらなんでも、フラウスたちはやってくるさ。そのために、彼女らを最後にしたんだから」

　彼らが魔神王を倒さないと、百の勇者の犠牲がまったくの無駄死になってしまうのである。

　なにがあろうと、来てもらわなければならない。

「しかたがない。ここで待とう」

　フロイは暗い階段を忌々しそうに見下ろした。第九階層の敵は、すべて倒したと思うが、第十階層には魔神王をはじめ、まだ魔物が潜んでいる可能性がある。

　そして、その魔物が階段を昇ってこないとはかぎらないのだ。

「王子たちは十分に戦われました。その武勲は比類のないものです」

　心の底からの敬意をこめて、ハイランドの騎士が深く頭を下げる。

「この場には、わたしが留とどまりますゆえ、ベルド殿をお連れくださいますようお願いいたします」

「その身体でか？」

　フロイは全身のそこかしこに包帯を巻き、赤い血を滲ませている騎士の姿を見つめた。

「だからこそです。この様ざまでは、もはや王子をお守りできそうにありません。ならば、命尽きるまで、この場で待ちます」

「心がけは立派だけどな……」

　フロイはどうするというように弟とユーリーを見た。

「ベルドたちを探しだして連れてこようよ。そういう手て筈はずを決めたのは、僕たちなんだから」

「彼の覚悟を尊重してあげたらどうですか？」

　弟と吟遊詩人の言葉に、そうだなというようにフロイはうなずいた。

「おまえの怪我は、フラウスかニース高司祭に頼んで治してもらう。おまえは父上のもとに帰って、これまでどおりお仕えするんだ。ハイランドの未来も、決して平穏じゃないはずだからな……」

　魔神王を倒した後のことは、フロイには予測もつかない。

　戦後の処理で、モスの連合が崩壊するのは目に見えているし、他国の動きも気になるところだ。

　そしてフラウスに至っては、ベルドにロードスを統一させるつもりでいる。

　それは、ハイランドも滅ぼすということだ。

「魔神と渡り合えるほどの騎士に、みんな死なれたりしたら、父上や兄上に叱しかられてしまうからね」

　リーゼンは労ねぎらうように、騎士の肩に手を置いた。それから振り返って、双子の兄を促す。

「もう少し、ゆっくりさせてくれよ」

　文句を言いながらも、フロイは尻しりについた埃ほこりを払いながら立ち上がった。

「もうひと頑張りだよ。ベルドたちに合流したら、僕たちの使命は終わる」

　リーゼンは兄に答えながら、第八階層へと続く階段を目指して、来た道を引き返しはじめた。

「その後は、こそこそと退場するだけか。なんだか悔しいな」

　正直に言って、生きてここまでこられるとは思ってもいなかった。

　だからこそ、武人として最後の瞬間まで立ち会っていたいという衝動にかられる。

「何を考えているかは分かるけど……」

　リーゼンが兄に向かって、小さく首を左右に振った。

「ベルドたちなら魔神王は倒してしまいそうな気がする。もしも、その場に一緒にいようものなら、僕たちは吟遊詩人たちに千年、語り継がれることになるよ」

「わたしが一緒にいますからね」

　吟遊詩人のユーリーが笑い声をあげる。

「最高の武勲詩サーガを完成させますよ」

「それは、困るな……」

　フロイは呻うめいた。

　もしも自分たちが英雄の名声など得ようものなら、生真面目な兄は、おそらく出奔するだろう。

　いくら武勲をあげたからといって、それは王位を継承する資格にはならない。しかし、民衆は残酷なほどに単純で正直だ。

　魔神王殺しの英雄を王に戴いただきたいと思うかもしれない。

「せっかく、ここまで生き延びられたんだ。この幸運を神に感謝しよう。生きたいと願って無念の最期を遂げた勇者たちも大勢、いたんだから……」

　第七階層まで何度となく姿を見かけていたカノンの自由騎士とその仲間も、第九階層に降りてくることはなかった。

　第八階層は間違いなく最大の激戦地で、優れた戦士、魔法使いたちの文字通り墓場となった。

　双子の王子は偶然、第九階層への階段を発見し、一番に降りることができた。

　第九階層にも敵は潜んでいたし、罠わなもあったが、第八階層よりも楽だったような気がする。

　第八階層の激戦を切り抜けて、第九階層に降りてきた百の勇者は、たった三隊。その三隊も、いくつかの部屋に潜んでいた魔神や守衛との戦いで、ついに力尽きた。

　傷ついたり戦意を喪失するなどして、迷宮を脱出した隊もあっただろうが、それ以外の隊は自分たちを残して全滅したということだ。

「……あれは？」

　それは双子の王子と吟遊詩人が、第八階層へ昇る階段の下までやってきたときであった。

　階上から明かりが差し込んでくるのが、見えたのだ。

「フラウスたちかな？」

「魔神や守衛が、明かりを持っていると思いたくはないね」

　フロイとリーゼンは顔を見合わせる。

「しかし、油断は禁物ですよ」

　吟遊詩人のユーリーが忠告してきたが、彼自身、さほど緊張した様子はない。

　はたして階段を上がったとき、そこで待機していたのはフラウスたちだった。

　ベルドをはじめ、全員の姿があり、疲れた様子は微み塵じんも見せていなかった。

「もしかして、魔神の入れ替わりなの？」

　階段を昇った双子の王子を見つめながら、フラウスが驚いた顔をする。

「それとも、幻覚の魔法かしら」

「ひどい出迎えようだね」

　フロイが憮ぶ然ぜんとした顔をする。

　だが、鏡像ドツペル魔神ゲンガーに入れ替わられた隊もあり、いきなり襲いかかられたこともあったのだ。

　だが、フロイたちはその可能性をいつも考慮に入れていたので、なんとか反応できた。

　それに、幻覚の魔法を使った罠も、迷宮のあちらこちらに仕掛けられていた。

　いかに屈強の戦士であっても、幻覚の廊下で隠された落とし穴にはまり、鉄の杭くいで串くし刺ざしになったら、それで終わりなのである。

　双子の王子はそういう死体をいくつも見てきた。

「気づかないうちに亡霊になっていないなら、たぶん本人だと思いますよ」

　リーゼンがフラウスと握手をしながら言った。

「大丈夫よ、ちゃんと身体があるわ」

　フラウスは笑顔で言うと、双子の王子を順に抱きしめてゆく。
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「よく無事で……」

　ニースが目に涙を滲にじませながら二人に近づくと、癒しの呪じゆ文もんを唱えた。

「魔力の無駄だよ」

　フロイがあわてて言った。

「高司祭様はこれから、魔神王と対決しないといけないんだから」

「魔晶石を使っていますから……」

　消耗はしませんと、ニースは答えた。

「見事だ……」

　白き騎士ファーンが双子に手を差し伸べる。

「スカードの王子も、きっと喜んでいよう」

　ドワーフ王フレーベが深くうなずく。

「期待した甲か斐いがあったというべきかな」

　荒野の賢者がそう声をかける。

「誉めるんなら、素直に誉めてくださいよ」

　リーゼンが顔をしかめた。

「ウォート師にとっては、あれで精一杯なんだよ」

　フロイがため息まじりに弟を諭した。

「そのとおり、最大級の讃さん辞じと受け取ってくれていい」

　ウォートは、皮肉ではない笑いを久しぶりに浮かべる。

「ハイランドの王家には、竜の血でも流れているのか？」

　仮面の魔法戦士も感嘆の声を洩もらした。

　モス公王マイセンも、その三人の王子も、その甥おいにあたるスカードの王子も、その意志力と行動力、そして生命力には敬意を覚える。

「それで、おまえたちは一緒に来るのか？」

　赤髪の傭よう兵へいベルドが訊たずねてきた。

「僕たちの使命はここまでだよ」

「後は、皆さんにお任せします」

　ベルドの問いに、双子の王子は迷うことなく答えた。

　すでに結論はでたことだ。

　そして双子の王子は、第九階層の情報を伝え、ハイランドの騎士が最終階層への階段のところで待っていることを伝えた。

「彼の怪我を治してやってよ」

　フロイはフラウスに頼んだ。

「承知したわ」

　フラウスは笑顔でうなずいた。

　そして、

「これで、さよならね」

　と、双子の王子に会釈を送る。

　彼らは、どこか遠くへ行くつもりなのだ。おそらく、二度と会うことはないだろう。

　双子の王子はフラウスの言葉にうなずくと、彼女らの幸運を祈って別れた。

「金には困らないし、これからの人生は静かに送りたいものだね」

　フロイがひとりごとのようにつぶやいた。

「まったくだ。この一年で、一生分の波乱を経験した気がする」

　リーゼンが兄に応じた。

「この先、僕たちと一緒にいたって、詩になるようなことはないからね」

　フロイは、吟遊詩人のユーリーに向かって、笑いかける。

　ユーリーはそれには答えず、ただ笑いかえしただけだった。

　一生、おとなしくしていられるような二人だとは思ってもいないのだ。

　三人は安全な道順を辿たどりながら、魔神王の迷宮の出口を目指して歩いた。

　そして、第六階層への階段を上がったとき──

「噓だろ？」

　フロイは、思わずそう口走った。

　通路の先に魔神が群れているのを見たからである。

「幻覚……じゃないよね」

　リーゼンが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　魔神はすくなくみても五体はいる。

「確かに、迷宮を完全に掃除したわけじゃないからね……」

　だから、討ち洩らした魔神がいてもおかしくはない。

　しかし──

「これまでの幸運のつけがきたかな」

「使命が終わったとたんに、これはないよね」

　双子の王子は苦笑を洩らしながらも剣を抜く。

「これが、僕たちの武勲詩の最後？」

　フロイが責めるような口調で、ユーリーに訊ねた。

「さて、どうでしょう？」

　吟遊詩人は武器を手にしながら、首を捻ひねった。

　そして魔神たちの咆ほう哮こうの声が迷宮に響いた……




　その後、双子の王子の姿を見た者は、誰もいない。

　彼らのその後を伝える武勲詩があるが、それは後世の創作とも言われている。

　その真偽はわからない。

　最も深き迷宮のなかに、永遠の謎として残っている。
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　第九階層から第十階層へと降りる階段の上で、フラウスたちを待っていたのは、ハイランド王国の騎士の生首であった。

　胴体は何処かに消えていて、辺りは赤い血で染まっていた。

　ニースがその首をためらうことなく抱え、涙を滲にじませながら、死者が安らかに冥めい界かいへと旅立てるよう、祈りの言葉を唱える。

　彼女の着ていた純白の神官衣が、滴る血で真紅に染まってゆく。

「あなたが、魔神の犠牲になる最後の人となりますよう……」

　ニースは静かにつぶやくと、騎士の首をその場に置き、自らの神官衣を脱いで、その上からかける。

　ニースは神官衣の下に、真銀ミスリルの鎖かチエイたびらンメイルを着込んでいた。

　フレーベが石の王国で発見し、ニースの身体に合うように編みなおした物である。

　身に着けた感覚がしないほどに軽量でしなやかだが、その強きよう靭じんさは鋼の甲かつ冑ちゆうにも匹敵する。

　しかし、このミスリルの鎧よろいでさえ、魔デー神モン王ロードが手にする黒き刃やいばの大剣の前には、紙切れも同然だろう。

　それでも上グレ位ータ魔ーデ神ーモンぐらいが相手なら役にも立とうと身に着けておいたのだ。

「参りましょう……」

　ニースの言葉に、その場にいる全員がうなずく。

　そして百の勇者の最後の生き残りである七人は、階段をゆっくりと降りていった。




　第十階層の通路には、魔法の明かりが灯ともされていた。分岐もなく、奥へとまっすぐに伸びている。まるで、彼らの到来を歓迎するかのようであった。

　魔法の明かりに導かれるまま、七人は無言で通路を進んだ。

　行き止まったところに巨大な両開きの扉があった。表面には上位古代語の魔法文字ルーンがびっしりと刻まれている。

　荒野の賢者ウォートがゆっくりと進みでると、呪じゆ文もんを唱え、手を触れることなく扉を開けた。

　扉の向こうは、広間となっていた。

　広間を取り巻く壁には、いくつもの篝かがり火びの炎が揺らめき、広間を赤く照らしだしていた。

　何もない空虚な場所だった。

　鏡のように磨かれた黒大理石の床には巨大な魔法陣が描かれ、その向こうには荘厳な玉座がひとつ置かれている。

　そしてその玉座には、片かた膝ひざを立てた少女の姿があった。

　少女は全裸で、その口くち許もとには妖よう艶えんな笑みが湛たたえられていた。漆黒の長い髪は、生き物のごとく肌にからみついている。その肌は一滴の血も流れていないかのように白く、生気をまったく感じさせない。

　少女はかつて〝月の姫〟と呼ばれたスカードの王女リィーナである。

　少女は、まさにこの広間で、父であるスカード王ブルークの手にかかり、魔神の軍団を召喚するための生いけ贄にえとされた。

　しかし、彼女にはブルークとの血の繫つながりがなく、それゆえ魔神王は封印から解放されたのである。

　そして魔神王は今、少女の肉体を〝器〟としている。
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　魔神王には実体というものがなく、魂だけの存在だからである。〝鏡像魔神〟の最上位種かもしれないと、荒野の賢者ウォートは推測している。

　魂だけの存在ゆえ、魔神王を倒すには器たる肉体ではなく魂そのものを斬るしかない。

　しかし、それを可能にする唯一無二の武器は、皮肉なことに魔神王のその手に握られている。

　黒き刃をした大グレー剣トソードである。

「さて、どうやって、あの手から剣を奪えばよいものか？」

　ウォートが自問するようにつぶやいた。

「剣を持つ手を切り落とせばよいのではなくて」

　フラウスが澄ました顔で答える。

「貴女あなたはいつも明快だね。だが、それではわたしの出る幕はなさそうだ。結界を巡らし、魔法を封じておくとしよう……」

　ウォートは言って、古代語魔法の呪文を唱えてゆく。

「……この広間のなかでは、もはやあらゆる魔法が無効とされる。魔神王の魔法も、無論、我々の魔法もね」

　魔力をたくわえる水晶石は、持てるかぎりを持ってきたから、魔神王が〈魔デイ力スペ解ルマ除ジツク〉の呪文で結界を破ったとしても、また巡らせばいい。

「十分な援護よ、ウォート。あとは、わたしたちに任せて」

　フラウスが笑顔を見せて、鎚鉾メイスと円ラウ形ンドシ楯ールドを構える。

「参る……」

　ファーンが言って、眼前に一度、剣を捧ささげた。

「失われし我が民よ。スカードの王子よ……」

　フレーベはそれまで抱え持っていた大グレー兜トヘルムをかぶり、矛ハル槍バードを両手に持ち直す。

　ベルドは無造作に剣をぶらさげたまま、一歩、足を踏みだした。

　仮面の魔法戦士も、腰の剣を鞘さやから抜く。

　ニースはウォートの傍らに立つと、胸のところで両手を組み、戦士たちのために祈りを捧げた。

　ウォートが魔法封じの結界を巡らしたので、今の彼女にできることはそれだけである。

　だが、もしものときには、今一度、大地母神マーファの降臨を願う覚悟でいる。

　魔神王は玉座の上で微動だにせず、死すべき定めの者たちの行動を見守っていた。

「はたして、魔神王は今、何を思っているのだろうね……」

　戦士たちが、魔神王の玉座に向かってゆくのを見守りながら、ウォートはひとりごとのようにつぶやいた。

「分かりません……」

　ニースはゆっくりと首を横に振った。

　彼女は、人間の心であれば見える。

　しかし魔神王は邪神にも等しい存在である。その思考や感情が、人間と同じだとは思えない。

「魔神王は人間を憎悪していたのか、それとも嘲ちよう笑しようしていたのか。この戦いは、ロードスを支配するためだったのか、それともロードスの住人すべてを抹殺するためだったのか」

「分かりません……」

　ニースは同じ言葉をふたたび繰り返した。

「わたしに分かるのは、魔神王を倒す以外に、この戦争を終わらせる術すべはなかったということだけです」

「つまり、我々は間違ってはいないということかな？」

「魔神との戦争は、人の過ちからはじまったものです。そして戦争のさなかにも、多くの過ちをおかしました。それでも、わたしたちはここまでくることができました」

「だが、魔神王を倒すことができなかったら、それも水泡に帰すわけだ。ロードスの歴史も、これまでとなる」

「彼らは勝ちます。この時代に、彼らのような存在がいたことこそが奇跡なのですから……」

「確かに、彼らのいない時代に、魔神王が解放されてたらと思うとぞっとする。天恵というしかないのだろうね。大地母神マーファも、あなたという最愛の娘をこの時代に遣わしているわけだから……」

　そしてその女性と出会い、短い間とはいえ、心が通じ合ったことこそ、ウォートにとっては最大の奇跡だろう。

「はじまります！」

　ニースが緊張した声で、ウォートに注意を促した。そして彼が纏まとっている濃紺の長衣の袖そでをしっかりと握る。

　戦いは驚くほど静かに始まった。

　魔神王もベルドたちも無言で、それぞれの武器を振るいはじめたからである。

　だが、やがて靴が石の床を踏み叩たたく音や、剣と剣、剣と楯たてとがぶつかりあう金属音が響きはじめ、それらは次第に激しくなる。

（わたしは今、伝説を、いや神話を目の前にしている……）

　ウォートは感慨にも似た思いを抱きながら、その光景から一瞬も目を離さなかった。

　吟遊詩人がこの場にいたとしたら、涙を流しながら、武勲詩サーガを作りあげただろう。

　だが、吟遊詩人ならざるウォートにできるのは、この伝説を詩にすることではなく、後世に正確に伝えることである。

　魔神戦争のすべてを書物に残すことを、後に大賢者の名で讃たたえられることになる偉大なる魔術師は、このとき誓いを立てた。

　ウォートにとって、時間はいくらでもある。

　この迷宮の入口に塔を建て、隠いん棲せいするつもりでいるからだ。

　人間が、そして彼自身が過ちを繰り返さないよう、この魔神の迷宮を見張る者として、これからの一生を送るのだ。
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「なんとしてでも！」

　魔神王の背後に回りこんだフラウスは、気合いの声をあげ、鎚鉾を魔神王の背中に叩きつける。

　少女の肉体が飛び散り、肋ろつ骨こつが砕ける感触が手につたわる。

　しかし、その傷は見る間に回復し、完全に元通りとなる。

　驚異的な再生能力だった。

「ベルド！」

　フラウスは、赤髪の傭よう兵へいの名を叫んだ。

　魔神王の剣を持つ腕を斬り落とすこと。真の戦いは、そこからはじまるのだ。

　白き騎士ファーンが魔神王の正面に立ち、至高神ファリス教団から代々のヴァリス国王に貸与される三聖具──法ロウのフルブ剣レード、正ジヤ義ステのイス鎧コート、光ライトのリフレ楯クター──の聖なる力に頼りつつ、黒き刃やいばの大剣から繰り出される空間そのものを切り裂くような攻撃を、全身全霊を尽くして凌しのいでいる。

　ファーンの左右に、ベルドとフレーベが立ち、魔神王の腕を狙って剣と矛槍を繰り出す。

　だが、魔神王はその攻撃を、腕ではなく、身体で受け止める。

　ベルドの剣が魔神王の身体を貫き、フレーベのハルバードが魔神王の肉を切り裂くが、魔神王は平然としたものだった。

　身体に埋め込まれた武器を空いているほうの手で摑つかみとり、ベルドやフレーベを引き寄せようとする。

　ベルドとフレーベは渾こん身しんの力でそれに対抗しようとするが、まるで敵わなかった。そして足あし蹴げりを入れられたり、魔神王が口から吐く瘴しよう気きのようなものを浴びせられる。

　少女の細い素足から繰り出されているにもかかわらず、その蹴りでベルドもフレーベも弾き飛ばされてしまう。

　また、瘴気を浴びたところは、火傷やけどを負ったように肌が爛ただれてゆくのだ。

　仮面の魔法戦士も隙を見て斬りかかってゆくが、目的は果たせない。

「どうやら、わたしたちの意図を見抜かれているようだ。だから、すべての攻撃を身体で受ける」

「吐息だけが瘴気ではなさそうだの。飛び散る血にも毒があるわ。真銀さえも腐食させるような猛毒がな」

　魔法戦士とドワーフ王が声をかけあった。

「このままでは、埒らちがあかないぞ。魔神王とは違い、我々には無限の体力があるわけではないのだからな」

　ファーンが言って、表情を歪ゆがめた。

　魔神王の猛攻を凌いではいるが、体力のほうを確実に消耗させられているのだ。

「どう足あ搔がこうと、人間は人間を超えられないということさ」

　ベルドが自じ嘲ちようの笑いを見せた。

「人間は竜にはなれない。巨人になれるはずもない。ましてや神や邪神にもな」

「それでも、人間は竜にも巨人にも、邪神にも負けません。弱音を吐くなんて、あなたらしくなくてよ」

　フラウスがベルドを叱しつ咤たする。

「弱音などではない。ようやく認めることができただけさ」

　ベルドは答えると、一瞬、笑みを浮かべた。

　誰に問うても、当然だとの答が返ってこよう。だが、彼にとってはそうではなかった。だから、剣を振るいつづけた。己の限界が、どこにあるかを確かめるために。

「攻守を変えるぞ」

　ベルドがファーンに声をかけた。

「オレが奴やつの正面に立つ、おまえは右に回れ。聖なる武具ならば、魔神王の再生能力もいくらかは妨げられよう」

「心得た」

　ファーンが静かにうなずく。

　二人が位置を変えるあいだ、フレーベとフラウスが援護のため、魔神王に激しい攻撃を加える。

「魔法の結界を解いたほうがいいかもしれん。すでに魔神王にはベルドたちが隣接しているから、魔法を唱える余裕はなかろう」

　仮面の魔法戦士〝ロードスを憂う者〟がウォートに近づいてきて言った。

「危険な賭かけかもしれないが、ベルドたちがあの様子ではそのほうがよさそうだ。古代王国の残光たるあなたの真の力を見せていただくとしよう」

　ウォートは苦笑まじりにうなずいた。

　そして自ら広間に巡らせた魔法封じの結界を解除する。

「ニース、戦士たちに癒しを」

「承知しております」

　ウォートの声にうなずき、ニースは魔晶石を握りしめながら、大地母神の名を唱えた。

「彼かの者たちの傷を癒したまえ……」

　そしてニースは傷ついた戦士たち全員に、癒しの奇跡を願った。

　マーファ女神は愛まな娘むすめの願いを聞き届け、戦士たちが受けていた傷が瞬時にして塞ふさがる。

　そしてニースは新しい魔晶石を握り直すと、戦士たちの疲労をも回復させてゆく。

　そのあいだに、ウォートと仮面の魔法戦士が、戦士たちの肉体を強化する魔法をかけてゆく。

　乱戦になっているので、効果範囲の広い魔法をかけるわけにはゆかないからだ。それに、生半可な魔力で呪じゆ文もんを唱えても、魔神王に抵抗され、効力を発揮することはない。

　ウォートはハイランドの王城における最初の戦いのとき、魔晶石の力を借りたうえに、魔力を最大にして〈分デイ解スイン消テグ去レート〉の呪文を唱えたのだが、魔神王にはまったく効かなかったのである。

　怪我も治り、疲労も回復し、しかも魔法の援護まで受けたのだから、ベルドたちの動きは格段によくなった。

　正面からはベルドが、左右からフレーベとファーンが、そして背後からはフラウスが攻撃をしかけてゆく。

　それは魔神王の肉体を確実に傷つけてゆく。無論、すぐに再生するわけだが、そのわずかな時間のあいだは、さしもの魔神王の動きも鈍る。

　なかでも、ファーンが手にする法の剣によって受けた傷は、明らかに魔神の再生能力を妨げていた。

　ファーンは腕を狙うと見せかけ、魔神の足を渾こん身しんの一いち撃げきで斬り落とした。

　魔神王は床に倒れ、斬り落とされた足も、蜥蜴とかげの尾のようにしばらく動いた。それから、紫色の蒸気となって消滅した。

「みんな、息を止めて」

　フラウスが警告を発してから、浄化の奇跡を至高神ファリスに願い、その瘴しよう気きを消滅させる。

　そのあいだに、ベルドとフレーベ、それから仮面の魔法戦士が、魔神王の腕を落とさんと、床に転がる魔神王に殺到する。

　しかし、次の瞬間──

　魔神王が初めて口を開き、聞いたこともない言語で何事か言葉を発した。

　そして、目に見えざる爆発が起こった。

　魔神王の近くにいたベルドたちばかりか、離れて様子をうかがっていたウォートとニースまでが、その爆風を受けて、吹き飛ばされる。

「気を炸さく裂れつさせたのか……」

　ウォートは頭を振って、意識をはっきりさせる。そして状況を確認した。

　魔神王はまだ床にいた。

　ベルドたちも苦痛に耐えながら、今一度、魔神王のもとに向かおうとする。

　しかし間に合わず、魔神王は立ち上がっていた。

「変化している……」

　ウォートが呻うめくような声を出した。

　法の剣で切断された左足は蹄ひづめの生えた獣のそれになっていた。

　そして黒髪をかきわけ、側頭部からはねじくれた双つの角が伸び、その背からは黒い羽毛で覆われた翼が広がってゆく。

「影が……」

　ニースが魔神王を指差す。

　彼女の言うとおり、魔神王の身体を包みこむように影が集っていた。

　その影はやがてひとつの実体と化してゆく。

「あれは甲かつ冑ちゆう？　影を纏まとったというの」

　ニースが信じられないというように、首を横に振る。

「魔神王の鎧よろいなのだろうさ。古代王国の魔術師が、魔神王に与えたものか、それとも魔神の世界から持ち込んだものなのか……」

　ウォートがなげやりな口調で言った。

「〝器〟の形まで変化させて、いよいよ奴やつも本気のようだ。あの鎧ごと、魔神王の腕を取るのは至難の業わざだろう」

　しかし、戦士たちは怯ひるむことなく、魔神王に向かっていた。

　ニースが魔晶石の力を借りて、ふたたび癒しの呪じゆ文もんを唱える。

　ウォートのほうは魔法陣が用意されているのを逆に利用し、上位魔神を従僕として召喚した。

　たとえ、わずかな時間でも、戦士たちの楯たてになればと思ったのだ。

　しかし、魔神王は〈命デイ令スペ解ルオ除ーダー〉の呪文を唱えて、上位魔神の支配をウォートから奪い去ってしまった。

　しかたなく、ウォートは〈分解消去〉の呪文を唱えて、上位魔神を消滅させるしかなかった。

「情けないかぎりだな……」

　魔神王の強大さを目の当たりにして、狼ろう狽ばいしている自分に、荒野の賢者と謳うたわれた男は、絶望にも似た思いにかられた。

「しょせん、死すべき定めの者ということか……」

「希望を捨ててはなりません！　人間にとって、死すべき定めにあることは呪いではなく、祝福なのです。それゆえ、人間は命を、時を大切にします。個ではなく、種として栄えようとします。過去から未来へ命を繫つなぎ、知識や技術を伝えてゆくのです。その永遠の営みこそが、人間の真の力なのです。それをこの時代で途絶えさせるわけにはゆかないのです！」

　ニースが必死の表情で叫んだ。

「聖女様は、オレたちに死ね、と仰おおせだよ」

　魔神王との間合いをはかりながら、赤髪の傭よう兵へいベルドが、もっとも直接的な言葉を選んで言った。

「もとより、その覚悟はできているつもりだったが……」

　ファーンが油断なく魔神王の動きを追いながら、ベルドに答えた。

「聖女様の目には、まだまだ足りないように見えたということだ」

「承知した」

　ファーンはベルドと一瞬、視線を合わせ、うなずいた。

「いずれか、生き残ったほうが、この島を褒美として戴いただくというのはどうだ？」

「それも承知だ。魔神王にくれてやるぐらいなら、貴公にくれてやったほうが遥はるかにましというものだ！」

　二人はそんな会話を交わしたあと、魔神王に向かって、斬りかかっていった。




　　　　８




（貴様には感謝したいくらいだよ、魔神王！）

　赤髪の傭兵は、爽そう快かいとも思える気分を味わっていた。

　魔神王の圧倒的な強さに対して、である。

　己の限界というものを、嫌というほど意識させられる。

　それが心地よい。

　魔神将と戦ったときも、実のところ敗北を自覚していた。ライデンの魔神将に最後のとどめをさしたのはフラウスの鎚鉾メイスであり、ウォートの魔法だった。リュッセンにいた魔神将も、倒したと思った瞬間、呪いをかけられ、危うく狂戦士と化すところだった。幻覚を操る魔神将も、一人で戦っていたら、勝てたかどうか分からない。

　それでも、あの程度ではまだ納得はできなかった。

　しかし、目の前にいる魔物は違う。

　一対一で百回戦えば、百回とも殺される。絶対に超えることのできない存在であった。

（オレのほうが弱いということだ……）

　すなわち、この戦いは魔神王の勝ちだ。

　ベルドは今や敗者であり、死人も同然である。

　それゆえ、これから先は彼にとって、戦いではありえない。

（そう、戦いではない。だが、オレは貴様を倒す！）

　彼はもはや己のために、剣を振るっているのではない。

　己のためにすることがないのなら、他人のために何かしてやっても構わない。

　ナシェルにならば、金でなくても使われてもいいと思った。

　ウォートやファーンにさえ、そう思わせたのだから、彼は間違いなく王として千年に一度、現れるかどうかの器の持ち主だったのだろう。

　フラウスの望みに従ってやるというのは、ナシェルの場合とは理由が異なる。

　ベルドは、この至高神の神官戦士を気に入っていた。

　映るものすべてを閉じこめてしまいそうな青い瞳ひとみや、艶つやのある厚い唇。

　硬さと柔らかさが程良い肢体は、いくら抱いても飽きるということがない。営みのときには、すべてを受け入れ、そのすべてに応こたえる。心まで裸になれる女がいるということを、ベルドは初めて知った。

　愛しているとかではなく、とにかく自分の女にしたいと思う。

　そのためなら、望む物をくれてやるのが、男というものであろう。この呪われた島が望みだというなら征服するし、魔神王の首が欲しいのなら倒してみせるまでだ。

「魔神王！」

　ベルドは魂をそのまま声にしたかのように吠ほえた。

　並んで斬りこんでいる白き騎士との考えは、間違いなく一致している。

　魔神王の持つ黒き刃の大剣を奪うには、その刃を我が身で受け止めるしかないのだ。それも深く、命さえも貫かれるほど深くにだ。

　それでも一瞬の隙しか生じないだろうが、ファーンなら逃すことはない。そして彼もベルドに対し、同様に思っているはずである。

　大地母神の高司祭の言葉が、二人に覚悟を決めさせたのだ。

　ベルドとファーンは守りを捨てて、ひたすら攻撃に専念した。魔神王が致命的な一撃を振るうのを待って……

「どうしたの、二人とも」

　ベルドとファーンの戦い方が変わったのを見て、フラウスは眉まゆをひそめた。

　しかし、次の瞬間、彼らの意図に気づく。魔神王から魂砕きの剣を奪うため、捨て身の攻撃を行っているということを。

「駄目……」

　フラウスは掠かすれた声を洩もらした。

　彼女はベルドたちとは反対側でフレーベと共に魔神王の牽けん制せいをしていたのだが、ベルドとファーンの後方に位置を変えた。

「ベルド！　ファーン！」

　フラウスは二人に呼びかける。

　だが、その声が届いた様子はなかった。

　フラウスの心に恐怖にも似た感情が湧きあがる。彼らは自らの命を擲なげうって、魔神王を倒そうとしている。

　ベルドほどの戦士が、ファーンほどの騎士が、だ。

　ウォートほどの大魔術師も、偉大なるドワーフ王も、大地母神の愛まな娘むすめとまで呼ばれる聖女も、剣と魔法の力にともに長たけた魔法戦士も、魔神王には手も出せないでいる。

　フラウス自身も、己の無力さを痛感していた。

（わたしは傲ごう慢まんだったのかもしれない……）

　フラウスは胸が締めつけられるようだった。

（魔神王を侮っていたつもりはない。だけど、必ず倒すことができると心のどこかで信じていたのだわ。だからこそ、ベルドにロードスを統一してほしいと願うことができた）

　戦後を意識して政治的な発言を繰り返すモスの諸侯と、いったいどこが違うというのか。

　フラウスはこの呪われた島を統一し、秩序と平和をもたらすのが英雄だと思っていた。だが、その考えはあまりにも浅薄なのではないか。

　目の前にいるこの巨大な邪悪を葬ることこそが英雄の真の使命であり、それ以外にいったい何を求める必要があろう。

（もしかして、わたしはすでに神の啓示を果たしているの？）

　フラウスは自問してみた。

　ベルドは今、この場に立ち、魔神王と刃を重ねている。そして彼の戦う様を見守ることしかできない。

　死の呪いと荒野の賢者の魔法で凍いてついた彼の魂を、フラウスは至高神に願い、救いだしている。

　フラウスは確かに闇に閉ざされた英雄を、光のもとに導いている。そして、そのときベルドの魂を救いえたのは、神の意志が働いていたからかもしれない。

（あれこそが、神がわたしに与えた使命だったというの？）

　至高神にとって、ロードスを統一することなど、まったく無意味なことかもしれない。

（それなのに、わたしは……）

　ロードスの現状を憂い、腐敗したファリス教団や堕落した聖王国ヴァリスに怒りを覚えていたゆえに、それを変革する者こそが英雄だと思いこんでしまったのかもしれない。

　そこにあるのは神の意志ではなく、彼女自身の夢想……

（わたしは、ただベルドに甘えていたのだわ）

　フラウスは痛切に思った。

　ロードスを統一することなど、英雄ならずともできる。だが、魔神王を滅ぼせるのは、真の英雄のみ。

（お願い、命を無駄にしないで……）

　フラウスは祈る。

　それだけが、今や彼女の望みだった。神の啓示を果たしたのだとしたら、ただの人間、一人の女として、それを願っても許されよう。

　しかし──

　魔神王は遊びに飽きたとでもいうように、黒き刃の大剣を振りかぶった。そして見下すような視線を、赤髪の傭よう兵へいに向ける。

　魔神王は彼からまず、倒すことに決めたようだ。それこそが、ベルドたちの狙いだと、はたして気づいているのだろうか。

「ベルド!!」

　フラウスは声を限りに叫んだ。

　そして同時に動いていた。

　ベルドは待っていたとばかり、魔神王の剣をその身で受けようとしている。自らの命と引き替えに、ファーンが魔神王の腕を斬り落とすための一瞬の隙を作ろうとして……

（その意志は、わたしが受け取るわ！）

　フラウスは、魔神王とベルドの間に割って入ると大きく腕を横に広げた。

　黒き刃の大剣が、フラウスの乳房のあいだに滑るように入ってゆく。

「と、奪とった……」

　フラウスは自らの身体を貫く大剣を渾こん身しんの力を込めて抱えた。

　不思議と苦痛はなかったが、意識は急速に薄れてゆく。あるいは、魂が砕けようとしているのかもしれない。

（偉大なる至高神フアリスよ。あなたの従僕に、今しばらく力をお与えください）

　フラウスは神に祈った。

　そしてその瞬間──

「魔神王！」

　ファーンが気合いの声とともに、法の剣を振るう。

　魔神王は大剣を引き抜こうとしたが、フラウスがその動きを最後の力を振り絞って、妨げていた。それゆえ、ファーンの剣は間に合った。

　確かな手て応ごたえがあり、魔神王の右腕が、肘ひじのあたりから切断された。

　聖剣の力は、その再生能力を遅らせる。そして切断された魔神王の腕は紫色の霧と化して、消滅した。

「ベルド……」

　フラウスがベルドを振り返る。

「でかしたぞ！」

　ベルドはうなずくと、彼女の胸を貫いている魂砕きソウルクの大剣ラツシユを両手で摑つかんだ。

　そして引き抜く。

　鮮血が噴き出し、ベルドの全身を真っ赤に濡ぬらした。

　フラウスは力を失い、魔法陣が描かれた漆黒の床に倒れ伏す。

　魔神王は、その向こうにいた。

　妖よう艶えんな微笑を口くち許もとに浮かべたまま……

「これで、終わりだ」

　ベルドは囁ささやくように言うと、魔神王の剣をまっすぐに突きだした。その切っ先が魔神王の左胸を貫く。人間ならば、そこには心臓があるはずだ。

　心臓の動きを止めても、魔神王が滅びることはないだろう。しかし、黒き刃の大剣に秘められた魔力は……

　魔神王は苦痛の表情を見せなかったし、ひとつの声も洩もらさなかった。

「効かぬというのではあるまいな」

　ファーンが不安の表情を見せる。

　しかし、その瞬間、魔神王の肉体から紫色の煙のようなものが立ち上りはじめた。そして、皮膚から順に蒸発してゆく。魂を失い、虚うつろとなった肉体が本来のあるべき姿に戻ろうとするかのように。

　そして、魔神王は消滅した。

　この世界に存在していたという痕こん跡せきすら微み塵じんも残すことなく……

「フラウス……」

　ベルドは魂ソウ砕ルクラきツシユから手を離すと、膝ひざを落として、仰あお向むけに倒れる至高神の神官戦士を抱き起こした。

　彼女にはまだかすかな温ぬくもりがあった。

　ニースが駆け寄り、全身全霊を込め、癒しの呪じゆ文もんを施す。

　切り裂かれた鎧の下で、ざっくり開いていた傷が見る見る塞ふさがっていった。

「助かるのか？」

　ベルドは大地母神の愛まな娘むすめに向かって訊たずねる。

　しかし、ニースは力なく首を左右に振った。

「傷は治ります。ですが、魂が……」

　フラウスの魂は、まさに失われようとしていた。

（砕けてゆくというのとは、異なるようにも思えるのだけど……）

　あるいは、彼女の魂は至高神の御み許もとへと昇華しようとしているのかもしれない。

　いずれにせよ、蘇そ生せいの奇跡を試みても、呼び戻すことが決してできないところへ去ろうとしていた。

「余計なことをしてくれたな……」

　ベルドはフラウスを見つめると、そう言葉をかけた。

「ごめんなさい……」

　驚いたことに、彼女はうっすらと目を開き、答を返してきた。

「おまえの望みは、これからだろう。オレはこの島を征服する。そして、おまえにくれてやる。至高神が好みそうな、息が詰まるぐらいに厳格な王国を建てるんじゃなかったのか？」

「もう……いいの。わたしが……間違っていたの。わたしの願いは……もう……ひとつだけ……」

「言ってみろ」

　ベルドはその魂を呼び起こそうとでもいうように、フラウスの身体を揺らす。

「生きて……ベルド……あなたらしく……」

　フラウスはそう言うと、ふたたび目を閉じた。

　全身から力が抜け、熱も失われてゆく。

「フラウス……」

　ベルドは一瞬、目を閉じたあと、フラウスの身体を静かに床に下ろした。

「フラウス殿……」

　ファーンが静かに至高神の聖印を切る。

　フレーベは大兜を脱ぎ、黙もく禱とうを捧ささげる。

「あなたこそ、真の聖女だ……」

　ロードスを憂う者は仮面を外すと、その場でしばし瞑めい目もくした。

「わたしが無力なばかりに……」

　ニースは涙を流しながら、深くうなだれる。

「無力なのは、わたしもだよ。魔神王に対しては、誰もが無力だった。それでも、倒しえたのだから、まさに奇跡というしかない」

　ウォートがニースの肩に手をかけながらつぶやく。

　そしてこの奇跡を現実にしたのは、間違いなくフラウスの意志力だ。彼女はまさに、魔神王を滅ぼすため、至高神に選ばれたのであろう。

「これで、ロードスは救われたのでしょうか？」

　ニースはウォートの手に濡れた頰を寄せながら、そっと訊ねた。

「残念だがね……」

　ウォートは否定的な言葉しか吐けぬ自分を呪いたいとさえ思った。

　多大な代償を払って、魔神王と魔神の軍団は消滅した。

　しかし……

「魔神戦争は、まだ終わってはいない。ロードスにとっても、わたしたちにとっても……」

「いつ、終わりましょうか？」

　ニースはすがるような目で、荒野の賢者を見つめる。

「答えなければならないかね」

　ウォートは苦渋の表情を見せた。

　いかに賢者とて、答えたくないこともある。

「いいえ……」

　ニースはそれですべてを悟ったように、静かに首を横に振った。

「そのときを待つしかないということだよ。わたしたちにできることは……」

　ウォートは大地母神の愛娘にうなずきかけた。

　そしてそのときは、三十数年を経て、ようやく訪れることになる──







　魔神王を倒し、生還した者たちは六英雄と讃たたえられ、吟遊詩人たちが競ってその武勲を詩にした。

　最後の戦いで命を落としたフラウスは、ファリス教団によって公式に聖女と認められ、伝記が著されることになる。

　まるで魔神王との戦いそのものを過去に封じようとするかのように。

　しかし、彼らの伝説はまだ終わったわけではなかった……







　エピローグ　伝説の終焉







　人間の営みは歴史となり、伝説となり、そして神話となる。

　そしてそれらはすべて、戦いによって彩られているといって過言ではない。

　魔神戦争が終結して数十年を経て、〝呪われた島〟ロードスは、新たな戦乱の時代を迎えていた。

　ロードスの南東に位置する暗黒の島マーモ帝国の軍勢が、ロードス全島の征服を目指して侵略を開始したからである。

　帝国を統すべるは暗黒皇帝ベルド。

　マーモ帝国はカノン王国を滅ぼすと、ロードスの中南部にある〝聖王国〟ヴァリスへと侵攻を開始した。

　聖王国を治めるは英雄王ファーン。

　奇くしくも、〝最も深き迷宮〟にて魔神王を倒した英雄が、戦場にて刃やいばを交えることになったのである。

　決戦は、ヴァリスの王都ロイドの東の平原で行われた。

　激しい戦いは朝から始まり、何千人もの騎士や兵士、そして魔物が命を落としたが、両軍とも一歩も退くことなく、日没近くまで続けられた。

　そして魔神王殺しの二人の英雄が、ついに見まみえることになる……







「やっと会えたな」

　髪と同じ色の鎧よろいを着けたマーモ皇帝ベルドがそう言って、楽しげに笑った。

〝魂ソウ砕ルクラきツシユ〟の名で呼ばれる魔神王の剣の魔力のためか、ベルドはあの戦いのときから、さほど年を重ねていないように見えた。

「いつぞやの、魔神退治以来かな」

「そうなるかな？」

　白髪の老人となっているファーンが、静かに答える。

　ファーンは三聖具をその身に着けていた。法ロウのフルブ剣レード、光ライトのリフレ楯クター、そして正ジヤ義ステのイス鎧コート。

　戦場において、三聖具を着けるのは、魔神王との戦い以来のことだ。

「わしは、おまえと戦う不幸をかみしめておるよ。だが、もちろんこの勝負、受けて立つぞ」

　ファーンは剣を眼前に直立させ、偉大なる戦士に対して礼を取る。

　そして周囲の者たちに手出しは無用と叫んで、ベルドに挑んでゆく。

　壮絶な一騎打ちがはじまった。

　そしてその戦いを、離れた場所から見つめる初老の男がいた。

　男は鎧をつけていなかったが、その手には剣と楯たてとが握られている。

「ベルド隊長、ファーン卿きよう……」

　男は静かにつぶやく。

　男には名はない。

　生者でもなければ死者でもない、このロードスに存在してはならない人間だから。

　だが、この戦いばかりは見届けないわけにはゆかなかった。

「申し訳ありません。お二人に、このような役割をお願いしてしまって……」

　男はうなだれるように頭を垂れる。

　魔神王を倒した者は、魔神王となるしかないのだ。あまりにも偉大な名声のため、人を超える者としての生き方しか許されないから。

　そして二人は異なる道を歩み、この日に至った。

　二人は今、魔神王を永遠に葬り去るための戦いを行っているのである。

「それは、わたしこそが担うべきであったのに」

　魔神王は、男をしてこの呪われた島の覇王とせんため解放されたのだ。

　しかし、男にはもはやいかなることもできない。ただ、この場で両雄の対決を見守ること以外には──







　同じ刻とき、ヴァリスから遠く離れたモスの山中でも、戦場を見つめる目があった。

「これで満足かな、灰色の者よ」

　遠見の水晶球に映る二人の英雄を見つめながら、大賢者の名で呼ばれる老魔術師は冷ややかに言った。

「満足などしてはいないわ。二人が戦うことは悲しいと思う。しかし、彼らはロードスの統一を目指した……」

　暗黒皇帝ベルドは、暗黒の島マーモの邪悪な力をまとめて。そしてファーンはその名声により、ロードス諸王国の盟主たらんとして。

「意外だったわ。魔神王を倒したとき、あの二人には野心など欠片かけらもなかったのに……」

　魔神王に心を奪われたのかと、灰色の者と大賢者に呼ばれた女性は、悲しそうな表情を見せた。

　紫のドレスを身に纏まとい、額には人間の瞳ひとみを想起させる額サーク冠レツトを着けている。

「彼ら二人には、野心などないよ。ただ、魔神王を倒した名声が、人々の欲望を集める核となったのみだ。人間という生き物の悲しい本性だよ」

「しかし、彼らにそれを受け入れる理由が、はたしてあったのかしら？」

　灰色の者は、首を傾げる。

「あったのだよ。おまえには、永遠に分からないだろうがな」

　灰色の者は、考えを変えるということはない。遥はるか五百年前に、彼女は思考を止めているから。そしてたったひとつの妄執だけを、このロードスに残した。

　それ以来、この島は灰色の呪じゆ縛ばくに囚とらわれてきたのだ。

（しかしそれも、もはや長くあるまい）

　大賢者はそう確信している。

　灰色の者も、滅びの道を歩んでいるのだ。

（運命とは複雑に絡んだ糸のようなもの。ひとつの糸をほぐしたと思っても、別のところが固く結ばれることもある）

　魔神との戦いのさなか、一人の若者の未来を奪ったとき、灰色の者の運命もまた定まったのだ。

（おまえも、魔神戦争の犠牲者ということだよ）

　大賢者は心のなかでつぶやいた。

（わしも同様だがな……）







　大賢者と灰色の者がいる塔からさほど離れていない山脈に穿うがたれた隧ずい道どうで、一人の大地の妖よう精せいが、矛槍を抱えてうずくまっていた。

　この隧道こそが、彼の王国であったから。彼はこの滅亡した王国の最後の王なのだ。

　この隧道には今、邪悪で危険な魔物が数多く巣くっている。

　この場で暮らすということは、命の危険と背中合わせなのだ。

　しかし、あの魔神との戦いの日々に比べれば、亡国の妖精王にとってゆりかごのなかで暮らしているのも同然である。

　この隧道に訪れる人間は、そして妖精も、誰もいない。

　しかし先日、四人の人間とドワーフ、そしてハイエルフの娘が、この隧道を通って、大賢者の塔へと赴き、そしてまた隧道を通ってもどっていった。

（大地母神の高司祭よ、おまえの言ったとおりであったな。人間とは、命を繫つないでゆく生き物のようだ。そして時代を移してゆく。だが、その人間に妖精もまた、交わりを持つことになる。我ら、物質界にとどまりし妖精は、神々の去ったこの世界で、人間とともに、至高の高みを目指そうとしているのかもしれん。それゆえ我らも、死すべき定めの者となったのだ……）

　亡国の妖精王は、心のなかでつぶやくと、ゆっくりと立ち上がった。

　誰かに呼ばれたような気が、ふとしたのだ。

　この後、彼はふたたび人間と交わる運命を受け入れることになる。そして南の地に新しい王国を建てることとなるのだ。

　もっとも、それまでには、まだ十数年もの年月を必要とするのだが……







　モスの山中とはまったく正反対に位置するアラニアの白竜山脈のふもとにあるマーファ大神殿でも、真実の鏡に映るベルドとファーンの戦いの様子を静かに見つめる初老の女性がいた。

　この大神殿で最高司祭の地位にある女性である。

　大地母神の愛まな娘むすめ、竜を手懐けし者、六英雄の一人など、様々な尊称で呼ばれている。

　だが、魔神王の迷宮から帰還したあとは、マーファ教団の仕事を、最低限こなす以外は、まるで隠いん棲せいしているように静かな暮らしを送ってきた。

　それはあたかも、大賢者の名で呼ばれている魔術師と同じ生き方を選んでいるかのようであった。

　婚姻と出産の守護神でもあるマーファ女神に仕える者としてはある意味、破戒ではあったが、彼女は生涯、夫を迎えることはなかったし、子供ももうけなかった。ただ、一人の娘を養女として引き取り、育てたのみである。

（あなたの、そしてわたしの選択は正しかったのかしら……）

　マーファ教団の最高司祭は、同じ光景を目にしているはずの魔術師に向かって呼びかけてみた。

　魔神王殺し──

　魔神に恐怖していただけの人々にとって、それは偉大すぎる武勲であった。

　ロードスが救われたと知ったとき、人々は歓喜し、六英雄を讃たたえた。

　しかし、一時期の感情が去ったあと、人々の心のなかに残ったのは、言い知れぬ不安であった。

　魔神王を倒しうる人間は、魔神王と同様の存在なのではないか、との疑問を人々は抱くようになったのだ。

　そのことを知るゆえ、仮面の魔法戦士は名前さえ告げることなく去り、ロードスの歴史の影に消えていった。

　大賢者も、大地の妖精の王も、そしてマーファの最高司祭たる彼女自身も、ある意味、人々の前から姿を隠し、伝説の存在となることを選んだ。

　あえて歴史にとどまったのは二人の戦士だけである。

　赤髪の傭よう兵へいベルドと白き騎士ファーン。

　二人は生まれも育ちも性格も違うが、おそらく無二の親友になれたであろう。

　それどころか、ヴァリスの平原で相手の命を奪いあっている今も、友情を感じているに違いない。

　ベルドは人々の不安をあえて具現化する道を選び、魔王となった。

　ファーンはそれと反対の道を選び、聖王たらんとした。

　両者がぶつかりあうのは必然であった。

　そして、両者が滅びるであろうことも……

　ロードスの歴史のなかで、英雄の時代が終わろうとしていることを、マーファの最高司祭は感じていた。

「あなたがたを超える英雄なんて、もはや現れないでしょうから。そしてロードスの人々は、人間を超える英雄を求めないでしょうから。たとえ英雄の名声を得ても、それは人々に不安を与えるだけ……」

　英雄の次の時代を担うのは、二人の英雄の一騎打ちの場に立ち会っている者たちだろう。

　英雄たちの最期を見届ける役割を与えられ、彼らはどのように感じ、どのように行動するのであろう。

　それでもあえて英雄たらんとするか、それとも異なる生き方を選択するか。

　ともあれ、両雄の戦いはまもなく終わる。

「さようなら、ベルド。さようなら、ファーン……」

　マーファの最高司祭は、鏡に向かって呼びかけ、鏡の魔力の発動を止めた。

　そして心のなかで、二人をよろしくと、一人の女性に向かって呼びかけた。彼らのことは、もはやその女性の役割であるはずだから……







　激しい戦いは永遠に続くかと思われた。

　ファーンの聖剣とベルドの魔剣は、幾百も撃ち合い、魔力の火花をその度ごとに宙に散らした。

　剣の腕は五分、そして剣の魔力もまた五分。二人の英雄は、お互いの体力と技力、そして精神力の限りを尽くして戦った。

　それはただの殺し合いではなく、完成された競技を見ているようでもあった。

　その場にいた者たちは、息をするのも、瞬まばたきをするのも忘れて二人の対決を見守っていた。

「どうした、息があがってきたぞ……」

　ベルドがファーンにしか聞こえぬ声で呼びかけた。

「貴公が簡単にくたばってくれんからだ。わたしは正しく年老いているのだ。あの頃と同じにしないでもらいたい」

　ファーンも剣を合わせる間に、短く答えた。
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　この日が来ることは、ファーンは承知していた。そして心のどこかで、それを望んでいたようにも思う。

「観客たちは十分に満足しただろう。そろそろ、決着をつけるとするか」

　ベルドがふたたび小声で、ファーンに呼びかけた。

「承知……」

　ファーンはうなずく。

　技術の限りを尽くしても、お互いに相手を倒すことはできなかったのだ。

　そしてこのまま体力勝負を続けていては、勝機は絶対にない。

　二人の英雄はいったん距離を置き、そして電光のように踏み出した。

　ファーンが横からの偽攻をあえて空振りさせ、そのまま身体を一回転させると、剣を縦に振り下ろしたのである。

　前に踏み込もうとしていたその一撃は、ベルドの肩に深く食い込んだ。

　しかしファーンが思っていたより、その一撃に力が入っていなかった。老いであろう。

（しかし勝ったのは、わたしだからな……）

　ファーンは心のなかでベルドに呼びかけた。

　そして次の瞬間、彼の心臓を、黒き刃の大剣が、〝魂砕き〟たる魔神王の剣が貫いていった。

「あんな剣を隠していたとはな……」

　ベルドは苦痛に耐えながら魔神王の剣をファーンの身体から抜いた。

（このぐらいのことで、砕けるような魂ではあるまい。オレに勝ったということを、あいつに自慢してやるといい）

　おそらく、ファーンはベルドの戦い方の癖を知っていたのだ。

　魔神戦争のおりには、隣り合って戦ってきたのだから、それも当然かもしれない。

　しかし、稽けい古こで剣を合わせるときには、その癖を突いてくるような真似は、一度としてしなかった。

　いつも正面から向かってきて、剣を合わせるのを楽しんでいるように、いつまでも剣を撃ち合ったものだ。

　そして、この最強の戦士は、正面から戦って、誰にも負けなかったはずだ。

　奇襲をかける必要など一度もなかっただろう。

（オレと戦うときのために、用意していやがったな）

　ベルドは心のなかで吐き捨てた。

　肩の傷は決して浅くはない。このままでも戦いつづけられようが、いつもと同じとはゆかないだろう。

（おまえが、オレの最後の相手となるのか？）

　一騎打ちが終わり、それを見守っていた者たちのあいだで、乱戦が始まっていた。その隙をついて、砂漠の王国フレイムの王が向かってくるのが、ベルドの目に入ってきた。

　ベルドも噂には聞いていた。だが、さほど関心は抱けなかった。

　おそらくは優れた戦士で、優れた為政者でもあるようだ。そして人の心を摑つかむ魅力にも富んでいるらしい。

　その噂が、真実なら立派な国王となろう。あるいは、次の時代のロードスは、この男が中心となるのかもしれない。

　自分がいなくなった後のことは、ベルドにとっては、どうでもいいことなのだ。

「しかし、いくら手負いとて、貴様ごときに負けはせん」

　ベルドは魂砕きを片手に持ち替え、悠然とフレイム王を迎え撃った。

　そして、この傭よう兵へい王と猛烈な一騎打ちを演じる。

　しかし、ファーンと戦っているときのような高揚感は微み塵じんも感じなかった。

　傭兵王の剣の技量が劣っていたからではない。

（もはや、オレの戦いは終わったということか……）

　魔神王と戦い、ファーンと戦い、自分にとって、もはや戦うにたる相手がいなくなったのかもしれない。

　それでも、ベルドは戦いつづけるつもりでいる。この命が尽きる瞬間まで……

　ベルドは片手ひとつで砂漠の傭兵王を押し込んでいった。

　そして勝利が見えたと思ったとき──

　いずこからともなく飛んできた矢が、ベルドの魂砕きを持つ腕に突き刺さったのである。そしてその矢や尻じりには即効性の毒が塗りこめられていたのか、痛みではなく痺しびれにも似た感覚が走った。

　ベルドは砂漠の傭兵王の顔を見た。

　そして真実を見抜き、笑みを浮かべた。

　だが、それはこの男に対する嘲あざけりの笑いではない。

　最期とはこういうものなのかと思うと、おかしくてしかたがなかったのだ。

　次の瞬間、暗黒皇帝ベルドの首は笑ったまま宙を舞っていた。

　そしてベルドの意識は、深い闇へと落ちていったのである──







　そこには闇があった。

　否、闇しかなかった。

　闇は光なき場所なのではない。

　闇は光と同じく実在である。

　誰も気づくことがないゆえ、そう思われているに過ぎない。

　闇はゆらめき、うねり、発生と消滅を常に繰り返している。

　闇は無限の可能性にして、永遠の自由、究極の平等であると、暗黒神ファラリスの信者は解く。

　対して、光は法と秩序の象徴である。

　至高神ファリスの司祭は、光こそが絶対であるとする世界が存在しうると説く。

　光を絶対なるものとして、すべてを相対とすれば、森羅万象は体系化され、神の真実が明らかになるのだと……

　遠くから呼びかけてくる声がする。

　ベルドという名を、繰り返し呼んでいる。

　闇と同化しつつあったひとつの意識が、その呼びかけに応こたえるように形を持ちはじめる。

（誰だ、おまえは？）

　近づいてくる意識を感じて、ベルドは問いかけた。

（オレはもう死んだのだ。闇のなかに消えてゆくというのも、そう悪いものではなかったというのに……）

（そうはさせるものですか。わたしは今こそ神の啓示を果たすのですから）

（神の啓示だと？）

　ベルドの意識が憮ぶ然ぜんとして問い返す。

（そう言って、このオレの尻しりを蹴けり飛ばしてくれた女がいたな……）

　忘れるはずのない名前だったように思う。

　しかし死んだのだから、すべてを忘れてもおかしくない。名前を呼ばれるまで、自分自身の存在さえ意識していなかったのだから。

（死んだら虚無となる。オレは暗黒神の信者だからそれでいいのだ）

（暗黒神の信者ですって？　心にもないことを。あなたにとって神とは信じるものでも仕えるものでもなかったでしょう。神が目の前に現れたとしたら、光の神々であれ、闇の神々であれ、戦わずにはおられないくせに）

（口やかましい奴やつだな。オレがどんな生き方をしようとおまえには関係あるまい）

（関係はあるわ。だって、わたしはあなたの女なのだもの）

（オレの女？）

　抱いた女など、数えきれないほどいる。

　名前など、生きているときでさえ覚えていたかどうか怪しいぐらいだ。

　しかし、心の底からそう呼んだ女は、一人しかいない。

（フラウスか！）

　その名を思い出したとき、光が闇を照らし、闇は実体を失った。

　闇のなかでは形など無意味だが、光のなかではそうもゆかない。

　ベルドは仕方なく己の意識にふさわしい姿をとった。

　そして光のなかに浮かんでいる娘の姿を見た。その背には輝く翼が生えている。

（何をしにきた？）

　ベルドは問い返した。

（その翼は魔神王から奪って、洗濯でもしたのか？）

（死んでも、口の悪さは変わらないものね。もっとも、それはわたしもだけど……）

　フラウスは笑顔を見せると、ベルドの側そばに近づき、その手を握った。

（だから、何のために来たんだ？　ここは、おまえが来るところじゃないだろう。ファリスの天国とやらで、ファーンの老いぼれた姿を見て、笑ってやればいい）

（誰が老いぼれだ？）

　ベルドが名前を呼んだためか、もうひとつの意識が姿を現した。

　しかし、その姿は一騎打ちを演じた老人のそれではなく、魔神王の迷宮に共に挑んだ壮年の頃の彼の姿であった。

（おまえまで、こんなところにいるのか？）

（フラウス殿を案内してきただけだ。貴公と死に場所が同じであったからな）

　ファーンが憮然とした表情で答えた。

（さあ、行くぞ。この場にとどまっていれば、闇に飲まれる。おまえのような人間は、本来なら辿たどり着けんところに行くのだからな。フラウス殿に感謝しろ。フラウス殿は、そのために天の使い──魂の導き手となられたのだからな）

（おまえたち、まさか、オレにファリスの御み許もとへ行けというのか？）

　ベルドは驚きの声をあげた。

（当たり前でしょ。あなたは魔神王を倒し、ロードスの人々を救ったのだから……）

（だが、オレは、数多くの人間を殺した。その罪はどうなる？）

（偉大なる至高神は、すべての罪をお許しになります。ただ、邪悪なる魂を迎えることはない。あなたの魂は邪悪ではなく、汚れてもいないわ。ただ、あなたは自ら欲して闇に堕ちようとした。あなたほどの魂を、暗黒神が手にしたとしたら、どうなると思う？）

（オレは神官ではない。今し方、おまえが言ったことだろう）

　フラウスの謎かけめいた問いに、ベルドは不機嫌に答えた。

（魔界に転生し、魔神になるのだ。そしておまえほどの魂だ。魔神の王にもなれよう……）

　フラウスに代わって、ファーンが答えた。

（あの迷宮で、おまえが倒したのは、おまえ自身であったのかもしれんぞ）

（つまらない冗談だな……）

　ベルドはそう言いながらも、楽しそうに笑った。

（話は、あとでゆっくりとね。わたしたちはもう、死すべき定めの者ではないのだもの……）

　フラウスはベルドとファーンに呼びかけると、二人の手をそれぞれ取り、静かに天を目指した──







「眠っておられたのですか？」

　静かな声で訊たずねられ、神聖王国ヴァリスの王女である娘は、涙を拭ぬぐいながらうなずいた。

　娘の名は、フィアンナ。

　彼女は今、黒いドレスに身を包んでいた。

　声をかけてきたのは、ファリス神の司祭エトである。

　そのとき、弔いの鐘がひとつ響いた。

「間もなく御父君の……ファーン王の葬儀がはじまります」

　エト司祭はフィアンナを気遣いながら、その手を差し伸べた。

　フィアンナは父の棺ひつぎにすがりついたまま、泣き疲れて微睡まどろんでしまったのだ。

　父の死の知らせを聞いてから、一睡もしていなかったから。

「……父の夢を見ました」

「ファーン王の？」

　フィアンナの言葉に、エト司祭は表情を硬くした。

「どのような夢だったのですか？」

　エトは静かに訊ねた。

　フィアンナの表情から、その夢が決して悲しい夢ではないとわかったから。

「父様が天に召される夢でした。父様のもっとも仲のいい御友人たちと……」

　フィアンナはふたたび涙を流しながら、しかし僅わずかな笑顔を見せて言った。

　そしてエト司祭に、夢の内容をつぶさに語っていったのである。

　そのときの王女の話は、聖フラウスの伝記の付章として、後世の人々に長く語り伝えられることになる……
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　恵みの太陽が、大地を照らしている。

　その光を浴びて黄金色に輝く小麦畑のなかの道を、一人の若い騎士が従者に手綱を取らせて、ゆっくりと馬を進めていた。

　アダンから続く、荷馬車の轍わだちが刻まれた細い農道である。

　道の両脇や轍のあいだには、野草が競いあうように生い茂り、淡い色の小さな花を咲かせていた。

　野草を踏み潰つぶさぬよう、若い騎士は馬にも従者にも轍のところを歩かせている。

　騎士の名は、アレン。神聖王国ヴァリスに仕えている。

　彼は今年で十八。馬上トーナ槍試合メントで落馬した際に、腰を悪くした父に代わって先月、爵位を継ぎ、この一帯の領主にもなった。

　国王ワーレンや有力貴族への挨あい拶さつなどのために、アレンは王都ロイドの街に半年ほど滞在し、帰ってきたのは数日前である。

　もうすぐ小麦の収穫がはじまる。農夫たちにとっても、領主にとっても、忙しい時期となる。

　ここ十年というもの、ヴァリスは気候も穏やかで、治安にもいささかの乱れもない。しかし、だからといって、領地の巡回を欠かすわけにはゆかぬ。

　領民を守ることこそ、領主としての務めである。一族の者は王都に常駐し、次の次の国王を目指せというが、アレンにはまだ、その意志はない。

　王都ロイドには悪徳や欲望、そして退廃の兆しがある。

　そんななかで暮らすのは、彼の望むところではなかった。

〝百年に一人の騎士〟と讃たたえられるファーン卿きようが国王になれば、王都の事情も変わるはずだと、アレンは思っている。

　王都に詰めて、国政に参加するのは、それからで十分だ。

　狂王ワーレンやその愚行を許している側近たちに仕えるつもりはない。

　それまでは、領地を治めることに全精力を注ぐつもりでいる。

　自分が領主を継いだことを領民に実感してもらうためにも、彼自身が自分の領地を熟知するためにも、領地の巡回はもっとも効果的であるはずだった。

　やがてアレンは、この一帯の土地を所有する農園主の館やかたのところまでやってきた。

　彼の領地のなかでも、いちばんの大地主で、使用人の数も三十人を超えている。

　その使用人たちは館の庭や物置などで、小麦の収穫に備えての農具の手入れや、家畜の世話などで忙しく働いていた。

　農園主もその陣頭に立って、使用人たちを励ましている。

　アレンの姿を認めて、人々は笑顔を浮かべ、深く頭を下げてきた。それは、先代である父が領地をうまく治めていたことの証あかしだといえた。その統治を引き継ぐことこそが大切なのだと、アレンは自らに命じている。

　アレンは馬から降りると、人々に笑顔で挨拶を返した。

　全員が知った顔である。父はこの日に備えて、領地の巡回のときには、必ずといっていいほど、アレンを同行させていたからだ。

　しかし、ただ一人だけ、初めて見る顔があった。

　十二、三歳ぐらいの少女である。

　少女はたった一人で飼い葉を桶おけに入れ、家畜小屋とのあいだを行き来している。

「あの少女は？」

　アレンは従者に訊たずねた。

「両親が亡くなったとかで、御領主様が王都でお務めのあいだに、この農場にひきとられてきた娘です。何か、お気になることでも？」

「いや、そんなことはない。ただ美しい娘だと、思っただけだ……」

「あの娘がですか？」

　主人の言葉に、従者は思わず、首をひねった。娘は瘦やせ細っていて、髪も肌も泥にまみれている。着ている衣服も粗末なもので、破れや綻ほころびをいくつも接つぎ当てていて、畑に立つ鳥避けの藁わら人にん形ぎようのごとくであった。

「王都には、いくらでも美しい女性がおられましたでしょうに……」

「衣服や装飾品では、肉体を飾ることはできても、魂を高めることはできない。あの娘の瞳ひとみは、いかなる宝石よりも力強く輝いているではないか」

「はぁ、左様で……」

　主人の言葉に、従者はあいまいな答を返した。

　若き主人は、敬けい虔けんなファリスの信者で、聖騎士の鑑かがみともいうべき高潔な人格をそなえている。それゆえに、世俗のことには疎いのかもしれないと、従者は思った。

　アレンは馬から降りると、この農園の主人であるヘレムに挨拶を送る。

　そして従者は、若き領主の馬を杭くいに繫つなぐ。すると、先ほどの少女が無言でやってきて、飼い葉桶と水桶とを置いてゆく。

（こんな娘が、美しいとはね）

　薄汚れた少女を横目で見ながら、従者が首をかしげる。その瞳も、彼の目にはまったく普通にしか見えなかった。
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　アレンは農園主のヘルムから昼食を一緒にとの申し出を受け、快く承諾した。

　そして館に入り、食堂に移る。

　午前の仕事を終えた使用人たちも入ってきて、それぞれの食卓に腰を落ち着ける。

　この農園主は、使用人たちも家族同然に扱っているのだ。

「父君の具合はいかがです？」

　向かいの席に座ったヘルムが、アレンに訊ねた。

「だいぶ回復いたしました。杖つえをつけば、歩けるようにもなっています」

「それは、なによりです」

　若い領主の言葉に、ヘルムは安心したようにうなずく。

「いろいろと大変でしょうが、わたくしどももできるかぎりの協力はいたします」

「お願いいたします」

　アレンは軽く頭を下げる。

「まもなく収穫です。今年は豊作ゆえ、問題なく税を納められます。御領主様にも神殿にも……」

「それはなによりです」

　アレンは答えると、ふと思いたって視線を巡らせた。

　領主である彼がいるので、食堂に集まった使用人たちは緊張しているのか、ほとんど言葉がない。そして、彼が探し求める姿はなかった。

「先ほど飼い葉を運んでいた少女の姿が見えないようですが……」

「フラウスのことですか？」

　ヘルムは意外そうな顔をして、訊ねかえした。

「最近、ここに引き取られた娘と聞きました」

「それなら、フラウスに間違いありません。あの娘が、何か粗相でもいたしましたか？」

「そのようなことはありません。彼女の瞳の輝きに魅せられたのです」

「瞳の輝き……ですか？」

　若き領主の言葉に、働き盛りの農園主は、呆ほうけたような表情になった。

　彼自身はあの娘の瞳には、それほど強い印象は抱いていなかったのだ。

「はい、とても強い輝きに思えました」

　アレンは静かにうなずいた。

　そして、

「どういう素性の少女なのですか？」

　と訊ねる。

「わたしの遠縁にあたります。父親が五年前に亡くなり、母親も先月、病で亡くしまして、引き取ることにしたのです」

「それは、不ふ憫びんな……」

　アレンはつぶやく。

　しかし、そんな不幸にもかかわらず、あの少女の魂の輝きは曇ることはなかったのだろう。

「それで、ここにいないのは？」

「フラウスはこの部屋での食事を禁じているのです。今は、家畜小屋で暮らしております」

「家畜小屋……ですか？」

　アレンは驚き、わずかに身を乗りだす。

「それは、どうしてでしょうか？」

「あの娘が罪を犯したからです」

「罪を、犯した？」

「ええ、噓をついたのです。戸締まりを怠り、羊を一頭、逃がしたのを、魔物のせいだなどと言いまして……」

「それが噓だったのですか？」

「決まっています。魔物など、そうそう現れるものではありませんからな。それに血の痕あとなどもありませんでしたし」

「そうですか……」

　アレンはとりあえずうなずいたが、それだけの理由で、彼女が噓を言っていると決めつけていいものか、と内心では疑問に思った。

　万が一、本当に魔物の仕業だったとしたら、ふたたび襲いかかってこないともかぎらないのである。

（フラウスなる娘に訊たずねてみよう）

　と、アレンは心に決めた。

　そして彼は、農園主との食事を早めに切り上げると、表へと出て、家畜小屋に入った。

　糞ふん尿にようの臭いが鼻をつく。

　フラウスはこの小屋で寝泊まりし、食事もさせられているということだった。

　噓をつくということは、ファリスの教義では確かに罪である。農園主のヘルムは熱心なファリス信者だから、罰を与えたことを責めるわけにはゆかない。

　しかし、アレンには、あの娘が噓をつくとは思えなかった。そんな少女が、あのような瞳ひとみの輝きを持つはずがない。

　アレンは薄暗い家畜小屋のなかを歩き、娘の姿を探し求めた。

　そしていちばん奥の藁わらを積んだところに、地面にひざまずく彼女の姿を見つけた。

　粗末な食事の入った鉢を前に、祈りを捧ささげているようだ。

　アレンが近づいてくるのも気づかないほどに、彼女は一心に祈っていた。食事にはまだ手がついていない。

　邪魔をしてはいけないと思い、アレンは娘が祈りを終えるのをじっと待った。

　しかし、食前の祈りとは思えないほどの長い時間、彼女の祈りは続いた。

　ようやく祈りを終えて、食事に向かおうとしたとき、娘はアレンに気がついたらしく、顔を向けてきた。

「君がフラウスだね」

　領主は笑顔で声をかける。

「あなたは？」

　首をかしげるような仕草を見せながら、少女が訊ねてきた。

「わたしは、アレン。この一帯を治める者だ」

「御領主様……」

　フラウスはつぶやくように言うと、静かに頭を下げた。

　だが、その表情はまったく変わらない。緊張も恐れも感じられなかった。

「わたくしに何か御用ですか」

「用はない。ただ、君に訊ねたいことがあって来ただけだ。家畜が魔物に襲われたと、君は言っていたらしいが……」

　アレンの言葉を聞いて、フラウスは表情を硬くした。

「そのことなら、すでに御主人様から罰を受けてます」

「わたしは君が噓をついたとは思っていない。先ほどの長い祈りを見て、確信ができた」

「わたくしを信じてくださるのですか？」

　フラウスは驚いたような顔をする。

「もちろん、信じるとも。だから、話してくれないか。魔物が領内にいるというのは、由々しきことだから」

「分かりました……」

　フラウスは笑顔でうなずくと、そのときの様子を語りはじめる。

　彼女は胸が締めつけられるような感覚に襲われ、夜中に目を覚ましたのだ。

　そして家畜が騒いでいるのに気づいて、表へと出た。そして彼女がそこで見たのは、羊を小脇に抱えた巨大な人影だったという。

「すぐに御主人様に御報告したのですが、家畜小屋の戸締まりを忘れたからだろうと叱しかられて。家畜の世話は、わたしの仕事だから……」

「なるほど、な」

　アレンは深くうなずく。

　確かに、領内に怪物が現れたことは、父の代からも一度としてない。戸締まりを忘れて、羊が逃げたということのほうが、可能性としては遥はるかに大きいだろう。

　しかし、アレンには、フラウスの説明は、筋が通っていると思えた。

「噓を言ってないと、御主人様にもっと訴えていたら、罰は受けずに済んだかもしれなかっただろうに」

「御主人様に信じてもらえなかったのは、わたくしのせいですから。それに、たとえ罰を与えられようと、神様はすべてを御存じですから……」

　フラウスは真剣な顔をして、そう言った。

　アレンは彼女の言葉に、思わず胸を打たれた。

「魔物は、まだ近くに潜んでいるかもしれない。わたしが探しだし、討ち果たしてみせよう。そうすれば、君が噓を言っていなかったと分かってもらえる」

　アレンはフラウスの肩に手をおいて言った。

「わたくしのことはいいです。しかし、魔物は退治してください。あの魔物は、間違いなく邪悪な存在ですから……」

　まるで、ファリス教団の神官のような言葉だった。

（この娘はファリス神殿で修行を受けさせるべきかもしれない……）

　アレンは思った。

　だが、神殿で修行を受けるためには、多額の寄進が必要となる。裕福な家の子弟だけが、ファリスの神官になれるのだ。

　そのためか、神聖魔法を唱えられる本物の聖職者は減りつつある。

　王国だけでなく、ファリス教団もまた腐敗しているということだ。

　ジェナートという高司祭が、教団を改革するために努力しているが、その成果はなかなかあがっていないと聞いている。

「今からでも、魔物が潜みそうな場所を調べてこよう」

　そうフラウスに約束すると、アレンは家畜小屋を後にした。
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　アレンは、約束のとおり、いったん自分の屋敷に戻ると、戦支度をして、魔物を探しだすべく、ふたたび馬にまたがった。

　従者にも長柄ポールの武器ウエポンを持たせて同行させる。

「本当に怪物が、領内に現れたのでしょうか？」

　あきらかに疑っている表情や声で、従者が訊たずねてきた。

「わたしはそう確信している。しかし、もしも怪物がいなかったとしたら、それはそれで何の問題もないだろう」

「それは、その通りですが……」

　従者は不満そうに言った。

「領民の安全を守ることこそ、領主の務め。そのために、労を惜しむわけにはゆかないのだ」

　アレンは強い決意をこめて言った。

　それは従者に説明しているのではなく、自らに誓いを立てるための言葉であった。

　そしてアレンは言葉どおりに実行する。

　領内にある林や丘など、怪物が身を隠すことができそうな場所をくまなく調べてゆく。

　そうして一日が終わり、二日が過ぎた。しかし、魔物は見つけだせなかった。

　それでも、アレンはあきらめることなく、捜索の範囲を更に広げ、またすでに調査した場所も、もう一度当たってみる。

　そして五日目を迎えたとき、アレンはヘレムの農園からさほど離れていない林のなかで、ついに魔物を発見したのである。最初の日に探した場所だった。ただ単に、見つけそこねたのか、調べたあとに移動してきたものか。

　魔物は食人鬼オーガーであった。

　人肉を好んで食べる巨人族の邪悪な末まつ裔えい……

　危険すぎる魔物である。何としてでも、排除しなければならない。

「妖よう魔まを食いつくして、里に降りてきたか」

　アレンはつぶやくと、剣を抜いて怪物に向かってゆく。

　オーガーは普通、犬頭鬼コボルトや赤肌鬼ゴブリンといった妖魔の群と共生している。繁殖力の旺おう盛せいな妖魔の赤子を餌にして、群が大きくなりすぎないように調整役を果たすのだ。群が外敵に襲われたときには一応、先頭に立って戦う。

　しかしそれは、崇高な義務感からではなく、自分の食料を守るためだ。

　その意味では、オーガーは妖魔たちにとって君主である。恐るべき暴君というしかあるまいが。

　疫病や食料不足などの理由で繁殖力が低下すると、妖魔の群はこの暴君に食い尽くされることになる。

　そしてオーガーは新たな妖魔の群を探しだすか、危険を冒して人里に現れるのである。

　目の前にいるオーガーも、そんな理由でやってきたのだろう。

「本当にいたとは……」

　従者は驚きの声を洩もらしながらも、鉾ハル槍バードを構えて続いた。

　人間の姿を認めて、オーガーは大気を震わさんばかりの大音量で怒りの声をあげる。

　この怪物にとって、人間は憎むべき敵であり、そして好物でもあるのだ。

　オーガーは棍こん棒ぼうを手にしており、黄ばんだ歯を剝むきだしにする。

　そして戦いがはじまった。

　従者がハルバードで牽けん制せいするなか、アレンは魔物の正面に立つ。

　恐るべき勢いで、オーガーは棍棒を振るってくるが、若き聖騎士はその軌道を冷静に見極め、身をかわし、あるいは楯たてや剣で受け流す。

　実戦はこれが初めてだったが、恐れはまったくなかった。幼い頃から父親に厳しく鍛えられたおかげである。

　アレンはオーガーの攻撃をかわしながら、隙を見て反撃を仕掛け、魔物に手傷を負わせていった。

　どす黒い血がほとばしり、オーガーは苦痛に身をよじり、咆ほう哮こうをあげる。

　魔物が怯ひるんだと見て、アレンはさらに攻勢にでる。

　それを好機と見て、従者がハルバードの鉤かぎの部分を使って、怪物の足をひっかけた。

　しかし、オーガーを倒たおすことはできず、反対にその怪力で引っ張られ、魔物のほうに転げてしまった。

　従者は悲鳴をあげて、逃れようとしたが、そこに怒り狂ったオーガーの棍棒が振り下ろされた。

「いけない！」

　アレンは従者を庇かばおうと、楯を使って、その攻撃を受け止めた。

　しかし、体勢が悪かったので、衝撃を完全には吸収することができなかった。

　楯を持つ手に激痛が走り、アレンは楯を取り落とした。

　その痛みに耐えながら、アレンは剣を真横に振るう。

　手て応ごたえがあって、剣の刃はオーガーの腹部を切り裂いた。

　内臓まで達しないほどの浅い傷だったが、オーガーはその痛みに屈したらしく、背を向けて逃げだした。

「ま、待て！」

　アレンはあわてて追いかけようとしたが、左手の痛みのために、動くのが遅れた。

　しかも、重い鎧よろいを着ている。とてもではないが、追いつけそうになかった。

　馬は林に入るところで、置いてきている。

「走れるか？」

　アレンは地面に転がったままの従者に訊たずねた。

「な、なんとか……」

　若き主人の言葉に、従者は全身を震わせながらも、そう答えた。

「魔物を追いかけてくれ。どちらへ向かうか、確かめるだけでいい。わたしは馬のところへ戻るから」

「し、承知しました」

　従者は答えると、ハルバードを拾いなおし、オーガーが走り去っていった方向に駆けだしてゆく。

「頼んだぞ！」

　アレンは言うと、馬を置いてきた場所に全速で向かった。

　そして馬上の人となる。

　左腕には痺しびれが残っており、ほとんど片腕だけで、馬を操る。

　アレンは林のなかに乗り入れ、木々の隙間を縫って、オーガーと従者の後を追いかけて、馬を進めた。

　そして林を通り抜けたところで、従者の姿を認めた。

「領主様！」

　従者が息を切らせながら、呼びかけてきた。

「魔物はどちらに向かったか？」

「丘を越えて、走り去ってゆきました」

「丘の向こうに？」

　アレンの目の前には、牧草が生い茂る丘がある。そしてその向こうは、ヘルムが所有する農園の敷地だった。

「いけない！」

　アレンは声に出して、馬に拍車を入れた。

　そして全速で馬を走らせる。手負いのオーガーが、農園で働く人々と出くわしたら、最悪の事態になりかねない。

　アレンの脳裏に、ふとフラウスの姿が過よぎった。
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　フラウスが家畜小屋の掃除を終えて、新しい寝ね藁わらを運びこもうと思ったとき、その悲鳴は起こった。

「化け物だ！　化け物が襲ってきた！」

　突然の悲鳴に、少女は不思議そうに首をかしげながら、寝藁を集めるために手にしていた鋤すきをしっかりと握る。

　畑で仕事をしていた農夫たちが叫び声をあげながら畦あぜ道みちを走ってくる。

　そして少女は、彼らの背後に巨大な人型の怪物の姿を認めた。

「あれは、あの夜の……」

　羊をさらっていった魔物に違いないと少女は思った。

「フラウスも早く逃げるんだ！」

　すれ違ってゆく農夫たちが声をかけるが、少女はその場から一歩も動かなかった。

　そして鋭く尖とがった農具の先端をまっすぐ魔物に向ける。

「わたしは逃げない。あんな邪悪な魔物には、もう何も与えるわけにはゆかないもの……」

　少女は、つぶやく。

　それは、誰かに向かっての言葉ではなかった。
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　しかし──

　次の瞬間、少女はその青い瞳ひとみをいっぱいに開いた。それから天を仰ぐと、微笑を浮かべてうなずいた。

　そのあいだにも、巨大な人型の魔物は猛烈な勢いで迫ってくる。

　その手には、農夫が置き捨ててあったのを拾ったものか、麦の刈り取りに使うための大鎌が握られている。

　そして麦穂のごとく少女の首を刈りとらんと大きく振り上げた。しかし、少女と目が合った瞬間、石化したかのように動きを止める。

　少女もまた動かない。鋤を構えたまま、まばたきもせず、魔物を見つめている。

　人ひと喰くいの魔物と少女は、そのまま一対の彫刻になったように対たい峙じしつづけた。

　若き領主アレンが駆けつけてきたのは、そのときであった。




「フラウス、下がるんだ」

　声を限りに叫ぶと、アレンは馬から飛び降りた。

　左手の痺れは取れたが、動かすと激痛が走る。おそらく、骨にひびが入るぐらいはしているのだろう。

　楯は林に捨ててきているので、どちらにせよ、右手の剣だけで戦うことになる。

　しかし、オーガーも手傷を負っている。たいした不利ではないと、アレンは自分自身を鼓舞する。

　それにしても、とアレンは心のなかでつぶやく。

（この少女は、なぜ逃げようとしなかったのだろう。そしてオーガーはなぜ、彼女を襲わなかったのだろう）

　疑問が心を過よぎったが、すぐにそれを頭のなかから追いやって、アレンは戦いに集中する。

　オーガーはアレンを振り返ると、手傷を負わせた男だと気づいたのか、大声で吠ほえた。

　そして手にしている大鎌を振り上げる。

　大鎌の刃は鋭く、また重い。その一撃を受けたら、アレンが身に着けている金属鎧をも、簡単に貫くだろう。

「当てられなければいい！」

　アレンは気合いの声をあげた。

　そして剣で斬りかかってゆく。

　オーガーも大気を切り裂かんばかりに大鎌を振り回す。

　激しく、長い戦いとなった。

　アレンはオーガーの攻撃をかわしながら、剣で斬りつけ、払い、突きを入れる。

　怪物の傷は増えてゆくのだが、強きよう靭じんな生命力を持つ巨人族の末まつ裔えいだけに、その動きはなかなか鈍らない。

　楯がないので、怪物の攻撃を受け流すこともかなわず、アレンは致命的な一撃から身をかわすため、細心の注意を払い、また大きく動くしかなかった。そのため、心身に疲労が蓄積していった。

（このままでは、身体が動かなくなる）

　そんな不安にかられたアレンは、勝負に出ることにした。

　大鎌の攻撃を身をかがめてかわすと、剣先を突きだして、オーガーに身体ごとぶつかっていったのだ。

　狙いは違たがわず、アレンの剣は、オーガーの胸板を貫く。

　急所を突いたとの手て応ごたえを、若き聖騎士は感じた。

（仕留めたぞ！）

　アレンは心のなかで、快かい哉さいの声をあげた。

　だが、その瞬間、脳天に大きな衝撃が走った。

　目の前が真っ暗になり、意識が薄れてゆく。何が起きたのか彼にはまったくわからなかった。

（わたしは、死ぬのか……）

　腰がくだけたようになり、アレンは地面に倒れた。そして、そのまま意識が途切れ、彼は深い闇のなかに落ちていった。




　アレンがふたたび意識を取り戻したのは、暖かい光に包まれたような感覚を揺り起こされてのことだった。

　ゆっくりと目を開けると、少女が微笑んでいた。

「フラウス……」

「魔物は滅びました。すべて、領主様の力です」

　傷の痛みは、ほとんど感じない。左手を動かしても、もはや痛みを感じない。

「わたしは、オーガーの一撃を受けたのではなかったか？」

「はい、オーガーが最後の力を振り絞って、あなたの頭に拳こぶしを振り下ろしたのです。それで意識を失われて……」

「だが、痛みはほとんどない。頭にも、そして骨が折れたはずの左手にも……」

　アレンはそう言って、不思議そうに自分の左手を見つめる。

　手を握ったり、開いたりしてみても、まったく平気だった。

「もしかして、あなたが？」

　はっとなって、アレンはふたたび少女を見つめる。

　神聖魔法を、癒しの奇跡、を彼女は使ったのに違いない。

「あなたは、聖女であられたのか」

　しかし、アレンにとって、それは驚きではなかった。少女の瞳ひとみの輝きに感じたのは、聖女としての資質であったのだ。

「わたくしが、聖女？」

　アレンの言葉に、少女は不思議そうな表情を浮かべた。

「わたくしは、ただ領主様に目を覚ましてほしいと神様に祈っただけです」

「それゆえ、わたしの傷は治った。それこそ、神の奇跡。そしてあなたが聖女であることの証あかしです」

　アレンはいったん立ち上がると、その場でひざまずき、少女に向かって恭しく頭を下げた。

「わたくしが聖女……」

　少女は信じられないというように、つぶやく。

「だったら、わたくしはここにはいられない。神様との約束を果たさないと……」

「ファリス神と約束をかわされたというのですか？」

　少女のその言葉には、アレンはさすがに驚きを隠すことができなかった。

　フラウスという少女は、ただ神の声を聞いただけではない。神から啓示を、おそらくは何かの試練を授けられたのだ。

「いかなる約束なのでしょうか？　差し支えなくば、お聞かせください」

「このロードスは近く、大きな戦乱に包まれます。その戦乱を鎮め、この島に平和をもたらす英雄を探し出せと。そして、その英雄を閉ざす、深い闇から光の下へ導かなければ……」

「それは真まことですか？」

　少女の言葉が意味している内容は、あまりにも重要で、アレンは我が耳を疑ったほどであった。

　ロードスを包む大戦。

　その大戦を鎮め、平和をもたらす英雄。それは、この島を統一する王の出現を予感させる。そして、その英雄を閉ざす闇とは、いったいいかなるものであろうか。

「わたくしは噓は申しません。御領主様は、信じてくださるでしょう」

　微笑みながら答えた少女の言葉に、アレンは自らを恥じた。

　自分の理解の範はん疇ちゆうを超えたとき、人は相手の言葉を否定しようとするのだろう。

（農園主を責めることなどできないな）

　心のなかで、アレンはつぶやいた。

「残念ですが、わたしが英雄ではありますまい。しかし、微力ながらも、あなたの手伝いをさせてください」

「ありがとうございます」

　フラウスはそう言って、わずかに頭を下げた。

「それでは、わたくしを王都のファリス大神殿に連れていってください。わたくしはまだまだ未熟ですから、もっともっと修行をしないと。来るべき運命に備えて……」

「承知いたしました……」

　聖女に助力できるという喜びに、アレンの心は震えた。

　そして彼自身も、その運命に備えようと心に誓う。




　ロードスに魔神デーモンが解放され、壮絶な大戦がはじまるのは、それから五年の後である──
















　幻影の王子
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　獲物は子馬ほどはあるかという巨大な猪だった。

　軍馬に跨またがった五人の騎士が、馬上槍ランスを片手に大猪を追い立てている。

　土煙がもうもうと舞いあがるのが見える。

　蹄ひづめの音と騎士たちの怒号が、聞こえてくる。

「どうだ、勇壮だろう」

　神聖王国として知られるヴァリス国王ワーレンが言った。話しかけた相手は、まだ幼い少年だ。ワーレン王のただひとりの王子アレスである。

　王子が生まれたのは十年前。そのとき、ワーレンはすでに五十を過ぎていた。

　真剣なまなざしでうなずく王子を、ワーレンは目を細めて見つめた。

　狩りは戦の訓練でもある。神聖王国を守護する礎いしずえが神聖騎士であり、その束ねが国王なのだ。至高神ファリスの威光を高め、邪悪を討つこともその使命とされている。武術の鍛錬を、おろそかにはできぬ。

「どれ、わしも行くとするか」

　国王は、側近の騎士から銀色に輝くランスを受け取った。そして、長大な金属製の槍やりを軽々と小脇に抱えると、愛馬に気合いをつけた。

「おまえも、立派な騎士となれよ。そして、至高神フアリスに仕える聖女を妻に迎えるのだ。我が神聖王国は騎士団と教団との両軸によって支えられているのだからな」

「心得ています」

　アレス王子は、殊勝に答えた。

「その志、忘れるでないぞ」

　ひ腹に蹴けりを入れ、ワーレンは愛馬を疾駆させる。王子の護衛に一騎だけが残り、残る側近の騎士たちも、国王の後に続いた。

　齢よわい、六十を過ぎているというのに、ワーレンの手綱さばきは、みごとの一言に尽きた。

「陛下は国王になられてからも、馬上トーナ試合メントには欠かさず参加しておられる。若い頃には、無敵であられた。最近でも、ときどき優勝あそばされる」

　護衛の騎士が言った。

　アレス王子は真剣な表情で、狩りの様子を見つめている。父王の偉大さを、この王子も確かに受け継いでいる、と騎士は思った。

「武人として為政者として、真まことに立派な御方。殿下もよくご覧になられよ」

「分かっているよ、オドネル。いつもの、おまえの口癖だもの」

　アレスは、無邪気に笑った。

「学問も修める。武術も習う。わたしも、父のような騎士になりたいもの」

　神聖ヴァリス王国は、至高神ファリスへの信仰によって成り立っている国だ。だから、国の主人あるじはファリス神であり、ファリス教団の大司祭である。教団から世俗のことを委任されているのが国王であり、その配下の聖騎士なのだ。王国の治安を維持し、外敵と戦うことが、その使命である。

　それゆえ、王位も世襲ではない。国王が死ぬと、ファリス教団の高司祭たちが会議を開き、聖騎士のなかから次の国王を選びだす。

　だから、王子といっても、この少年が将来、王位に就けるわけではない。むしろ、王子ゆえに次の国王になれぬ公算が大きい。ファリス教団が王位の世襲化を嫌っているためだ。

　国王はアレス王子を聖騎士として育てるつもりなのだ。その養育係を任されているのが、近衛騎士オドネルである。

　アレス王子は立派な聖騎士になれる、とオドネルは見ている。本当に将来が楽しみな少年だ。

　オドネルは、国王たちに目を転じた。獲物を追って、かなり遠くまで行っている。

　そのときだった。

　背後で、がさがさという音がした。

　背後は森である。背の高い草や低木が深い茂みになっている。

　何物かが茂みをかきわけるような音だった。

　森の動物か、と思いつつ、オドネルは振り返った。と、その目が驚きよう愕がくしたように一杯に開かれる。

　そこにいたのは、魔物だった。

　巨大な人型の怪物である。全身、黒い剛毛で包まれている。ただ、頭は雄牛のそれだ。

　魔物は、王子から数歩と離れていない場所に立っている。

「王子！」

　オドネルは声をかぎりに叫んだ。王子を守るため、魔物と王子の間に割って入る。武器を抜く暇さえなかった

　そこへ、魔物が手にした棍こん棒ぼうを叩たたきつけてきた。

　激しい衝撃と痛みが、オドネルの肩を襲った。たまらず、馬から転げ落ちる。強い衝撃が、今度は後頭部を襲った。意識が遠退いてゆく。

「王子……、お逃げください」

　オドネルは叫んだ。

　だが、それが本当に声にでたかどうかは分からない。そして、オドネルは闇に落ちた。




　どれくらい気を失っていたものか。

　人々の叫び声にゆり起こされ、オドネルは意識を取り戻した。

　霞かすみがかかったように朦もう朧ろうとしている頭を何度も振り、意識をはっきりさせようと努める。

　頭と右肩に鈍い痛みがある。右手はまったく動かない。

　オドネルは周囲の状況を確かめた。

　近衛騎士たちが、先刻の魔物と敢然と戦っている。そして、オドネルのすぐ近くには国王ワーレンの姿があった。

　ワーレン王は、茫ぼう然ぜんと何かを見つめている。

　誘われるように、オドネルは国王の視線の先に目を転じた。

　そして、驚愕した。そこに見たものに。

　アレス王子の変わり果てた姿だった。

　王子の頭は文字どおり粉砕され、形も残っていなかった。そして、腹が裂かれ、内臓が露出している。

　喰くわれたのだ、ということにすぐ気づいた。

　この牛頭の魔物には、食人の習慣があったのだ。

　そのとき、騎士たちの喚声があがった。

　ついに、魔物を倒したのだ。文字どおり全身を切り刻まれ、魔物は仰あお向むけに倒れた。驚くべきことに、それでも魔物には、まだ息があった。

　とどめをさそうと、騎士たちが一斉に剣を振りあげた。

「待て！」

　突然、国王の声があがった。

　怪け訝げんそうに騎士たちが国王を振り返る。

「急ぎ、王子の手当をするのだ」

「王子の手当を？」

　オドネルは驚いて、訊たずね返した。

　手当をしても無駄なのは、もはや分かりきっている。アレス王子はすでに死んでいるのだ。

　そして、今、ファリス教団に蘇そ生せいの奇跡を起こせる司祭はいない。

「恐れながら、殿下は……」

「王城に連れ帰るのだ」

　国王の言葉には、有無を言わせぬ迫力があった。

　オドネルは心が寒くなるのを覚えた。

　国王が見つめているのは、王子の骸むくろではなくなっていることに気づいたからだ。視線の先にあるのは、瀕ひん死しの怪我を負った魔物である。

　そして、魔物を見つめる国王の目には、狂気の光がうかがえた……

「陛下……」

　オドネルは絶句した。

「余の命令が聞こえぬのか？　早く、王子を……」

　怪訝そうに顔を見合わせながらも、近衛騎士たちは国王の命令に従うべく、魔物のそばから離れようとした。

「何をしている」

　オドネルは鋭くそれを制止した。

「殿下は、貴卿らの目の前にいるではないか？」

　オドネルの言葉に、騎士たちは驚愕し、騒然となった。

「何を言う、これは……」

　一人が抗議の声をあげた。

　その抗議を無視して、オドネルは緩慢な動作で国王を振り返った。

　ワーレン王は、ゆっくりとうなずいた。

「怪物の骸など捨ておけばいいのだ。瀕死の王子の手当を早く」

　その瞬間、オドネルの心のなかで、何かがぶつりと音をたてて切れた。
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　呼出しが、ファーンの名を告げた。

　重厚な音をたてて、目の前にある両開きの扉が開きはじめる。

　ヴァリス王国騎士隊長ファーンは、傍らに控えている花嫁衣装の女性をエスコートして、謁見の間に足を踏み入れた。

　ファーンも、礼装である。

　彼女の名は、フラウスという。至高神に仕える司祭であると同時に、戦士としての訓練も積んでいる。彼女のような神の従僕しもべのことを、神官戦士と呼ぶ。

　教団は本来、王国から独立した組織だ。逆に言えば、その保護を受けることはない。それゆえ、自衛のために神官戦士団を組織している。もっとも、ここ神聖王国ヴァリスの場合、王国がファリスの教義と教団とを守る役割を担っている。それでも、神官戦士団を組織しているのは、ヴァリス以外の国々にある神殿と信者を守るためだ。

　それから、ファリスの教義において、邪悪とされる者共を成敗するためでもある。

　ファーンとフラウスの姿を見て、謁見の間に集っていた騎士や女官から、ざわめきの声が洩もれた。

　これから、何が起ころうとしているのか、この広間にいる人々の多くは知らない。

「何を驚く？」

　謁見の間のいちばん奥、一段高くなったところに設けられた玉座の主人が、立ち上がった。

　ヴァリス王国ワーレンⅠ世である。

　国王は楽しげに笑っている。だが、その目の周囲には青黒い隈くまが浮かんでいた。

　この王が不治の病に冒されていることを、宮廷内で知らぬ者はいない。齢よわい七十を超えているのだから、それもやむをえないかもしれないが。

　誰が次の国王となるか。

　それがヴァリスの宮廷において最大の関心事であった。そして、もっとも有力な候補が今、この広間に入室してきた騎士隊長ファーンなのである。

「王子アレスも今年で二十歳になる。いまだ修行中の身ゆえ王城には戻れぬが、妃きさきを娶めとったとて悪いことではあるまい」

「花嫁を……」

　ふたたび、ざわめきが起こる。

「あの王子にか？」

　誰かがつぶやく声が、フラウスの耳に届いた。

「よくぞ参られた、花嫁よ。さあ、わしの近くへ来てくれ」

　フラウスはうなずき、衣装の裾を気にしながら、ゆっくりと前に進みでた。

「笑顔を」

　フラウスの左手を取る騎士が、小声で囁ささやいた。

　楽しくもないのに笑えるものですか、とフラウスは思ったが、周囲の目を気にして、無理に笑顔をつくった。

「わたしは、アレス王子の花嫁なのだから」

　と、言い聞かせる。

　嫌悪が走った。

　フラウスとファーンは、静々と王座の前まで進みでた。ワーレン王の年老いた顔が、はっきりと見える。

　この王が、とフラウスは思った。

　野外で狩りをしているとき、ワーレン王のたった一人の息子であるアレス王子が、突如、姿を現した牛ミノ頭タウ鬼ロスに殺されたのは、ちょうど十年前のこと。

　このとき、国王は発狂した。王子を殺したミノタウロスを王子と思いこんだのである。王子の死体はその場にうち捨て、瀕ひん死しの魔物を王城に連れて帰り、手厚い看護を受けさせた。

　この未み曾ぞ有うの事件に、ヴァリス王国の宮廷もファリス教団もおおいに揺れた。教団の中枢には国王を退位させようとの動きさえ起こったのである。

　しかし、国王の人柄とそれまでの善政を知る宮廷は、それを受け入れることはできなかった。一時は、宮廷と教団とのあいだに険悪な空気が流れたと聞く。

　両者が争うことは、ヴァリス王国の礎いしずえが根底から揺らぐことだ。それは王国の弱体化を意味する。宮廷も教団も、それだけは避けたかった。

　長い議論の末に決定したのは、この魔物を幽閉する離宮を建設することだ。

　ファーゴ河の河口にある三角州の一画に砦とりでのごとき離宮が建てられ、牛頭の魔物は閉じこめられた。離宮の警備は、王子が殺されたとき同行していた近衛騎士たちが担当することになった。

　意外なことに、国王はこの決定に異議を唱えなかった。

「王子は修行の旅に出るべきである。そして、この修行を終えぬうちは、王城に帰ることまかりならん」

　とさえ言ったのだ。

　そして、国王としての政務は、これまでと同様に続けた。

　国王は狂っているのか、それとも正気なのか、という議論が宮廷内で飛び交うほどだった。王子のことを除けば、国王はまったく正常に見えた。そして、王子のことが、話題にのぼることはほとんどなくなったのである。王子は修行に出ているのだから、誰ひとり王子と会う必要はなかった。国王自身でさえ。

　それゆえ、国王の狂気が問題となることは、まったくなかった。

　ところがである。聖女を王子の花嫁にもらいたいとの国王ワーレンの親書が、ファリス大神殿に届いた。それが、十日ほど前のことである。

　ファリス教団の中枢で、国王の狂気がふたたび問題にされた。そして、ひとつの決定が下された。

　離宮の魔物を退治することである。

　今回は、ヴァリスの宮廷も反対しなかった。両者は協議の末に、ファリスの神官戦士と聖騎士一名ずつで、この任務にあたることとした。

　その任務に選ばれたのが、騎士隊長ファーンであり、神官戦士フラウスなのである。

　フラウスが花嫁衣装に身を包んでいるのは、ワーレン王を納得させるために他ならない。万が一にも、他の花嫁を離宮に差し向けようという気を起こさせないためだ。

「おお、まことに美しい。王子も、さぞ喜ぶであろう」

　国王は相好を崩して、満足そうに何度もうなずいた。

　美しいと言われても、フラウスは嬉うれしくもなかった。たとえ形だけであれ、魔物の花嫁になるのかと思うと、嫌悪のために吐き気すら覚える。意志の力で、かろうじてそれを抑えているのだ。

「さっそくですが、これからでも離宮へ参りたいと思います」

　清せい楚そな乙女のように、目を伏せながらフラウスは言った。

「急ぐことはない。今こ宵よいは城に留とどまり、疲れを癒すがよい。騎士たちに、披露の宴うたげを催さねばならないからな」

「せっかくのお言葉ですが、ご遠慮させていただきます。休むのならば、離宮の王子のもとで……」

　至高神の教義によれば、噓をつくのは罪とされる。他人を傷つける噓ではないのだから、と自分を納得させているが、やはり気持ちのよいものではない。

「そうか……。それほど早く王子に会いたいか」

　フラウスは、うなずいた。もっとも、心の中は怒りと羞しゆう恥ちで叫びだしたい衝動にかられていたのだが。

「分かった。王子によろしく伝えてくれ」

「心得ました」

　解放されたという安心感で、フラウスはようやく笑顔を取り戻した。

　呼出しが、ふたりの退出を高らかに告げた。

　謁見は、終わった。
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　ファーゴ河の三角州は、ヴァリスの王都ロイドの街がすっぽり入るぐらいの広さがある。

　だが、ここには漁民たちの小屋があるだけで、ほとんど荒れ野原となっている。漁民たちも、離宮を建てるときに、他所よそへ移転を命じられたので、ここに住んでいるのは、王子と離宮警備の騎士たちだけだ。その騎士たちにも、すでに退去命令が届いているはずだ。

　ファーンとフラウスのふたりは、謁見の間を退去すると、用意していた馬車に乗りこみ港へと向かった。そこで、小舟を雇い入れ、この三角州まで送らせたのである。

「見ていて、はらはらしましたよ」

　ファーンが、ため息まじりに言った。

　国王との謁見のときのことだ。隣にいて、彼女の怒りがはっきりと伝わってきた。国王に罵ば声せいをあびせるのではないか、と真剣に心配した。

「わたしは、芝居は苦手です」

　フラウスは憮ぶ然ぜんとして言った。

「ファリスの教義では、噓をつくことは禁忌とされているのですよ」

「そうでした、申し訳ありません」

　ファーンは、素直に頭を下げた。

　あなたに謝られても、とフラウスは困惑の表情を浮かべた。

「すべての元凶は、この離宮に住む魔物です。早く片づけてしまいましょう」

　ファーンはうなずき、遠くに見える離宮に視線を移した。

　石造りの要よう塞さいのごとき建物である。牢ろう獄ごくに見えぬこともないが、それはこの建物が造られた目的を知っているゆえかもしれない。

　そのとき、衣ずれの音が聞こえたので、何事かと振り返った。

　このファリス教団の神官戦士は、花嫁衣装を無造作に脱ぎ捨てていた。

　茫ぼう然ぜんとしているうちに、彼女は一糸纏まとわぬ姿となった。

　磨かれた貝殻のような艶つやのある白い肌。短く刈った金色の髪は、傾きはじめた陽光を反射して海の泡のごとくきらきらと輝いている。夏の海の色の瞳ひとみには、ひそかな決意が満ちていた。

　訓練で鍛えられているだけに無駄な肉はないが、胸や腰のあたりの線はあくまで柔らかい。しなやかな四肢が、杉の若木のように伸びている。

　見てはいけない、とファーンは思った。だが、まるでとりつかれたように、視線をそらすことができなかった。

　そのとき、フラウスがファーンの視線に気づいた。しかし、このファリスの聖女は、気にした様子もない。

　羞恥を覚え、ファーンのほうが視線をそらした。

　音と気配で、彼女が新しい装束を身に纏っているのが分かった。

　戦いの装束である。

　ファーン自身は、すでに板プレ金ート鎧メイルを着て、腰に剣を帯びている。楯たてもいつもより小振りの物を用意してきた。徒歩で戦うときの武装である。

「お待たせいたしました」

　フラウスの声が聞こえた。

　振り返ったファーンは、彼女の前まで進みでると、両りよう膝ひざをついた。

「懺ざん悔げいたします」

　そして、胸の前で至高神の印をきった。

「懺悔って、何を？」

　不思議そうに、フラウスが訊たずねてくる。

「よこしまな気持ちを抱きました」

　ファーンの言った意味が分からず、フラウスは小首をかしげた。しばらくして思い至り、顔を赤らめ、両頰を押さえた。

「申し訳ありません。適当な場所がなかったものですから……」

　田舎の農村で育ったこともあり、フラウスは人前で裸になるのをあまり気にしない。田舎では小川や井戸端でよく水浴びをしていたのだ。

「でも、女性として見てくださって、嬉うれしく思います」

　正直な気持ちだった。

　いかに神に仕える身とはいえ、自分が女性であることを捨てきれるものではない。異性に魅力的だと思ってもらえるのは、やはり嬉しいのだ。まして相手は、ロイド大神殿に勤めるすべての女性神官が憧あこがれる騎士隊長なのである。

「さあ、まいりましょう」

　まだ、地面にひざまずいたままのファーンに、フラウスは手を差し延べた。

　その手をとって、ファーンは立ち上がる。

　そして、二人は並んで歩きはじめた。ミノタウロスが住む離宮を目指して……




　間近で見ると、離宮は思ったより小さく感じられた。

　灰色の石を煉れん瓦が状に積みあげて造られている。塀はなく、四角い建物の正面の石壁にアーチ状に入口が仕切られ、何枚もの鉄板で補強された分厚い木製の門が取り付けられている。

　破壊鎚づちでも用意しなければ、この扉を破壊することはできないだろう。もしくは、魔術師たちに魔法を唱えてもらうかだ。

「入りましょう」

　フラウスに合図して、門の前に進みでたときだ。

　正面の陰に、人影がたたずんでいるのが見えた。

　騎士の装いである。

「ようこそ、三角州の離宮へ」

　男はゆっくりと陽の当たる場所へ進みでてきた。

　太陽はすでに西の空に傾き、赤みを帯びた光を投げかけている。

「オドネル卿きよう？」

　ファーンは、言った。

「いかにも。貴卿が、ファーン騎士隊長なのだな」

　ファーンはゆっくりとうなずいた。

「このたびの件は、わたしとファーン卿に一任されているはずですが？」

　フラウスが一歩、進みでて、詰問するような口調で言った。

「すると、あなたが殿下の花嫁というわけですな」

「国王陛下には謁見をすませました。国王に納得していただいたか、どうかは知りませんけれど。わたしの使命は、この離宮の魔物を倒すことです」

「勇ましい花嫁ですな」

　オドネルは、乾いた声で言った。

「御存じではないかもしれませんが、この離宮の内部は迷路状に造られています。万が一にも殿下が外へ出られぬように、と。それゆえ、道案内に残ったまでです。ご迷惑でしたかな？」

「とんでもない。お志こころざし、ありがたくお受けいたします」

　何か言いたげなフラウスを制して、ファーンが答えた。

「よろしいのですか？」

　フラウスは、ファーンにだけ聞こえるように囁ささやいた。責めるような口調である。

「ジェナート高司祭は、わたしたちがこの離宮の魔物を倒されることをお望みなのですよ」

　特に騎士隊長ファーンが、だ。

　離宮の魔物を倒したという事実を、ファーンの業績としたいのだ。次のヴァリス王に、この高潔な騎士隊長を推挙するためである。

　ジェナート高司祭は、現在のファリス教団にあって、もっとも優れた奇跡──神聖魔法──の使い手である。蘇そ生せいの奇跡を起こせる司祭は、現在、彼ひとりである。メイファー最高司祭でさえ、起こすことはできない。ジェナートとて三年前に、ようやくこの高徳の奇跡を起こせるようになったにすぎない。

　教団最高の実力者として、ジェナートが一目置かれているゆえんである。そして、この高司祭は、堕落と腐敗が進んでいるファリス教団の改革を推進しているのである。

　だが、その理解者は少ない。それどころか、その徹底的な改革に対し、危き惧ぐを抱く聖職者がほとんどなのである。

　最高司祭であるメイファーさえ、彼のことを疎うとましく思っている。

　教団の改革を完遂するために、ジェナートは協力者を欲している。もしも、ファーンがヴァリス王となれば、ジェナートにとって、協力な盟友となるに違いない。

　それゆえ、ジェナートの改革を危険視する高位の司祭たちは、ファーン以外の人間を国王にしたいと思っている。ただ、ファーンに勝る名声の持ち主がいないのだ。ヴァリス国民でも、教団の若い神官たちのあいだでも、そして若い聖騎士たちのあいだでも、ファーンの人気は絶大である。

「百年に一人の騎士」

　と、讃たたえられていると聞く。

　会ってみて、まさにその通りだとフラウスは思ったものだ。

　ファリス教団にとって、長年の懸案であった離宮の魔物を始末することは、ファーンを国王として推すための強力な功績となるはずだ。

　離宮警備の騎士隊長が、それに手を貸したとあれば、せっかくの功績が色いろ褪あせるかもしれない。それは、ジェナートの望むところではないだろう。

　政治的に考えるならばである。

　宮廷も教団も組織である以上、政治と切り離されることはない。組織に属している以上、理想を実現させるため、政治的でなければならないことも多い。

　ファーンとて、ジェナートの考えは知っているはずだ。政治的な発想のできない男ではないのだから。

　すべてを理解したうえで、離宮警備の騎士が協力してくれることを歓迎しているのである。

「十年もの間、つらい任務に就いていたのです。彼らにとって、魔物を退治することは、その任務に終止符を打つという意味があるのです」

　フラウスの心を読みとったかのように、ファーンが静かに言った。

　それで、あきらめた。

　こんな人物だからこそ、ヴァリス国王にふさわしいのである。政治的なこともできる人間でなければならないが、それだけの発想しかできぬ人間に王位を継いでもらいたくはない。

「協力させていただけますかな？」

　あらためて、オドネルが言葉をかけてきた。

「お願いしましょう」

　フラウスは、離宮警備の騎士隊長にかるく会釈しながら答えた。
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　離宮のなかは、オドネルの言うとおり、迷路のような構造になっている。

　通路と扉が複雑に入り組み、それほど大きくないはずのこの離宮を、無限の広さに感じさせる。

　廊下の床に靴底が当たる甲高い音が響き、それが石の壁に何重にも跳ね返り、まるで百人以上の人間が、この迷宮を歩きまわっているような錯覚を覚える。

　天井や壁の各所にステンドグラスがはめこまれ、太陽の光は色つきガラスのために、赤や青、緑色に染められ、廊下や壁に幻想的な模様を映しだしていた。

　まるで夢を見ているようだ、とフラウスは思った。

「この迷宮を歩いていると、不思議な気分にならないかね？」

　先頭を歩いていたオドネルが、突然、振り返ってそう切り出してきた。

　まるで、フラウスの心を見透かしたようなタイミングだった。

「どのような気分にですか？」

　ファーンが静かに訊たずね返す。

「まるで、精神世界に立ち入ったような気分にだよ。この迷宮の扉には、真実もあれば、真実ならざるものもある。廊下には行き止まりもあれば、堂々巡りもある。まさに、人間の精神そのものではないか」

「さあ、わたしには……」

　ファーンは、曖あい昧まいに答えた。

　だが、フラウスにはオドネルの言葉の意味が理解できた。

　慣れぬ者が歩けば、感覚が麻ま痺ひしてくるに違いない。この迷宮には、そうさせる雰囲気が満ちているのだ。

「この離宮を造ったのは、南のドワーフ族の職人だよ。建物の目的を聞くと、図面も引かずに造りあげた。彼らのことだ、建物の構造に、何かを隠いん喩ゆさせるぐらいできるからな」

　オドネルは正面を向き、ひとりごとのように言った。

　大地の妖よう精せい族であるドワーフは、優れた職人であり、また芸術家でもある。彼らの作った物には、魔法的な力が働いていると言われている。

　感覚が麻痺してくるのは、あるいはそのせいかもしれない。

　フラウスは気分が悪くなってきた。何か同じ場所をぐるぐる回らされているような気がしてくる。

「この迷宮に入るたびに、わたしはいろいろなことを考える。たとえば、十年前の国王陛下のことだ。国王陛下は本当に狂われたのだろうか？　それとも、狂っているふりをなされただけなのだろうか？」

「狂っておられますわ、間違いなく」

　フラウスはきっぱりと言った。

「そうでなければ、魔物のために迷宮を造るなど、考えるはずがありません」

「しかし、陛下はこの十年、ヴァリス王国をみごとに統治されたではないか。はたして、狂人にそのようなことができるのだろうか？」

　フラウスを一瞬、振り返り、オドネルは言った。

　彼の言うとおり、王子のことを除けば、国王ワーレンは極めて聡そう明めいである。この十年、国王の統治は盤石であったといえる。

「しかし……」

　だからといって、フラウスは納得する気は毛頭ない。国王の愚行のために、いったいどれだけの人間が振り回されたことか。

　いちばんの被害者は、オドネルたち離宮警備の騎士であるはずだ。だが、彼らは国王に対し、恨みを抱いてないようだ。王子が殺されたとき、側そばにいたという負い目があるためか。

　国王に忠実であることは騎士として当然なのだろうが、狂える王に忠誠を誓うのが、本当に騎士としてするべき事なのだろうか、とフラウスは腹立たしく思った。

「このヴァリスは、神聖王国。魔物を飼うなど許されざることです」

　フラウスは嫌悪もあらわに言った。

「陛下にとっては、王子なのだよ。王子のために宮殿を建てたとて、なんら不思議ではあるまい」

「しかし、現実には……」

「わたしたちにとっての現実と、陛下にとっての現実が異なっているだけだ。ただ、その一点において、な」

　オドネルの言葉には、不思議な迫力があった。

　フラウスは、つい黙ってしまった。

「わたしも、この年になってようやく気づいたのだが、現実というものは絶対ではないのだよ。自分に見えている現実と他人に見えている現実とは、微妙に異なっているように思える。おそらく、人の数だけ現実があるのではないか。そして、狂気とはそのずれがただ大きいだけではあるまいか」

　フラウスの背中に、ぞくりとする感覚が走った。

　オドネルの言葉に、である。

　この騎士隊長は、この離宮に詰めているあいだ、このような思索に耽ふけっていたのだろうか？

「認めるわけにはまいりませんわ」

　フラウスは、何かを振り払うようにきっぱりと言った。

「真実はひとつです。人間の弱い心が、現実を歪ゆがめているだけですわ。至高神ファリスが、天界からご覧になられている真実こそ、唯一にして無二なのです」

「偉大なる至高神が、な」

　オドネルは、乾いた笑い声をあげた。

「神とは、なんと残酷なのだろうな」

「罰当たりなことを……」

　フラウスは、激しい怒りを覚えた。

　思わず、ファーンを振り返った。この騎士隊長は、先刻から沈黙を続けている。

　ファーンは、ひどく緊張しているように見えた。いつにないことだった。

　どうやら、何かを感じているらしい。

　いったい何を、とフラウスは思った。その目が前を歩くオドネルに注がれている。

「さあ、着きましたぞ」

　そのとき、オドネルが愉快そうな声をあげた。

　フラウスは、前方に注目した。

　曲がり角を右に折れると、短い廊下があり、その突き当たりに大きな両開きの扉が見えた。

「この奥に、アレス王子の居室があります」

　厳かに、オドネルがいった。

「いよいよですね」

　フラウスはファーンに声をかけた。

　そして、手にした鎚鉾メイスをぎゅっと握りしめる。

　ファーンは無言でうなずいただけだった。心なしか、その表情は暗いように見えた。

「さて」

　と、つぶやいて、オドネルは扉を押した。

　重々しい鉄の扉が、長く尾を引くように軋きしみながら、ゆっくりと内側に開きはじめた。




　扉は、激しい音を立てて止まった。衝撃で、離宮全体が揺れたように思えた。

　扉は、完全に開いていた。

　部屋の中の様子は薄暗く、何も見えない。

「明かりを……」

　と、フラウスが言ったとき、部屋の中で、ぽっと明かりが灯ともった。

　ゆらめく赤い光が、室内を照らしだしてゆく。誰かが松明たいまつを灯したのだ。

　いったい誰が、とフラウスはいぶかしく思った。だが、オドネルは気にせず部屋の奥に進んでゆく。

　フラウスも、あわてて続こうとした。が、腕を摑つかまれ、止められた。止めたのは、ファーンだ。

「何事？」

　言いかけて、フラウスは口をつぐんだ。

　ファーンが視線で何かを合図してきたからだ。

　無言で進み、ファーンはフラウスより前に出た。右手は、腰の剣にかかっている。

　どうやら、この部屋は警備の騎士たちの詰所のようだ。机や椅子、戸棚などが並んでおり、いちおうの生活ができるようになっていた。そして、奥にはもうひとつ鉄製の扉。

　その前に騎士たちが四人、立っているのが見えた。皆、離宮警備の騎士たちなのだろう。完全武装である。

　そのうちの一人が、松明を手にしていた。

　オドネルは同僚たちのところまで進むと、くるりと踵きびすを返し、フラウスたちを振り返った。

「どういうことなのですか？」

　オドネルは同僚の騎士たちがいることなど、一言も触れてなかった。そのことを詰問しようと、フラウスは一歩、進みでようとした。

「フラウス司祭……」

　ファーンが、またそれを制止する。

　彼の目が、また何かを語りかけていた。顎あごをしゃくって、離宮警備の騎士たちを示す。

　フラウスはオドネルたちの様子をじっくりと観察した。それで、彼らが放つ殺気にようやく気づいた。

　この騎士たちは、自分たちを殺すつもりなのだ。

「わたしには、あなたがたの名誉を傷つけるつもりはありません」

　ファーンが、訴えるような声で呼びかけた。

　彼はおそらく、かなり前からオドネルの意図に気づいていたのだろう。

「この悲劇に決着をつけるべきは、あなたがたです。わたしが見届けますゆえ、存分に戦われますように」

　訴えてはいるが、ファーンはそれが無駄だと分かっているようだ。その表情は、限りない悲哀に満ちていた。

「我らには、もはや傷つく名誉などない」

　オドネルは自じ嘲ちようぎみに笑った。
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「我らの名誉は、十年前に失われたのだから」

「ですが、あなたがたは十分に償われた。十年という年月、つらい任務に従事されることで。騎士たちも教団も、あなたがたの名誉が回復されていることを認めるはず……」

　ファーンが懸命になって、説得しようとする。その姿は痛々しくさえあった。

「名誉など、もはやどうでもよい」

　オドネルは、ファーンを遮るように言った。

「我らは、任務をまっとうするだけのことだ」

「どういうことですか？」

　フラウスは内心の怒りを抑えながら訊たずねた。

　彼らが行おうとしている行為は、邪悪の一言につきた。他人を欺き、その命を奪おうとする。神聖王国の騎士たちがなすべき所業では、断じてない。

「陛下からの命令は受けてはおらぬ。それゆえ、我らはこの離宮を警備せねばならん」

「国王は、遠からず退位されます」

「今は、まだ退位されてはおらぬ」

　オドネルは、断固として言った。

「我らの任務は、この砦とりでに侵入する者を排除することだ！」

　その言葉が合図であったように、オドネルの背後に並ぶ離宮警備の騎士たちが一斉に剣を抜いた。

「正気ですか！」

　フラウスの声は怒りのために震ふるえていた。

「言っただろう。何をもって正気とし、何をもって狂気と呼ぶか、それは誰にも分からないのだ。名もなき狂気の神のみが知っているのかもしれぬ」

「そのような邪神の名を唱えるなど！」

　フラウスは激高のあまり、鎚鉾メイスをふりかざし、突撃したくなった。

「わたしは、あなたがたと戦いたくはありません」

　そんなフラウスの気持ちを察したように、ファーンがフラウスを遮るように動いた。

「ならば、去れ。この離宮から！」

「それは……できません。この離宮の存在は過ちだと思えるからです」

「それは、いったい誰の思いだ。至高神ファリスか、腐れきった教団か、優柔不断な宰相なのか！」

「わたし自身の思いです。それゆえ、この離宮にまいりました」

「陛下の意志は確かめたのか？」

「それは、いたしませんでした。もし、確かめて、お聞き入れにならないときは、陛下を斬らねばなりませんから……」

　フラウスは、耳を疑った。

　騎士が自ら仕える国王を斬ると宣言したのである。それも、騎士隊長ほどの地位にある上級騎士が、だ。

　離宮警備の騎士たちは、激しく動揺した。

「陛下を……弑しいすると」

「それが正義だと確信できますなら……」

　ファーンの言葉に迷いは感じられなかった。

「なるほどな、そういう考え方もできるものなのか。わたしには思いもいたらなかった……」

　それがいかにも残念であるように、オドネルはつぶやいた。

「だが、もはや手遅れだ」

「まだ、間に合います。過ちを正し、悲劇に終止符を……」

「剣を抜け、ファーン！　貴卿ならば、相手にとって不足はない。元近衛騎士隊長オドネル、たやすく討ち取れると思うなよ」

　叫ぶように言って、オドネルも剣を抜いた。

「どうあっても、お聞き届け願えませんか？」

「くどい！　我らは陛下から与えられた任務を果たすのみ!!」

「分かりました」

　ファーンは一瞬、目を閉じて天を仰いだ。それから、腰の剣をすらりと抜いた。

　銀色の刃やいばが松明たいまつの炎を受けて、一瞬、血の色に染まった。

「聖騎士隊長ファーン、まいる！」
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　戦いが始まった瞬間、フラウスは思いきり前に走った。

「下がって！」

　と、ファーンに声をかける。

　ファーンはその指示に従い、一瞬、部屋の外に身を隠した。

　五人の騎士が、フラウスに殺到してくる。皆、かなりの年輩だが、動きそのものは鈍ってはいない。離宮の警備を務めるかたわら、剣術の鍛錬を怠っていないのが、はっきりと分かった。

「ファリスよ！　我に力を!!」

　フラウスは叫び、気合いの声をあげた。

　全身が一瞬、純白の光に包まれ、それが放射状に爆発した。

　近寄っていた騎士たちは、その光の爆発をうけて弾き飛ばされた。騎士のうちの一人は奥の扉に強したたか頭を打ちつけて、その場でうずくまった。

　ファーンが、すかさず部屋のなかに躍りこんでくる。

　そして、騎士の一人に剣を叩たたきつけた。

　百年に一人の騎士と呼ばれるだけあって、ファーンの攻撃は素早かった。

　相手は楯たてで受け止めるのがやっとで、完全に体勢が崩れる。その隙を逃さず、ファーンは二撃目をみまい、その騎士の喉のどに剣を突き立てた。

　ファーンの剣は相手の喉を貫通し、一瞬にして、絶命させた。

　そのとき、ファーンが至高神の名を唱えるのを、フラウスは確かに聞いた。

　即死させることが、彼なりの慈悲なのだろう。

　残る騎士は三人。

　フラウスは一人を相手と定めた。オドネルともう一人が、ファーンに向かう。

　だが、さすがに聖騎士らしく二人がかりで戦おうとはしない。

　オドネルは後ろで控え、同僚がファーンと戦うのを、じっと見守っている。

　ファーンは、みごとな剣さばきで相手を追いつめ、最後には下段への牽けん制せいから上段への払いで、相手の首を宙に飛ばしていた。

　その間にフラウスも、松明たいまつを手にした騎士を倒していた。頭を砕かれた騎士は、血と脳のう漿しようを床にぶちまけて糸の切れた操り人形のように床に落ちていった。

　剣とは異なり、鎚鉾メイスでは慈悲深い殺し方などできるものではない。

　だが、罪悪感はない。敵にも間違いなく殺意があったからだ。武器を交えていて、そのことははっきりと分かった。

　床に落ちた松明を拾いあげ、フラウスはそれを頭上に翳かざした。

　最後に残ったオドネルは、ファーンが決着をつけるだろう。

「さすがだな……。鍛錬を怠っていたわけではないが、持って生まれた素質の違いというものか。おまえたちは神に選ばれた勇者で、我らは普通の人間だ。だから王子を守ることができなかった。十年前、もしもその場にいたのが、おまえたちなら、また結果は違っただろうな」

　オドネルが同僚の死体を見下ろしながら、驚くほど静かな口調で言った。

「もう、いいでしょう。剣を引いてはいただけませんか？」

　ファーンの口調は、もはや懇願であった。

　同情の余地はないとフラウスには思えるのだが、自身も騎士であるファーンには、離宮警備の騎士たちの思いが分かるのかもしれない。

　しかし、オドネルはゆっくりと首を横に振った。

「やめるわけにはゆかぬよ。たとえ、一人になっても、任務は遂行する。それが聖騎士の使命だ」

　オドネルは剣を振りかぶり、まっすぐファーンへ突進した。

　ファーンの表情には、たとえようのない哀しみが浮かんでいた。

　剣を正眼に構えつつ、気合いの声をあげて突撃してくるオドネルを迎え撃つ。上段から電光のような一撃が、ファーンの頭上に襲いかかった。

　フラウスは一瞬、斬られたのでは、と思った。

　だが、ファーンは剣が触れるか否かというときに、すっと身体からだを引いた。

　文字通り紙一重の差で剣が虚空を切り裂いた。ファーンの金色の髪が、何本か舞い、額に赤い筋が走った。

　見切り損ねたのだろうか、それとも思ったよりもオドネルの太刀筋が鋭かったものか。

　ファーンの身体が一瞬、沈んだかと思うと、すれ違いざま、彼はオドネルの胴を払っていた。

　フラウスの目にも、よく分からなかったほどの素早さだった。

　激しい金属音が響き、同時に柔らかなものを切り裂く鈍い音もあった。

　オドネルの身体が、ぴたりと静止した。硬直したように、そのまま、しばらく微動だにしない。

　時間がとまったような錯覚を覚える数瞬の後、オドネルの身体は、ゆっくりと前のめりに倒れていった。

「オドネル卿きよう……」

　ファーンは片かた膝ひざを落とし、離宮警備の騎士隊長に声をかけた。沈痛な声だった。

「なぜ、死なねばならないのですか？」

　ファーンはそう問いかけた。

「他に道はなかったのですか？　騎士とは、かくあるべきなのでしょうか？」

「分からぬ……」

　苦しげだが、奇妙に澄んだ声で、オドネルは答えた。

「おまえに教えられたとおり、道はあったのだろうな。わたしが本当にやるべきだったのは、王命に背いても、あの魔物にとどめをさすことだったのだ。それによって、たとえ陛下がどのようになろうと。あるいは、陛下をこの手にかけることになろうと……」

　そこまでを言って、オドネルはごぼりと血を噴きだした。

「とうとう、分からずじまいだった。陛下は正気であられるのか、それとも本当に狂われているのか……」

　ファーンの視線は、たとえようのない哀しみを湛たたえ、じっとオドネルに注がれていた。彼の最期の言葉を、一言たりとも聞き逃すことがないように、と……

「そして、わたしは正気であったのか？　それとも狂っておったのか？　ここ数年というもの、あの魔物が本当に殿下であるように思えてならなかった。聡そう明めいなるアレス王子、もし、ご無事であれば、あのように美しいファリスの聖女と御成婚あそばされていたろうに……」

　ふたたび、おびただしい血を吐きだしながら、オドネルの手がゆっくりと動いた。

　腰に下げていた鍵のごとき物をつかみ、ファーンに伸ばした。

　血に濡ぬれた鍵を、ファーンはうなずきながら受け取った。

「この悲劇に結末をつけてくれ、ファーン隊長。それは貴卿の役目だろう。次代の国王にならんことを。そして、ヴァリスに栄光を……」

　そこで、事切れた。

　フラウスが見ても、オドネルの死顔はやすらかであった。ようやく、帰るべき場所を見み出いだしたというような。

「この人たちは死に場所を求めていたのですか？」

　フラウスは、ファーンに訊たずねた。

　騎士ではないフラウスには、とうてい理解できない思いだった。

　ええ、とファーンはうなずいた。

「おそらく、彼らはすでに死んでいたのです。十年前、王子が殺されたときに……。ただ、国王の狂気が彼らをこの離宮に呪じゆ縛ばくした。あたかも、不死の魔物のように。そして、この呪いが解けたとき、彼らには滅びる以外の道を見出せなかったのでしょう」

　ファーンは手にした鍵を握りしめ、その場で黙もく禱とうを捧ささげた。

　フラウスも胸の前でファリスの印を切ると、弔いの祈りをあげた。

　彼ら騎士たちの気持ちは、フラウスには理解できないものだった。彼らが生きる支柱とするのは、至高神フアリスの教義ではなく、騎士道精神なのであろう。

　黙禱を捧げ終え、ファーンはゆっくりと立ち上がった。

　フラウスと視線が合った。

　二人はうなずきあうと、奥の扉に向かった。

　その扉の向こうに、牛頭の魔人ミノタウロスがいるのだ。

　ファーンは鍵穴に、オドネルから受け取った鍵を差し込んだ。

　ゆっくりと、それを回す。

　がちゃり、と思ったよりも大きな音がした。

　ファーンとフラウスは、両開きの扉の左右それぞれ手をかけ、タイミングを合わせて押した。

　扉は音もたてずに開いた。

　部屋のなかは、青白い魔法の光で満たされていた。何もない部屋だった。床にはこの十年のあいだに餌とされた動物の骨が、無造作に散らばっている。

　ミノタウロスは、部屋のいちばん奥にいた。

　ファーンたちの姿を認めると、肉食獣のように吠ほえた。

　凍りついた時間が徐々に動きだす感覚を、フラウスは覚えた。

「いざ！」

　ファーンとフラウスは、武器を構えて走った。この呪われた離宮の主人に、哀れな人間の狂気が生み出した幻影の王子に向かって……
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「騎士隊長ファーン、参りました」

　深く一礼をしてから、ファーンは国王の私室に入った。

　司祭の正装をしたフラウスが一歩、遅れて入室する。

　豪華な調度品がそろう広い部屋のいちばん奥に天てん蓋がいつきのベッドが据え置かれている。

　ベッドの傍らには、宰相と近衛騎士隊長ドルロスの姿があった。それから、侍女が数人、あわただしく働いている。

　香が焚たかれ、部屋のなかはその馨かぐわしい香りで満たされているが、それに混じってかすかな腐敗臭も感じられた。

　国王の身体から出ているものに違いない。

　あの離宮での出来事から、すでに三月が経過している。

　その間に、想像を絶する事件がひとつ起きた。

　ヴァリスの西南に位置するモス地方の山中から、異界の住人である魔神どもが解放されたのだ。

　魔神どもはロードス各地に出没し、この島の住人を恐怖のどん底に叩たたき落としている。

　国王ワーレンが王子の死を知らされたのは、あの日から三日の後である。

　王子の訃ふ報ほうに接した国王は、玉座に沈みこむように倒れ、ふたたび立ち上がることはできなくなった。病状は日に日に悪化し、今や崩御は時間の問題とされている。

「ファーン……か」

　ベッドから身を起こすことさえできず、ワーレンは力のない声をかけてきた。

「はっ」

　ベッドの近くまで進むと、ファーンは片かた膝ひざを落とし畏かしこまった。

「モスの状況はどうだ？」

　問われて、ファーンはモス地方の現状を報告した。小国の群立するモス地方は魔神に対し、連合して対することに失敗している。それどころか、魔神と手を組み、ロードスに覇を唱えんとする動きも見えるのである。

「そうか……」

　ワーレンは顔を動かし、疲れきった視線をファーンに向けてきた。

「魔神どもが跳ちよう梁りようしているというに、このような身では何もできぬ。口惜しいことよ」

「フラウス様が、参っております」

　国王の言葉を遮るように、ファーンは言った。魔神のことを気に病んで心労を感じないよう配慮したのだ。

「おお、フラウス殿が」

　国王の顔が一瞬、喜びに輝いた。

「枕元に呼んでもらえぬか」

　ファーンはうなずき、フラウスを振り返り、目で合図した。

　フラウスはゆっくり進みでて、国王の枕元に顔を寄せた。

　そして、

「元気をお出しください、お父様……」

　と、微笑みながら言った。

「おお、わしを父と呼んでくれるのか」

　国王の顔が歓喜のためか、土色をした肌に血の色が戻った。その目に光るものが滲にじむのを、ファーンは胸がつまる思いで見た。

　ワーレン王は目を閉じ、何度もうなずくと、何事かフラウスにつぶやいた。

　よく聞き取れなかったのだろう、フラウスは国王の口くち許もとに耳を寄せた。

　フラウスにだけ聞こえるように、国王はもう一度、囁ささやいた。

　フラウスは一瞬、驚きの表情になり、しばらくして、思い出したように笑みを浮かべた。

　ぎこちない笑みだった。




　ヴァリス国王ワーレンⅠ世が息を引き取ったのは、その日の夜半のことだ。

　翌日、国王の崩御がヴァリス中にふれられた。そして、その三日後、全国民が喪に服するなか、盛大な葬儀がファリス大神殿で執り行われた。

　ファーンとフラウスは喪服に身を包み、この葬儀に参列した。ファーンは棺ひつぎを護衛する役。フラウスは国王の親族の一人として、棺のそばに従った。

　すべてが終わったのは、夕刻近くである。その後、フラウスはファーンの館やかたに招かれ、晩ばん餐さんをともにした。

「国王陛下も、大変なときに亡くなられたものですね」

　二人とも、終始無言で食事を終えた。食後の紅茶を飲みながら、フラウスは思い出したように言った。

「次の国王を決めるのは、魔神との戦のあとになるそうです。この戦にもっとも功のある騎士が推挙されるでしょう」

　ファーンは静かにうなずいた。

「功名に逸はやり、無駄に命を落とす者が出ないことを祈りますよ」

　ファリス教団は、あきらかに聖騎士たちを競わせようと考えている。彼らの考えは分からぬでもないが、今は個々の功名よりも、騎士団の団結が大切なはずだ。

　国王が空位のあいだ、政務は宰相ゲイルザックが代行することとなった。

「あの夜、陛下はあなたに何と仰おおせられたのですか？」

　突然、話題を変えて、ファーンはフラウスに訊たずねた。

　国王ワーレンは、フラウスを枕元に呼ぶと何事か囁いた。国王がいったい何と言ったのか、ファーンは疑問に思っていたのだ。

　フラウスは手にしていた紅茶のカップをことりとテーブルに戻した。そして、ファーンをじっと見つめる。

「よろしかったら、でけっこうですが」

　フラウスの困惑の表情を観みて、ファーンはあわてて言葉を足した。

「一言だけ。すまぬ、と……」

　フラウスは、ぽつりと言った。

「わたしにも、分からなくなりました」

「陛下が、狂っておられたかどうかですか？」

　フラウスは、こくり、とうなずく。

「あの騎士の言葉が思い出されます。人の心は、迷宮のようだ、と。何をもってして狂気と呼び、何をもってして正常と呼ぶか。真実は誰にも分からないのかもしれない……」

　カップから立ち上る淡い湯気を見つめながら、フラウスは自らに言い聞かせるように言った。

　正気でいるとも狂気に冒されているともいえぬ人々で、この世界は、このロードスは成り立っているのだ。だとすれば……

「人の心だけではないわ。このロードスの現実も、まさに迷宮のよう。解放された魔神に対し、どう対処していいのか、人々は分からないでいる。真実を見み出いだすことができずに、迷い、彷徨さまよっている。もしかすると、このロードスそのものだって、狂気に冒されているのかもしれない……」

「この島が狂気に……」

　ファーンはフラウスの言葉の意味をかみしめるように繰り返した。

「もしも、その通りだとしたら……」

　ファーンは、フラウスの碧あおい瞳ひとみをじっと見つめた。

「その狂気は、どんな幻影を生みだすのでしょうか？　そして、誰を呪じゆ縛ばくするのでしょうか？」

　フラウスは、ぞっとしたように身を縮ませた。

「あのような悲劇が起こらぬことを、祈るしかないのでしょうね」

　フラウスは静かに目を閉じ、胸のところで手を組みあわせた。

「わたしたちにできるのは、己を信じて戦うことだけなのかもしれません」

　ファーンは我知らず、拳こぶしを握りしめていた。

「そうですね」

　フラウスはまさに聖女の微笑を浮かべ、ファーンを見つめた。その笑顔を見ていると、救われたような気分になる。

「でも、それは孤独な戦いではありませんわ。わたしにはファーン卿きよう、あなたがいますもの。ナシェルやフレーベたち、頼もしい仲間たちも」

　ファーンも笑顔になり、うなずいた。同時に、モスで出会った聡そう明めいな少年の顔を思い出していた。

　狂える世界に、共に立ち向かってゆこうとする仲間がいる。

　それが、限りなく心強く感じられた。

　いかなる迷宮であれ、あきらめぬかぎり、いつかは出口に辿たどり着くものなのだ。







　あとがき







　ふと気がつくと『ロードス島伝説４』の刊行から、四年半もの年月が経過していました。唐突ですが『ロードス島伝説５』をお届けいたします。

　最初は外伝として刊行しようと思っていたのですが、魔神戦争の終結までを描いているという点では４巻の続編なので、あえて５巻にしました。

　ですが、主人公はナシェルからフラウスに交替していますので完全に別の物語でもあります。だから、４巻で完結しているというのも間違いありません。

　開始から八年、全六巻。ただの設定でしかなかった事件や英雄たちを、物語なり登場人物に置き換えてゆくという作業は大変な苦労を強いられましたが、それだけに達成感もひとしおです。

　英雄ならざる作者が英雄たちを書いているわけですから、これは大変な挑戦でした。力不足を痛感させられましたし、もしかすると彼らを俗化してしまっただけかもしれないとの不安もあります。

　フラウスという女性は「神に対する信仰とベルドに対する愛を取り違えたんだろう」というのが、実は僕の初期設定でした。

　でも、作品を書いてゆくうちに、その設定がとても浅薄なものに思えて、全力で否定したくなりました。

　フラウスはベルドを愛している。それは問題ないんです。でも、それゆえ信仰を誤ったというのでは、彼女を侮辱しているにもほどがある。

　彼女は信仰をまっとうし、愛を成就させ、天に召されなければならない。

　それが、本書で僕が自らに課した使命です。

　果たせたかどうかは、読者の皆さんの判断に委ゆだねます。

　一般に作者は神だと言われますが、僕に関してはそんな自覚はありません。物語の完成型、理想型は作者の意図とは無関係に存在しているような気がします。作者にできるのは、どこまで作品をそれに近づけさせるかということ。

　無限の時間をかけても、満足できる作品はきっと書けないのでしょう。それなら、せめて後悔しないぐらいの作品にはしたいと常々、思っています。有限の時間のなかで仕事をしているので、それさえもなかなか難しいのですけど……

　でも、もう完結です。出版された作品は、作者の手を完全に離れます。あとは読者の皆さんにとって、価値のある作品であることを祈るだけ。

　ロードス島伝説はたぶん悲劇だったのでしょうが、登場人物全員が意外に〝自分らしい〟生をまっとうしたようにも思います。

　長期にわたって応援していただき、本当にありがとうございました。
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幻影の王子…………………………「ザ・スニーカー」一九九四年冬号掲載後、『運命の覇者』（角川書店／一九九七年二月刊）に収録。
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